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研究会 

第四回人間再生研究会 

「身体と意識」 

 

日時：2012 年 12 月 15 日（土）13:00～19:30 

会場：東洋大学白山キャンパス 6 号館 3F 6309 教室 

【主催】神経現象学リハビリテーション総合研究センター 

【共催】NPO 神経現象学リハビリテーション開発機構 

東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ 

 

 

[プログラム] 

特別講演 

「統合失調症における身体と強度―退院が困難な事例に即して」 

 花村誠⼀（東京福祉大学） 

司会：稲垣 諭（東洋大学） 

特定質問者：河本英夫・稲垣 諭 

 

講演 

保前文高（首都大学東京）「“preverbal infants”の言語と発達脳」 

河本英夫（東洋大学）「発達はどのような問いか」 

後藤晴美（秋津療育園）「脳炎後遺症症例の病理をどのように考察していくか」 

 

シンポジウム 

『発達の謎と臨床』 

シンポジスト：河本英夫，保前文高，後藤晴美 

司会：池田由美（首都大学東京） 
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“preverbal infants”の言語と発達脳 
                           

保前文高（首都大学東京人文科学研究科） 
  

 

発表の概要 

言語の獲得と使用は、ヒトに固有の特徴と考えられている。乳幼児が大人の言葉を理解して、単語

を発話するようになり、さらには文を生成するまでにいたる過程は、なすべきことの多さを考えると

驚異的な速さで進む。「ヒトは、なぜ、どのように言葉を使えるようになるのか」ということが探求

され続けているのは、人間を理解しようという立場からは自然なことであろう。本発表では、「前言

語的」といわれる乳児が、そもそも新生児期からどの程度「言語的」であるのか、また生後 6か月の

間にどのように「言語的」な存在になっていくのかを脳の発達という観点から検討してきた研究につ

いて紹介する。特に、1）音声知覚に関する脳の機能的な発達、2）脳の機能的ネットワークの形成、

3）言語音の処理に関わる距離を隔てた脳部位間の関係性の 3点に焦点を当てる。音声の知覚と構音・

発話の双方向性を視野に入れて、発達脳における大域的なネットワークの形成と言語獲得の関係性に

ついて議論する。 
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発表資料 河本英夫 
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脳炎後遺症症例の病理をどのように考察していくか 
                           

後藤晴美（重症心身障害児施設秋津療育園） 
  

 

１、症例を読み解くために 

脳損傷後、脳は不安定な状態から安定した状態に戻ろうと新たなシステムを形成する。セラピスト

はなぜそのようなシステムが形成されていったのか、症例を通し、読み進めなければならない。これ

が非常に厄介である。 

従来のリハビリテーションは、身体上、動作上の観察と、ADLといったその人を取り巻く環境、発

達心理検査等を手掛かりに、評価を進めてきた。１つ１つの評価から「統合した」問題点に対し、直

接的かつ間接的なアプローチを行う。そのベースになっているものが「正常」との比較である。正常

に近づけることを目的に訓練を行うことや、あるいは周囲からその逸脱部分を補うことを提案するの

である。 

認知運動療法（現認知神経リハビリテーション）は、正常との比較ではなく、本人の生きている世

界を推察することから始まる。今まで行ってきたような「外部観察」から「内部観察」と呼ばれる患

者内部の世界の観察、そこに隠されている病理（仮説）を考え、それに対するアプローチから、再び

その病理のモニタリングをする。従来の評価にはない「内部観察」というものがどのように引き出さ

れるのか。病理とは何をさすのか。認知運動療法開始当初は、脳の機能をシステムとしてではなく、

病変から生じるもの考えたり、本人の言述やそれに相当するような振る舞いを内部観察として使用す

ればよいと思っていた。しかし、ただ見えているものや問いかけに返ってくる想像もしない言語に振

り回され、その先にある病理（仮説）になかなか辿りつかない。ではどのように推察していくのか。

故人見眞理が提唱したカスケードに沿って行ってみる。しかし、そこにうまく収まらない。今回の症

例がそれに対し考える手立ての一人となった。学齢期に脳炎を発症し、長い経過を辿っている。認知

運動療法に出会うまでは、従来の方法で評価し、ファシリテーションテクニックなど用いながら訓練

を進めてきた。ただ、成人の片麻痺と比べ「何か」が違うと感じていた。仮説を考えるがなかなかしっ

くりこない。それでも進めていく中で少しずつ読み取れることが増えてくる。変化の過程には必ず新

たな評価が加わる。外部観察にはセラピスト側が働きかけをすることで見えてくることも含まれる。

従来行ってきた評価を少し視点を変え、行うようにすることで内部観察がしやすくなり、仮説が立て

やすくなると考えるようになった。  

 

 

２、症例と経過 

60代女性。日本脳炎後遺症  
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6歳時日本脳炎に罹患。以後右片麻痺と運動性失語を呈する。41歳理学療法（以下 PT）開始。 

認知運動療法開始前は、成人同様の片麻痺の評価から動作分析、ADL評価など行い、ファシリテー

ションテクニックなど用いながら動作中心の訓練を展開。短下肢装具、ロフストランド杖導入。使い

こなすまで 2年の歳月を要す。年々転倒が増加してきたが、板が倒れるように転んだあと、何事もな

かったように歩き出す様子が見られていた。まったく怖がる様子もないため、はたから見て疑問に思

うことがあった。歩行中加速し、つま先が引っ掛かる他、遠くから手を出す、動くものにつかまるな

どが転倒の原因。空間的な問題も何かしらあるのではと思われた。 

 

①認知運動療法開始当初は、右片麻痺に合わせ、視床の病変による感覚障害を問題としてとらえ、

「右が感じ取れないことにより、床や物と関係性が取れないのでは」を仮説とした。 

左右比較しながら接触課題や空間課題を行った。初めは注意がなかなか向かず、声かけなど繰り返

しながら課題を行なった。内科的疾患により歩行は一時中止。 

その後、伸張反射の亢進の減少や、注意が向きやすくなったこと、上肢のわずかな動きに本人が

「あっ」と発声するなど変化があり、このまま細分化をさらに続ければもう少し動きが出てくるので

はと思っていた。ただ、空間での動きはなかなか表象されず、接触課題もしばらく訓練の間が空くと

感じ取れず、最初から行うことがあった。また、身体全体が動いていることや、自分の体について語

る時のセラピストの予測に反する言語など、評価上見えていても取り扱えないことがいくつかあった。 

 

②半年経過する頃まで、訓練中は変化があったものの日常は変わらず。空間課題では身体を感じ取

ることがなかなかできない。そこで少しずつ言語での誘導をしたり、自分の絵をかいてもらうなど評

価を足しながら、続けていった。 

肩、股関節などの空間課題時、どこでそれを感じたか聞くと、手や足部など末梢を指す。どこかを

動かそうとすると身体全体が動く。自分の足はどこまでか聞いてみると足尖から肩までさす。閉眼な

ど意図的な動き要求するとうまく出来ず、瞼を手で押さえたあと、ベッドに横になるなど視覚イメー

ジを使う。動きと同じカードを選択するような、体性感覚と視覚の変換課題が出来ない。自画像をか

くと鏡のように左右逆に描く。 

これらから片麻痺として捉えていたのではうまくいかないことに気づき、仮説をたてなおすことに。

身体で感じ取ることが十分できず、注意を向ける事ができない。また、向けるためには相当な努力や

集中が必要。麻痺側だけでなく、身体の事がよくわからず、自分の身体の分かりにくい部分を視覚イ

メージを用いて代償していると仮説。視覚を遮断した状態で身体に起こる変化を感じ取ることを行う

ことを次の訓練とした。歩行が再開。 

 

③その後１年半くらいまで、身体を感じ取る課題に終始。いろいろな場面で「感じ取ろうとする
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時どういう変化が生じるか」観察しながら進めた。また、突然生じる視覚、聴覚の変化についても意

図して観察するように。１つ１つのことに注意が向きやすくはなった。しかし無意識の動きの中では

改善されず。どこかに注意をむけるとその部分以外に注意が向かなくなる（例えば足底に注意向ける

と体幹のコントロールができなくなる）・視覚遮断した状態で歩行しても、目隠しをしない時と変わ

らず。（杖を気にしていたと）・右手不安定板の上に置き、他の課題を呈すると、コントロールできな

い（デュアルエクササイズにならない）・視覚、聴覚などの刺激にすぐ反応し身体全体が向く・変化

としてはトランスファー時の車椅子のブレーキはかけ忘れが減った（記憶の向上？） 

視覚は体性感覚の代償にはなっていなかった。一つ注意が向くと他にむけられないことが問題と

考えるように。１つ１つの評価を意識して記述してきたことで、この頃にようやく内部観察ができて

きたように思われる。 

内部観察として 

・１つ１つの感覚が未熟で、視覚と体性感覚のような異種感覚を同時に使用できないため、何かわ

かりやすいものを頼りにしているのでは・対応は出来ていると思っているため全くこまっていない・

身体を少し世界との間で感じ取れる部分がでてきたと気付きはじめている。 

病理として・自分の身体を用いて、環境との関係性が上手に作れないため、視覚、聴覚など分かる

情報を用いて関係性を作り対応してきた事に気づくことができない。 

訓練内容・頭の重さ、身体の重さを感じ取る・スピード、動く大きさなど変え、自分の体に起こる

変化に気づく・視覚の組織化 

 

④その後１年 

内部を少し観察できるようになってきたため、ただ記述していた評価も少し整理できるようになっ

てきた。ここでようやく振る舞いの中に見えてくる、言語、意識、注意なども評価として扱えるよう

になる。（観察として）・訓練としては視覚と体性感覚、言語と体性感覚などの変換なども取り入れる

ように 

 

観察上変化した点 

・視覚の向上、頚と眼のコントロールは向上したがまだぎこちなく、注視を持続すること難しい・

自分なりの安定した立位・座位の位置、傾きなどに気づき、調整が多少できるように・立位で本を見

る、エアークッション上で本をみるなどデュアルエクササイズが可能に・課題への集中度が増す・身

体の動きに伴う記憶も少し可能に 

変化しない点 

・課題を変えると（足部の課題から膝の課題へなど）、注意を向けるまで時間がかかる。 

・右側の上下肢、左股関節、膝関節分かりにくく、毎回最初から。 
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感じ取るのは早くなった 

内部観察として ・自分の身体の変化に気づくようになり、調整が出来るようになってきたが、意

識しないとコントロールできないことも多いことに気付いてきた。本人の世界は今までと変わらず 

病理として・自分の身体を感じ取れないことに気づき、困惑しているのでは 

 

⑤その後右下肢の骨折、痛みの出現、軽減を経て、再度初めから身体と向き合い感じ取る課題へ。

いろいろな場面を設定したり、いつの事項を場面を横断してみられるように。それらから、誘導して

導き出されたことも評価として取り入れられるように 

 

評価として・動作や振る舞いが以前よりは落ち着き、急激な行動が減少。ただし、状況によっては、

視覚聴覚情報に先に反応・骨折後左側をより使いやすい。（右麻痺傾向が著明）・動作上苦手なことを

避ける傾向に・出来ること出来ないこと、行うこと行わないことなど自分で選択・歩行中の自分の体

について突然「あれをみていると歩きやすい」と表現することがあった・視覚情報の処理を自分の身

体を動かして試みるように（見たことを実際に真似しようと試みる）・うまくいかない時はガイド（指

さし、声かけなど）すると分かる事が増加、自らもガイドを使用するように・距離の目測や、物に合

わせてあらかじめ空間で身体を形づくることはできない。 

内部観察として・自分の身体は右が分かりにくく動かしにくいと了承・年齢も重ね以前のように動

けないと感じてきていることと・世界は周りのひとに声をかければ何とかなるもの。声をかけられな

い時には自分で対応できるもの 

病理として・右のほうが使いにくいという自分のありようを感じ始めているため、出来るところで

対応しようとしている。そのため、時に、意識も動員され始めている 

・様々な情報が飛び込んでくるような難しい場面では以前のように身体を無視する傾向に。 

・これらの事から身体がなかなか背景化せず、以前の（身体が無視された）モードがたちあがりやす

い。意識の働きが身体の制御にも無視にも働く 

 

⑥世界との関係性としての身体を眺めた時、うまく調整できないのが本当の病理ではないのかとい

う疑問から、物に対し、自分の身体を変化させることを訓練として取り入れ始めた。まずは変化する

ものに対応する練習や、変化しないものに対しては予測を先にたて、物との距離や大きさ、物の性質

などへの対応をあらかじめ行ってから、動くことを訓練とした。今はその中でどのように身体を合わ

せようとしているのか評価を続けている 

以前にくらべるとおおざっぱではあるが動き方を変えようとしている様子が見られる。 
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３、症例まとめ 

認知運動療法開始当初は、右片麻痺としてとらえて左右比較しながら行うような組立をしていたが、

いろいろな問題に突き当たるなかで、その解釈が違っていることに気づきはじめた。その後も視覚の

使い方や表面化したり、無視されたりするからだと付き合いながら、「身体内感」とは何か、「内部観

察」とは何を以ていうのか、「世界」とはいったい何を指しているのかなど、言葉に奔走され、あて

はめたりやめたり、後付したりしながら行ってきた。また、変化したと思われた部分ができるように

なったことなのか、自分が気づいていなかったためなのか、混乱することもあった。 

学童期の動きたい盛りに、突然の発症により昨日と違う身体になったとき、それをうまく使うため

に無視されていた身体。視覚、聴覚、言語などわかる情報を適度に使うことで注意を分散し、何も困

ることなく生活していた 30 年の月日に介入することにどのような意味があったのか。今あらためて

振り返ってみると、杖や装具を使うことは、今まで自由に使っていた左をも拘束することになり、導

入することにより減少するはずだった転倒も、その後徐々に増加する結果となった。「脳としては安

定している状態」。安定を不安定になる状況に誘導したのは間違いない。ただその安定は永遠の安定

ではない。我々でも加齢とともに生じてくる身体的な変化には気づきにくい。それに加え、内科的・

外科的エピソード後の回復過程のような急激な変化においては、今ある脳の安定の中だけでは済まさ

れない。新たな安定を作り出すことが必要となってくる。その根源になるものは、やはり自らの身体

だと思われる。最近は、小さい子供のように自分の身体を気にして聞いてくることや、語ることもみ

られ、自分の身体というものを興味を持って見られる対象となってきているように感じる。見え隠れ

する身体と付き合いながら、周囲の環境をうまく利用していくことに今後付き合おうと考えている。 

 

 

４、病理を考察するには 

認知運動療法開始当初は、病理までたどり着かず、仮説を立てるという行為そのものに困惑するこ

とが多かった。その理由を考えてみると①絶対的な評価が足りない事②その観察を縦断的・横断的に

見ることができず、気になる断片を取り出してしまうこと（外部観察から内部観察に至っていないこ

と）または見えているものそのものを病理ととらえ次の思考に結びつかないこと（病理の解釈に至ら

ないこと。）③解釈にあたり、人見や、認知神経リハビリテーションの中で使用する難しい言語の中

に、その状態をはめ込んで無理やり解釈しようとすると「つじつま」があわなくなってくることなど

思い浮かぶ。 

病理の解釈には、評価の仕方から工夫が必要である。まずは１つ１つの項目をより深く見ていき、

さらに、その項目とほかの部分のつながりを見ていく必要がある。例えば「追視」であれば、眼球の

うごきはどうか、右と左どちらでみているか、その時頭はどう動いているのか、身体はどうか、どの

くらい見ていられるのか、対象物のどこを見ているのか、対象物に合わせた動きができるかなど・・
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また、内部観察でいう「世界」を知るためには、その人の動きが、視線が、会話が、注意が、周囲の

人や物・音といった環境（環境を世界の一部として考える）と接する場面でどういう風になるのかと

いう視点で見ていく必要があると思われる。また、いくつもの場面設定の中で常に同じふるまいにな

ることや、困難を伴うことを探す。このように観察が縦断的・横断的にできてこそ考えられるものだ

と思われる。そこの裏に病理が潜んでいる可能性がある。 

観察の視点がたくさんあり、今何を見るべきかが明確であれば、「誘導」を通しての評価も加わる。

もう一つ重要なのは、言語のとらえ方である。発せられる言葉そのものではなく、プレスピーチの時

の子どもと接するように、表情、視線、身体の緊張、態度など、身体全体から発せられるものすべて

を言語としてとらえることができると、目の前の言葉に惑わされない。故人見は「ふるまい」という

言葉を用いていたが、それもこれらの言語を含んでいると思われる。     

７月にあった発達期の子どもへの認知運動療法の特別セミナーの、プッチーニ先生の講義の中で、

「行動の中に隠されたプロセスを浮き彫りにしなくてはならない」それには「常に思考すること」と

「すぐにはわからないが、どの部分が変質しているか見出すこと」が必要と話されていた。 

病理までなかなか行き着かないかもしれないが、地道に評価を重ね、ある時は訓練の中で変化する

のを信じて待ち、あるいはきっぱり違う方法を試みながら、立てた病理をモニタリングしながら続け

ていくことが重要と考えている。 
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1）人見眞理：リハビリの臨床と現象学 青土社 2012 

2）人見眞理：病因論からリハビリ的病理へ 第 3回人間再生研究会 講演 2011 

3）河本英夫：認知から認知行為へ 第 3回人間再生研究会 講演 2011 

4）河本英夫：臨床するオートポイエーシス 青土社 2010   

5）浅野大喜：発達科学入門 協同医書出版社 2012 

6）森岡 周：脳を学ぶ 協同医書出版社 2007 

7）森岡 周：脳神経科学入門 協同出版社 2007 第 4刷 

8）発達期の子どもへの認知運動療法抄録 2012 認知神経リハビリテーション学会特別セミナー  
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第五回人間再生研究会 
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研究会 

第五回人間再生研究会 

「認知神経リハビリテーションは何になりうるのか？―システムと経験

の再生」 

 

日時：2013年 12月 15日（日）12:00～17:00 

会場：自治医科大学 地域医療情報研修センター第 2・3会議室 

【主催】神経現象リハビリテーション研究センター 

【共催】東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ

（TIEPh） 

NPO神経現象学リハビリテーション開発機構 

【後援】栃木県理学療法士会 

自治医科大学精神医学教室 

自治医科大学リハビリテーションセンター 

 

 

[プログラム] 

基調講演 

加藤 敏（自治医科大学医学部精神科）「作業療法の吟味―非薬物療法の評価」 

 

教育講演 

加藤宏之（国際医療福祉大学病院神経内科）「脳卒中後の随意運動の 

機能回復―脳機能の再構築―」 

特定質問者：河本英夫 

 

シンポジウム 

河本英夫（東洋大学文学部）「行為としての意識とその可能性」 

池田由美（首都大学東京健康福祉学部）「行為の観察―イタリアにおける認知 

リハビリテーションの変遷と研究の現状、インタビューデータから―」 
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大越友博（芳賀赤十字病院）「症例報告：右脛骨骨骨幹部骨折術後に

PTSDが疑われた一症例」 

稲垣 諭（自治医科大学医学部）「臨床というプロセス」 

 

パネルディスカッション 

パネリスト：加藤 敏，加藤宏之，河本英夫，池田由美，大越友博 

司会：稲垣 諭 
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発表資料 加藤 敏 
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発表資料 加藤宏之 
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発表資料 河本英夫 
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発表資料 池田由美 

 

1526



 

1527



 

1528



発表資料 大越友博 
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発表資料 稲垣 諭 
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研究会 

方法論研究会 
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研究会 

方法論研究会 

「方法としてのオートポイエーシス」 

 

日時：2014年 3月 1日（土）14:00～17:00 

会場：東洋大学白山キャンパス 6号館第 3会議室 

【主催】東洋大学国際哲学研究センター 

【共催】東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ

（TIEPh） 

 

 

 

[プログラム] 

研究発表 

河本英夫（東洋大学文学部）「方法としてのオートポイエーシス」 
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発表資料 河本英夫 
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研究会 

第六回人間再生研究会 

「記憶」 
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研究会 

第六回人間再生研究会 

「記憶」 

日時：2014年 12月 13日（土）13：00～ 

会場：東洋大学 白山キャンパス 6号館 B１F 6B15教室 

【主催】東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ

（TIEPh） 

神経現象リハビリテーション研究センター 

【共催】NPO神経現象学リハビリテーション開発機構 

[プログラム] 

基調講演 

野崎大地（東京大学大学院教育学研究科 身体教育学コース）「文脈に応

じて形成される運動記憶―構造、機能とその操作―」 

講演 

河本英夫（東洋大学文学部哲学科）「遂行的記憶」 

池田由美（首都大学東京東京健康福祉学部）「認知運動療法における記憶

の活用」 

症例研究発表 

三田久載（富士リハビリテーション専門学校）「脳血管障害患者の語り―

映像会話分析を通して―」 

月成亮輔（市川市リハビリテーション病院）「脳卒中患者の歩行能力予後

に影響する認知能力評価―臨床場面で可能な評価に着目して―」 

シンポジウム 『記憶の活用』 

シンポジスト：野崎大地，河本英夫，池田由美，三田久載，月成亮輔 
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文脈に応じて形成される運動記憶
– 構造、機能とその操作 –

東京大学 大学院教育学研究科 

野崎大地

ある場所を訪れたときに、その場所で経験された過去の思い出が突如蘇って

くるという経験はないだろうか？このようなヒトの宣言的記憶や齧歯類の恐怖

条件づけの記憶が、どのような環境で形成されたかという文脈（コンテキスト）

に大きな影響を受けることはよく知られている。その一方、新しい力学的環境

に動作を適応させる場合に形成される記憶(運動記憶)に文脈依存性があること

が分かってきたのは高々ここ 10年のことである。本講演では、反対側の腕運動

の有無（つまり、片腕運動か両腕運動か）という文脈に応じて異なった運動記

憶が形成されるという我々の発見（Nozaki et al., Nat Neurosci 2006）から、

その機能的意義を明らかにした研究（Yokoi et al., J Neurosci 2011）までの

一連の成果を、運動記憶の基礎的知識や実験方法などの解説も含めつつ紹介す

る。また、これらの基礎的知見を元にして構想した、運動記憶を外部的に操作

できるという我々の最新の研究成果についても紹介する。 
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発表資料 河本英夫 
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発表資料 池田由美 
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発表資料 三田九載 
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発表資料 月成亮輔 
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研究会 

TIEPh定例研究会 
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研究会 

TIEPh定例研究会 

 

日時：2015年 7月 29日（水）15:00～ 

会場：東洋大学白山キャンパス 2号館第 1会議室 

【主催】東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ

（TIEPh） 

 

[プログラム] 

講演 

金子有子（東洋大学准教授）「生態学―琵琶湖の窓から」 

山田利明（東洋大学教授）「風水説の思想」 

相楽勉（東洋大学教授）「明治期の美学受容と自然観」 

 

総合討論 
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発表資料 山田利明 
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明治期の美学受容と自然観 
                           

相楽 勉（東洋大学） 
  

 

Ⅰ 西洋近代における「美学（aesthetics）」の出現 

１．バウムガルテン（Alexander Gottlieb Baumgarten、1714-1764） 

著書『形而上学』（一七五七年）と『美学（Aesthetica）』（1750/58）において提起された新たな哲

学の分野1。バウムガルテンは Ästhetik(エステティーク、英語 aesthtics)を、まず「感性的認識の学」、

即ち対象を「判明」に認識する「上位認識能力」たる知性に対して、「下位認識能力」である感性に

ついての学とする2。だが同時に美学を「美しく思考する技術」にかかわる「美しいものの学（die 

Wissenschaft des Schönen）」とも言う。「美しく」とは判明な学的認識に優れた「素材」を提供して

理解しやすいものとし、判明な範囲外の認識も改善することを意味する3。美学は感覚や想像力の育

成、即ち「趣味」の育成にかかわり4、他方美的なものである芸術の批評にかかわる。（この感性論に

して芸術論という新たな学問の提起の背後には、イタリアルネサンスから始まる西洋近代の時代的要

請がある。近代科学の勃興に際して人間知性という「上位認識能力」が評価されるのは当然だが、さ

らに人間の表現行為一般を「芸術」という新たな概念で捉え評価することになったのもこの時代であ

り、その基礎能力として「感性」が問題になったという事情がある。） 

２．カント（Immanuel Kant,1724-1804） 

バウムガルテンの提起した問題を、人間の能力全体における「感性」の役割の再評価という課題と

して受け取り、批判的に継承した。カントにとって Ästhetik(エステティーク)は「美しいものの学」

ではない。周知のように、『純粋理性批判』におけるエステティークは、自然科学的認識の基礎にな

る感性のアプリオリな形式（空間・時間）を問題にするものであり、『実践理性批判』におけるエス

テティークは、道徳法則に対する尊敬の感情を論じる議論であった5。これら二つの著作で、自然法

則の支配する「わが頭上の星辰」と「わが心の内なる道徳律」を探究したカントは、さらにこれら二

つを媒介する思考を「反省的判断力」のうちに見出した。例えば「これはバラだ」という語性的判断

は対象を既知の一般概念によって規定することだが、「このバラは美しい」という判断は、「美」とい

う理念においてバラを見ることになる。後者の自然は科学が捉える機械的自然ではなく、そこに理想

の実現という「目的」が垣間見られている自然である。『判断力批判』においては、たしかに「芸術」

における美的経験も問われるが、心に内なる善の理想がそれを通じて思い見られる「自然」経験の方

1
 「美学」の提起自体は一七三五年の『詩に関する若干の事柄についての論考』§116に遡る。 

2 Ästhetik、Aestheticaという語は、感覚的なものを意味するギリシア語 aisthesisに基づく造語 
3 バウムガルテン『美学』§1～3、松尾大訳（一九九八年、玉川大学出版部）p15参照。 
4 バウムガルテン『形而上学』§533． 
5 ただし、カントはこの議論をエステティークと呼ぶことに対しては「類比に従う」限りでそう呼ぶと慎重であ

る（アカデミー版 V,90）。 
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がカントにとっては問題だった。この場合の「無関心性」、即ち利害への関心から解放されているこ

とこそ美的経験の核心なのである。この「無関心性」を呼び起こす自然経験を、カントはたとえば「崇

高（Erhabenheit, sublime）」という感情に求める。「巨大な山塊」「荒野」などの量的巨大さ（「数学

的に崇高なもの」）、あるいは「岩壁」「火山」など圧倒的な自然の威力を示すもの（「力学的に崇高な

もの」）（KU,107）によって、われわれは人間的欲求の無力さに直面し「無関心性」の内で「崇高な

ものの理念」に襲われる。バウムガルテン美学の趣旨である趣味の育成と芸術美の探究の意義も、カ

ントによればここに基づくのである。 

 

Ⅱ 日本における「美学」受容の概容 

 

１． 歴史的経緯 

日本への最初の美学導入は、西洋的学の「目録」の完備を目指す文部省の意向による。「美学」と

いう訳語の定着のきっかけとなった中江篤介訳『維氏美学』（明治 16年、原著者ヴェロン）は文部省

の要請によって訳された6。また最も早い時期に美学を紹介した西周の「美妙学説」も、西が文部省

の要請で訳した『奚般氏著心理学』（明治 9 年、原著者ジョゼフ・ヘブン）における感情の分析を踏

まえていた。 

関連書籍の翻訳の一方で、アカデミズムにおける受容も明治 10年代の東京大学文学部における「審

美学」講義から始まった。その内容詳細は明らかではないが、初期の担当者であったフェノロサが明

治 15年（1882年）に講演した「美術真説」のうちに、芸術の文化的意義と、その本質の省察を含ん

でいることが注目される。この講演が日本の伝統美術を評価してその再興に大きな影響を与えたこと

は周知のことであるが、その評価の論拠は「旨趣と形想」が共同して「妙想（idea）」を表現する度

合いであるという美学的説明がなされた。この講演は明治時代の美術界のみならず芸術批評一般に影

響を与えた。それは美学が芸術批評の基礎理論と捉えられたことでもある7。 

その後、明治 22年（1889年）に東京美術学校が開校し、フェノロサが「美学美術史」講義を担当

する。さらに明治 32年には東京帝国大学文学部に、明治 42年には京都帝国大学文学部に「美学」講

座が開設されて、今日にまでつながる大学における美学研究の体制が整った。 

  

その一方で、森鴎外のハルトマン美学の受容のように、文部省主導の翻訳事業とは距離を置いた美

学の受容もあった。しかしながら、その多くは芸術批評や文芸批評の手掛かりに止まったことも否め

ない。ただし、人間本性への問いという哲学本流から美学的問いに向かい、芸術批評もその一環とし

て行った大西祝のような人もいる。 

6 原著者ヴェロンは兆民滞在時のフランスで「自由主義的・科学主義的ジャーナリスト」として気鋭の存在で、

その著『美学』も反アカデミズム的な主張を前面に押し出しており、後の民権運動家兆民の意向に沿うものでは

あっても、政府の意向に沿うものとは思えない。 
7 山本正男『東西芸術精神の伝統と交流』（一九六〇年、理想社）四七頁 
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明治期日本における美学受容を「哲学」受容の問題と捉えるなら、西周の美学受容を無視できない。

もう一つは、アカデミズムにおける「美学」として、「世界初」の美学講座の主任教授となった大塚

保治を取り上げたい。そして、この二者の美学的探究の中で「自然」がいかなる問題となったかを考

えよう。 

 

Ⅲ  西周の美学受容と自然観 

若き日に荻生徂徠に傾倒した儒学者だった西周（にしあまね）が西洋でフィロソフィ philosophy

と呼ばれている学に関心を持ったのは、彼が江戸に出て幕府の蕃書調所に勤務していた頃に遡る。当

時の書簡の一通において「ヒロソヒ」を「西洋之性理之学」と紹介し、また津田真道の著「性理論」

に寄せた跋文（文久元年、一八六一年）においては「希哲学」と訳している。この賢哲たることを希

うという意味の訳語は、フィロソフィの語源であるギリシア語フィロ・ソフィア(知の-愛好)を踏まえ

たものである。 

その後のオランダ留学を経て西のフィロソフィ理解も深まっていった。「西儒」すなわち東洋の儒

学に相当する西洋の学であるという理解から、さらに『百一新論』（一八七四年）における「百教一

致」の方法、すなわち儒教や仏教など「人ノ人タル道ヲ教フル」諸々の「教」を統一する方法という

評価に達する。そしてこの著において、フィロソフィはついに「哲学」と訳されるに至った。 

では「百教一致の方法」とはどういう方法か。それは西が儒学には見いだせなかった実証主義的方

法と解される。西は「教」をラテン語の「もす」（mos）英語の「もれる」(moral)ドイツ語の「しつ

つ」（Sitte）などに相当するもの、つまり道徳や倫理など人心や行動規範にかんする教説と捉える。

そして諸「教」の一致点を明らかにするために、まず「観行ノ二門」を分けて論じることを提案する。

「教」が行動規範を教える側面が「行門」であり、それは人間の「性理」（本性）に基づく限り「物

理」とは区別される。だがその「性理」を客観的に考察する「観門」においては「物理」を参考にす

べきだと西は考える。なぜなら、人間も「天地間ノ一物」だからである。そして西は、「観門」の考

察を「行門」に生かし、「天道人道」を解明して「教」の方法を確立するのが「哲学」なのだと結論

付けているのである。 

しかしながら、その後西はヘブンの心理学著作の翻訳（『奚般氏著心理学』）を通して人間の知を知

情意の統一として考え、それに基づいて、哲学内部の組織（部門）を考えるようになる。そのことは、

まず遺稿となった『百学連環』に示されている。ここで「ヒロソヒー」（哲学）には、「Logic（到知

学）」「Psychology（性理学）」「Ontology（理體学）」「Ethics（名教学）」「Political Philosophy或は

Philosophy of Low（政理学ノ〔哲学〕、法哲学)」「Aesthetics（佳趣論）」という六部門があるとされ

ている。この区分によって西は何を考えたのだろうか。一連の説明の末尾に挙げられる次の文章は重

要だ。 

 

凡そ知（know）は智(intellect)より知り、行(act)は意(will)より行ひ、思(feel)は感(sensibility)
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より思ふものにて、此六ツを性理にて分ち、真(true)、善(good)、美(beauty)の三ツを以て哲学の目

的とす。知は真なるを要し、行は善を要し、思は美を要するものにて、知を真ならしむるものは到

知学 (Logic)にあり、行を善になすものは名教 (Ethics)にあり、思を美にするものは佳趣論

(Aesthethics)にあるなり。（『西周全集』第四巻、一六八頁、西が念頭に置いた英語を文中に挿入し

た） 

 

この文において「観行ノ二門」の統一は「真善美」の統一と考えられているが、それは「知」を真

とする「到知学」、「行」を善とする「名教(Ethics)」、「思」を美にする「佳趣論(Aesthethics)」とい

う三部門の統一でもある。残り三部門については明記されていないが、「知」「行」「思」のいずれか

に関わると考えることは十分可能だ。ここで特に注目したいのは、「真善美」の統一が、単に知的真

理と意志における善への希求のみならず、「思における美」の希求でもあることが表明されているこ

とだ。それはまた「物理」としての自然は、「智」によって知られるのみならず、「意」や「感」によっ

ても理解されねばならないということを含意している。西が「佳趣論」と名づけているのは、一八世

紀にバウムガルテンによって提起され、カントが批判的に継承し、今日では美学と称されているもの

である。西はこの分野に関して「美妙学説」という短い講演録を残しているが、そこでの思索にまさ

に「意」と「感」による「自然」の経験が語られているので、そのいくつかの論点に注目する。 

西はここで以前「佳趣論」と訳していた aesthethics を「美妙学」と訳し直し、「所謂 美 術
ハインアート

ト相

通シテ其元理ヲ窮ムル者ナリ」、つまり芸術を媒介として美の原理を論じるものと紹介している。し

かしながら、西の関心は芸術批評よりも、美醜の判断や美的洗練が人間性にとって持つ意義の探究に

ある。「人ノ性上」には「道徳ノ性」や「正義ノ感覚」があって、善悪を区別し正邪を見分けて自制

したり他者を制止したりできるが、さらに「美醜ヲ瓣スル元素」も「野蕃ノ域ヲ離ル」（文化的洗練

を得る）ことで社会に大きな影響を与える、なぜなら道徳の求める「善ナル者」はおのずから「正」

であり、その姿は「美」であるからだと西は言う（『西周全集』第一巻、四七九頁）。 

この「美」の感受性の議論は、自然を「物理」とは異なるものとして経験する可能性を示している。

たとえば「美妙学説 其二」では、「美妙学ノ元素」（美を感じさせる要素）を「物二存スルノ元素」

と「我二存スルノ元素」に分け、後者である「吾人ノ想像力」は他の動物にはない人間特有のもので

あると言っている。たとえば、蝶は「名画ノ牡丹」を見ても蜜を吸おうとしないが、言葉を解する「小

児」は「鬼ノ画」を見て怖れて泣くこともありうる。つまり、人間の「想像力」にとって「自然」は、

蝶にとってのそれとは異なるのだ。この「想像力」は成長につれて発達を続けやがて「道徳上」と「美

妙学上」で無限に働くようになると言うのである（『西周全集』第一巻、四八三頁）。 

さらに、「想像力」の「五官」との結合を「異同成文」という魅力的な言葉で捉えているのが「美

妙学 其三」である。「凡テ天地間萬物ノ文章アルハ、異中二同アリ、同中二異アルヨリ起生ス」、す

なわち、この世における優れたものは、異なったもののうちに一つの同じもの、一つに見えるものの

内に多様なものから見出される、たとえば自然の「木葉、花弁、鳥の羽根」というような各々異なっ
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た多様な形態のうちに同一の秩序を感じ取る時に美を見出すと言う（四八六頁）。これは自然の物理

法則を見出すのとは異なる自然経験であって、それは変化と統一を感じ取る私自身の想像力の広がり

に依拠するものだ。たとえば「詩歌」にしても、「同シ平仄（ヒョウソク、配列）、起承転合」であっ

ても「奇變アリテ趣向各異ナレハ愛スヘシ」となるのであり、音楽ならば「同一ノ音調、同一の間歇」

のうちに音の高低、「間歇」（リズム）の急変、曲調があってはじめて聴くに堪えるものとなると言う。 

このいわば自然のリズムに対する感受性を表現する言葉が「面白シ、可笑シ」の二つだけと論じる

のが最後の「美妙学説 其四」だ。その理由は、それら二つのみが「喜怒哀楽愛悪欲ノ七情ナトノ如

キ己ノ利害得失ト相関シテ発スル者」ではないからだと言う。これはカントの「美の無関心性」とい

う論点にかかわるもので、「美妙学上ノ情」は「是非ノ外二在ル」、即ち物の良し悪しの判断とは無関

係であることが重要だ。自分の利害得失に基づく判断を離れるだけではなく、善悪正邪という道徳的

法的観点からも一旦離れて「同中二異アリ異中ニ同アリ、規則ノ中二変化アリ変化ノ中二規則アリ」

と状況全体の現れを感じることが、まさに人為を離れた自然に近づく道と解することもできよう。さ

きほど言ったように、「善ナル者」はおのずから「正」であり、その姿は「美」であるからだ。 

これら西の議論から見て取れるのは、西が西洋的「自然」を単に「物理」に関する実証主義的理解

からのみならず、美的感受性の議論を通じて倫理的観点をも含む精神的広がりにおいて理解していた

ということだ。この「自然」は人間の自然本性（humannature）にかかわるものでもあるのである。 

 さて、このような西の「哲学」とそれに基づく自然理解を念頭に置いたうえで、大塚保治のまさ

にアカデミズム美学における自然観を考えよう。 

 

Ⅳ 大塚保治の美学受容と自然観 

  

 美学受容略史 

 1867（慶應 3）西周『百一新論』（刊行 1874年）で「善美学(エスゼチーキ)」に言及 

 1870（M3）9 月、西周（42 歳）Encyclopedeia と題する講演（『百学連環』）において、  

Aestheticsを「詩楽画」「佳趣論」「卓美の学」と訳す。 

 1875～1876（M8～9）西周訳『奚般氏心理学』（ヘブン心理学）「エスゼチックス」を「美

妙論」と訳す。 

 1877（M10～11？）西周、御進講「美妙学説」 

 1881（M14）東京大学文学部哲学科で「審美学」講義（担当：外山正一）開始。 

 1882（M15）フェノロサ「美術新説」 

 1883（M16）中江兆民訳『維氏美学』（ヴェロン『美学』1878）。 

 1889（M22）東京美術学校が開校。「美学美術史」講義（担当：フェノロサ 

 1895（M28）大西祝「審美的感官を論ず」。（『六号雑誌』174） 

 1898（M31）森鴎外「審美新説」。また東京美術学校で 
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 1900（Ｍ33）東京帝国大学文学部に「美学」講座開設（教授：大塚保治） 

 1909（M42）京都帝国大学文学部に「美学美術史」講座開設（教授：深田康算） 

 

 大塚保治の前半生 

 1868年（M1）生まれ（旧姓：小屋） 

 1891年（M24）東京帝国大学卒（夏目漱石と同級） 

 1992年（M25 ）大西祝の推薦により、東京専門学校でハルトマン美学を講義。 

 1896～1900年ヨーロッパに留学 

 1900年（M33）東京帝国大学文学部美学講座の主任教授となる 

 

１．大塚保治の当面した美学問題 

1) 美術（芸術）批評の客観的基準を立て、学問的根拠を与えなければならない。 

2) そのために「美術」（藝術）の「根本的性質」（本質）を明らかにしなければならない。 

3) かつ、実際の美術作品の解釈として充分な説得力を持ったものでなければならない（しか

し、実際は批評の基準が作品に追いついていない？）。 

 

２．「審美的批評の標準」（明治 24 年）8における「美学」の課題と「自然」 

1）大塚は「審美的批評」とは「美文及ひ美術の美学的性質に本ける批評」だから、まず「美術」

の「根本的性質」を探究しなければならないと言う。それはさらに「表面よりすると裏面よりすると

の二法」あると言う。 

2)「表面即ち客観的研究とは美術の結果即ち美術品の研究」であり「裏面即ち主観的研究とは美術

の成立即ち制作の次第を研究する」ことである。 

4)「客観的研究」の着手点は「美術と自然美とを対照考察」することにある。そのさい注意すべき

ことは、「所謂自然美とは普通に所謂天地山川の美のみを云ふに非ず人間美即ち人体人心の美歴史人

世の等をも包括する極めて廣意の自然美なり」ということ。そして「自然美」は「其美といはるる全

意味関係に於て同時にまた実在」であるが、「美術」の美の方は「全く異れる意味関係を有する実在

の上に浮ぶ假象」に過ぎないことだ（「自然の美人」と「画中の美人」の違い！）。大塚は「美術」の

享受に際して、その仮象性の補てんを「自然」に求める。 

5)「具体的理想説」という立場。「美術は主観的」「自然は客観的」だが、各々の方向から「理想と

一致する」ところに意義がある。「自然」は「非主観的実在」という威厳によって理想と一致するが、

主観的なわれわれの在り方に距離がある。だからそれを通じて「理想」に向かうには、「客観的実在」

であることを忘れて「虚心平気」に観察し「観美的意識」に没入することが必要。「美術」の方は「客

8 明治文学全集 
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観的に非さる点」で理想と一致するが、「主観的仮象」である点で自然に劣る。「美術」を通じて「理

想」に向かうには、その「主観的仮象」であることを忘れて、それを「自然の如く思ふ方向において

観美的意識に透徹する」ことが必要。 

6)この立場から、大塚は「自然と美術」に対する「審美的批評の標準」を考える。両者とも、批評

の標準（基準）は「理想」（との一致度）だが、「自然は形式に於ては美術に接近若しくは相似し内容

に於て理想と一致するを要す」のに対し、「美術は形式に於ては自然に接近若しくは相似し内容に於

て理想と一致するを要す」（295）。ことに、「美術」作品の批評標準は内容的に「理想」と一致するこ

とと、「自然に接近すること」「似自然」という二点にあると言う（296）。 

7)「美術」に関しては「主観的方面」（制作側）に関する批評標準も考えられる。それは「空想の

優劣」と「技術の巧拙」だが、前者は完成した美術品の客観的性質における「理想」「似自然」によっ

て裁定されるべきでもあり、後者「技術の巧拙」に関しても「似自然」、すなわち自然のリアルさに

尺度が求められるという。 

＊これら批評標準の考察を通じて、「自然美」という「客観的な」参照項が常に考えられ、「自然の

美術」が相補的なものとして考えられている点に注目したい。 

 

３．「美学の性質及其研究方法」（明治 33年） 

＊留学後の「主任教授就任記念講演」で大塚は「是迄一般の美学研究の方法は間違って居る、非常

に改革をしなければならぬ…」（298）とし、新たな美学研究の方法を提案した。 

1)なぜなら、「従来の美学と最近の文芸潮流」「従来の美学原理と近頃の芸術趣味」とは両立できず、 

「哲学的美学」は「一般の文学美術といふ現象の説明としては甚だ不完全」だからである。 

 2)「観察点」の変更による研究方法変更の提案。「美術の観察点が三通りある、従って美学にも三

通りの区別が出来る」。（1）「心理的美学」「美術の心理」、（2）「社会学的美学」「クンストゾチオロギー」

（3）「哲学的美学」「美術哲学」の三つである。 

3)「心理的美学」と「社会学的美学」は、共に美術を単に「事実的存在として」「美術の理想とか

目的といふ事は少しも考へないで」研究する点は一致している。両者はまとめて「美術学」（クンス

ト、ウィツセンシャフト）と言える。 

4)だが美術は個人的社会的現象の一部として事実的に存在するだけではなく、個人社会に対する「理

想」としても存在する。その理想的標準、その道徳宗教及学術上の最終原理との関係を研究するのは

「哲学的美学」「美術哲学」である。その形式上の欠点は、材料に当たり事実を研究して法則を見つ

けるべき所に「哲学上の成見」による間に合わせの解釈を入れることであり、「美学上の知識が狭い」

ことや「理想標準が偏狭」であることも欠点である。 

5)新たな美学的研究においては、「美術学」（心理的美学＋社会学的美学）と「美術哲学」を「別々

に分けて研究する方が利益」である。その際、心理的研究において、「美術の感化」のみならず「美

術を制作する心状の研究」も重要であり、それに関連する社会学的研究も合わせて「全体纏まった体
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系」ができれば、美学の信用の回復につながると結んでいる。（305f．） 

 

＊大塚が美学講座就任にあたって考えたのは、「科学的研究」の導入だったと言える。従来の美学理

論を「理想」の究明として確保しつつ、新たな文芸批評や芸術批評の手掛かりとして、新たな現象に

関する心理的社会学的研究を導入することに、学的探究としての「美学」の確立を追究した。 
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特別講演 

洞天思想と自然環境の問題
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特別講演 

洞天思想と自然環境の問題 

 

日時：2015年 11月 14日（土）15:15～ 

会場：東洋大学白山キャンパス 2号館スカイホール 

【主催】東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ

（TIEPh） 

日本道教学会 

 

[プログラム] 

特別講演 

土屋昌明（専修大学教授）「洞天思想と自然環境の問題」 

 

挨拶：山田利明（東洋大学教授） 

大形徹（日本道教学会会長） 
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洞天思想と自然環境の問題 
                           

土屋昌明（専修大学） 
 

洞天思想 

「洞天」とは、山中の洞窟内にある別天地の神仙世界であり、場合によってはその山全体をさす。

洞天門は地上世界と同じ景観を備え、そこには神仙のための住居がある。そして通路によって、別の

洞天と地下で結びついている。修道した人がそこに赴くことができるが、そうでない人もそこに行く

ことがある。そこには、神仙の食品や神仙になる方法が書かれた書物がある。このようなイマジネー

ションがもとづく思考方法を、ここでは「洞天思想」と称する。 

洞天思想は、山岳にある地下洞窟の神仙世界という特徴を備えているが、これは洞天思想が成立す

る以前の山岳信仰および洞窟観念などを歴史的に継承したものと考えられる。三浦國雄氏は「（洞天

福地思想の）成立に至るまでには、古代的な地母神信仰、山岳信仰、冥府としての地底観念、隠者の

棲家としての石室、「洞庭」や「地肺」などの大洞窟に関する伝承、あるいはユートピア願望といった

様々な要素が介在していたに違いない」と指摘している1。 

洞天思想を古くに活用したのは、5 世紀半ばの茅山の道教であり、そこで洞天思想は中核的地位に

あった。陶弘景『真誥』巻 11 稽神枢第一によれば2、句曲山には金壇華陽洞天があり、そこは周囲が

一六〇里の方形の地下石室であり、太陽と月のように円形の「日精」と「陰暉」がその世界を照らし

ている。その世界には石段で入っていくことができ、外から入った者は自分が洞天の中にいることを

自覚しない。太陽と月の光、草木や川の流れ、空を飛ぶ鳥や雲や風など、自然の景観も外と同じであ

る。そして句曲洞天は、東は林屋山洞天、北は泰山洞天、西は峨嵋山洞天、南は羅浮山洞天に地下の

大道でつながっている。そればかりか、その途中、枝分かれした小道から他の洞天へも通行できる。

華陽洞天には茅君の三兄弟が居住する宮殿があり、三十六洞天のうちの第八洞天に列せられている、

という。 

唐代に司馬承禎の『天地宮府図』（『雲笈七籤』巻 27）が、十大洞天・三十六小洞天・七十二福地の

体系を確立させた。玄宗皇帝はこれを信仰し、開元 19 年に五岳その他の洞天に真人祠を建設し、国

家的な祭祀をおこなった。これは、道教史および洞天福地思想の問題だけでなく、唐王朝の国家祭祀

の問題を考えるときにも、非常に重要な事件である3。 

その後、杜光庭（850～933）の『洞天福地岳瀆名山記』が、司馬承禎の説に若干の修正を加え、そ

の他に海外五岳仙島十洲・三十六静廬・二十四霊化などをつけたして、神仙世界の伝承をまとめた。

1 洞天に関する問題をはじめて詳細に論じたのは、三浦國雄「洞天福地小論」『東方宗教』67 号、1983 年、のち

『中国人のトポス 洞窟・風水・壺中天』平凡社、1988 年。 
2 『真誥』は、五世紀半ばに、いまの江蘇省南京近くの句曲山近くで行なわれた神降ろしの記録。 
3 雷聞『郊庙之外——隋唐国家祭祀与宗教』北京三聯書店、2009 年。拙稿「第一大洞天王屋山洞の陽台観と紫微

宮の現況」、『洞天福地研究』第 3 号、35〜54 頁、2012 年 3 月。 
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これは、北宋の李思聡の『洞淵集』において、分野説を導入しつつも、基本的に受け継がれた。 

洞天思想にもとづく宗教思想や文学作品・絵画作品は数多くおこなわれた。洞天思想は、文化史的に

みても非常に重要な思考方法である。南北朝隋唐時期に限っても、道教経典、志怪小説、伝奇小説、

唐詩などに多くの事例がみられる。特に、陶淵明の「桃花源記」は洞天思想にもとづいており、後世

の文学・思想に対して二次的な洞天思想の影響を与えた。 

洞天思想は東アジアでの展開もあった。朝鮮半島4、日本5、ベトナム6に洞天思想が伝えられ、その

影響を受けた文学・思想・絵画作品がある。 

洞天思想は変容しながらも、現在まで続いている。現在の中国道教でも、十大洞天・三十六小洞天・

七十二福地という司馬承禎の分類がおこなわれている。その現地は全国の名山に分布している（江南

地区に特に多い）。我々の現地調査によれば、洞天とされる場所は確かに風光明媚な山中が多く、奥

深い洞窟が存在している。その近辺には道観があって、現在でも信仰の対象となっている場合もある。

現在では、洞天は宗教ツーリズムと結びついている。たとえば、第八大洞天の茅山の華陽観や第七大

洞天赤城山を管理する桐柏観が、洞天をめぐるツーリズムを計画している7。 

以下、洞天思想の代表的な事例である王屋山と茅山という 2 つの大洞天について、現地調査の成果を

ふまえながら8、その自然環境との関わりを考えてみたい。 

 

王屋山の景観 

杜光庭「天壇王屋山聖跡叙」によると、第一大洞天である王屋山は、王褒から魏華存へ上清経典の

伝授がおこなわれたとされる。王屋山の洞天としての核心地域は、天壇山と王母洞にあると思われる。 

天壇山の山頂付近は、数十メートルの断崖絶壁となり、南・東・北側が開けて四角い壇状にそそり

たっている。天壇山頂上から北を眺めると、数キロの彼方に、やはり断崖絶壁のそそりたつ峰がある。

その断崖は横方向に岩石の層が複数走っており、「王」の字にみえる。その下段と中段と頂上近くに、

複数の洞窟が眺められる。この峰は、さらに北にある五斗峰（海抜 1772 メートル）に続いている。 

4 三浦國雄「安堅「夢遊桃源図」と「桃花源記」」『國學院中國學會報』第 53 輯、2007 年。拙稿「道教の新羅東

傳と長安の道觀―「皇甫奉謜墓誌」を中心に」、日本道教学会『東方宗教』第 122 号、1～33 頁、2013 年 11

月。 
5 拙稿「洞天思想の東アジアヘの流伝と平安時代の漢詩文―『本朝文粋』を中心に―」小山利彦編著『王朝文学

を彩る軌跡』武蔵野書院、2014 年 5 月、371～387 頁。杜光庭『洞天福地岳瀆名山記』を登載した明末の『歴代

神仙通鑑』が日本に輸入されて、平田篤胤の国学の重要参考書となっている。拙稿「平田篤胤の幽冥観と道教・

神仙思想」『専修大学人文科学年報』第 34 号、89～105 頁、2004 年 3 月。 
6 大西和彦「16 世紀ベトナムにおける道教の展開－『伝奇漫録』の「徐式仙婚録」を通じて－」『洞天福地研

究』第 6 号、2015 年（編集中）。 
7 拙稿「第八大洞天句曲山洞の現状」『洞天福地研究』第 3 号、2012 年 3 月。 
8 平成 21～23 年度科学研究費補助金基盤研究(B)「中国道教における山岳信仰と宗教施設のネットワークに関す

る総合的調査と研究」、平成 24～26 年度科学研究費補助金基盤研究(B)「中国道教の地理的イメージと宗教的

ネットワークに関する総合的調査と研究」。 
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天壇山から北の峰までは、ぽっかりと谷間

の空間があいている。谷間の西側はなだから

な丘陵が続き、天壇山の峰を降りて、その丘

陵沿いに洞窟まで歩いて 6 時間とのことであ

る。谷間の東側は低くなって川（大店河）が流

れており、下流に司馬承禎の住持した清虚観

があり、その付近を通って済源市内にある済

瀆廟へと続く（現在ではダムによる人工湖が

ある）。その東側には峻立する崖が北の峰か

ら続いており、その空間を囲っている。天壇

山上からは、はるか彼方の北の峰の中段の洞

窟（王母洞）が望まれ、現地の話では、湧水も眺められるよしである。この谷間を挟んで、南の天壇

山と北の洞窟は対照関係にあるように見える。この谷間の空間に向けて天壇山上に石製の門闕が作ら

れており、この谷間の空間に飛行する神仙を招く信仰が、近世まで伝えられていたようである。 

北の峰の中段にある大きな凹み付近には、複数の廟が存在する。大きく凹んだ奥に洞窟の入口があ

り、それが王母洞である。この洞窟付近からわき出る水は大店河に注ぎ込む。 

王母洞の入口は、人一人が立ち入れるほどの狭さで、内部は鍾乳洞である。10 メートルばかりで洞

窟が狭まっているが、体が小さい者なら、這いずりながらさらに内部に入り込める。奥は立って歩け

る高さになり、左方向に進む。さらに３メートルばかりで突き当たり、そこから右方向に洞窟は続く。

しかし、突き当たりの前あたりから先は水没しているために進めない。廟の管理人の話では、水没し

ている地点は潜水する必要があるが、春には水がひいて、歩いて入ることができるとのこと。水没地

点の先は 80～100 メートル続き、奥は部屋のように広くなって、集会ができるほどの空間があると

のことである。 

また、この王母洞の入口の下の崖にも深い洞窟があったが、入った者が帰らないという事故があり、

現在はコンクリートで封鎖されている。 

王母洞がある峰の上に霊山洞という洞窟がある。王母洞から東に崖沿いを迂回し、東側の尾根に

至ったら尾根沿いに山上へ１時間ほど登る。きりたった崖につくので、崖の上まで岩場を登攀する。

崖の上部につくと、洞窟の入口がいくつか並んでいる。洞口は五つあり、「洞天門」などと彫られた

明代の石刻が残存している。どこから入っても中はつながっており、いくつかの洞窟が入り組んでい

る。内部には無生老母を祀った人工的な石室があるほか、直下に続く洞窟があり、その崖の中段にあ

る王母洞に続くと現地ではいわれている。内部を 20 メートルばかり進むと、出口が二つあり、どち

らもその崖の反対側に出る。左側の出口に進むと、崖の反対側にぽっかりあいている穴から上半身を

王屋山王母洞三母殿 
背後の崖にみえる凹みが王母洞の洞口 
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出す格好になる。身をおこせば人一人が立つ

ことのできる余地はあるが、下は 30 メートル

はあろうという断崖である。南西の彼方に天

壇山が眺められる。もう一つの出口からは崖

の上にあがることができ、頂上には五祖廟が

ある。この霊山洞からは王屋山の全景が眺め

られる。山が馬蹄形に囲んでいる空間に突き

出る格好で霊山洞の峰が位置している。 

以上のような優れた景観と奇妙な洞窟の存

在が、第一大洞天としての伝承と何らかの関

連があるのだと思われる。 

 

王屋山と薬草 

洞天は景観が優れているのみならず、修行のための薬草や薬剤が豊富な場所とされる。三十六洞天

のトップである霍童山について、シペール教授はこう述べている。「霍童山が「洞天」である理由は、

霍林洞があるためだけではなく、各種の珍奇な薬草を生ずるためでもある。霍童山が各種の珍奇な薬

草を生ぜられるのは、その独特の自然環境によっている」9。この点は、王屋山についてもいえること

である。王屋山は、そこで採れる長生の薬草で修行する場所であった。『真誥』巻 5 につぎのように

ある。 

 

君曰わく、昔し毛伯道・劉道恭・謝稚堅・張兆期らは、皆な後漢の時の人なり。道を学んで王屋

山中に在りて、四十余年を積
ひさ

しくし、共に神丹を合す。毛伯道は先に之を服して死し、道恭も之

を服して又た死せり。謝稚堅・張兆期は之を見て、此くの如くんば敢て之を服せず。並びに山を

捐てて帰去せり。後に伯道・道恭の山上に在るに見え、二人とも悲愕し、遂に就きて道を請うに、

之に茯苓持行方を与え、之を服して皆な数百歳たり。今猶お山中に在り10。 

 

晋の葛洪撰とされる『神仙伝』「甘始」にもつぎのようにある11。 

 

甘始なる者は、太原の人なり。行気を善くし、飲食せず、又た天門冬を服し、房中の事を行ない、

9 K.M.Schipper「第一洞天：閩東寧德霍童山初考」拙訳『洞天福地研究』第 4 号、2013 年 6 月 18 日、9 頁。 
10 『真誥』「君曰、昔毛伯道・劉道恭・謝稚堅・張兆期、皆後漢時人也。學道在王屋山中、積四十餘年、共合神

丹。毛伯道先服之而死、道恭服之又死、謝稚堅・張兆期見之、如此不敢服之。並捐山而歸去。後見伯道・道恭在

山上、二人悲愕、遂就請道、與之茯苓持行方、服之皆數百歳。今猶在山中。」 
11 『神仙伝』は葛洪の撰とされるが、後人が再編集した伝記が多く混入している。拙稿「仙伝文学と道教」『講

座 道教』第四巻〈道教と中国思想〉、2000 年、雄山閣出版。「甘始伝」は初唐の類書に引用があり、六朝時代

の文章である。 

王屋山霊山洞の西の洞口から南に天壇を望む。
下の丘陵に天壇からの小径が見える。 
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容成彭祖の法に依り、更に之を演益して一巻と為す。之を用いて甚はだ近効有り。治病には針灸

湯薬を用いず。人間に在ること三百余歳にして、乃ち王屋山に入りて仙去せり12。 

 

こうした古い文献に王屋山の薬草によって昇仙を実現する伝説が存するだけでなく、現在でも多く

の薬草が採集されるとのことである13。 

こうした薬草と、王褒から『上清経』を伝授されたという魏華存とは関連が深い。『魏夫人内伝』に

つぎのようにある。 

 

魏夫人なる者は、任城の人なり。晋の司徒劇陽文康公舒の女、名は華存、字は賢安。幼にして道

を好み、静黙恭謹なり。荘老と三伝五経百氏を読んで、該覧せざるは無し。神仙を志慕して、真

を味はい玄に耽り、沖挙せんことを欲求す。常に胡麻散・茯苓丸を服し、気液を納れ、摂生する

こと夷静たり。親戚往来すとも、一たびも関見する無く、常に間処に別居せんことを欲むるも、

父母は許さず。年二十四にして、強られて太保掾南陽劉文、字は幼彦に適ぐ。二子を生む。長は

璞と曰い、次は瑕と曰う。幼彦は後に修武令と為る。夫人は心に幽霊なるを期し、精誠なること

彌いよ篤し14。 

 

彼女が服していた「胡麻散と茯苓丸」のうち、「茯苓丸」は上掲の『真誥』にみえ、王屋山で採れる

ものとされていた。彼女の結婚前の居宅は任城、結婚後の居宅は修武と考えられるが、これらは王屋

山からそれほど遠くない。魏華存が薬草を服していた伝承は、王屋山の薬草が実際に流通していたこ

とを背景としていると考えることができる。 

孫思邈『孫真人備急千金要方』巻 6 に、魏夫人の薬方を引用して「河内太守魏夫人」という。「河

内太守」とは、魏華存の夫が修武令だったことを踏まえていると思われる。つまり、魏華存による薬

方が初唐まで伝えられていたことがわかる。 

初唐の垂拱４年（688）の「大唐懐州河内県木澗魏夫人祠碑銘」によれば、河内県の木澗には、初

唐に魏夫人祠が存在した。しかもその碑に「建立の始め、年代は詳らかにする莫し」とあり、早い時

12 『神仙伝』「甘始者、太原人也。善行氣、不飲食、又服天門冬、行房中之事、依容成彭祖之法、更演益之為一

卷。用之甚有近効。治病不用針灸湯藥。在人間三百餘歳、乃入王屋山仙去也。」 
13 済源市地方史志辦公室『王屋山志』中州古籍出版社、1996 年。現地には薬草の博物館もある。王屋山と薬草

の関係は、その後、孫思邈と関連づけられて現在に至っている。孫思邈と王屋山をめぐる伝説については、山下

一夫「王屋山の伏虎説話――孫思邈伝説の成立をめぐって」『洞天福地研究』第 5 号、2014 年 3 月、37～50 頁

を参照。 
14 『魏夫人伝』「魏夫人者，任城人也。晉司徒劇陽文康公舒之女，名華存，字賢安。幼而好道，靜默恭謹。讀莊

老，三傳五經百氏，無不該覽。志慕神仙，味真耽玄。欲求沖舉。常服胡麻散・茯苓丸，吐納氣液，攝生夷靜。親

戚往來，一無關見，常欲別居閒處，父母不許。年二十四，強適太保掾南陽劉文，字幼彦。生二子，長曰璞，次曰

瑕。幼彦後為修武令。夫人心期幽靈，精誠彌篤。」 
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期に魏夫人祠が存在したようである15。現地調査によると16、この碑は現在の河南省沁陽市の北、太

行山脈の山麓にある木澗寺という寺院の門前に立っていたとされている。このことから、現在、木澗

寺とされている地点が、初唐以前の早い時期には古い魏夫人祠の跡地だとされていたことがわかる。

この地に古くから魏華存を祀る廟が存在したのは、魏華存が当地にある陽洛山で王褒から仙方を伝授

されたという『魏夫人内伝』の伝説に基づくと思われる。 

『真誥』巻５に載る裴君の誥で王屋山に言及し、その陶弘景のコメントに「此の山［王屋山］は河

内泌（沁）水県に在り、即ち済水の出づる所の源なり」という17。このコメントでは、王屋山は河内

にあるといっており、魏夫人祠と王屋山は同じく河内だと考えられていたことがわかる。 

当地では、魏華存に対する「二仙信仰」が現在もおこなわれている。この地の太行山を登った峰に

は、現地で修仙洞（二仙洞）と呼ばれる、魏華存が修行をしたという洞窟が存在する。また、木澗の

渓流が流れ落ちる低地の平野に静応廟（魏華存を祀る）が復興されている。そこには飛来石と呼ばれ

る巨岩があり、中央からぱっくり割れた形状をなしている。 

魏夫人の薬方は王屋山の神である王褒と関連させられている。『魏夫人内伝』の末尾に、つぎのよ

うにある。 

 

初め、王君（王褒）は夫人に告げて曰わく、学者は当に疾を去り病を除くべし、と。因りて甘草

穀仙方を授け、夫人は之を服す。夫人は隸（書）を能くし、小有王君并（内）伝を書き、事甚は

だ詳悉なり18。 

 

これによれば、王褒は魏夫人に「甘草穀仙方」を授けた。王褒には他にも薬方に関わる伝承がある。

魏華存の薬方は、王屋山の薬草に由来したため、王屋山の神である王褒から伝授されたという伝説と

なったのではなかろうか。「王褒伝」は魏華存撰とされており、王褒の薬方はおそらく魏華存が持っ

ていた薬方の反映なのだと想像される。 

以上、王屋山をめぐる地形と景観、およびそこで採れる薬草といった自然環境が、洞天としての必

要条件を満たし、魏華存という宗教者と結びついたことを考察してみた。 

 

 

15 愛宕元「南嶽魏夫人信仰の変遷」吉川忠夫篇『六朝道教の研究』春秋社、1998 年。吉川忠夫「南真昇仙―魏

夫人仙壇銘」『書と道教の周辺』平凡社、1987 年。小南一郎「漢武帝内傳の成立」『中国の神話と物語り』岩波

書店、1984 年。 
16 2011 年 8 月と 11 月に現地調査をおこなった。鈴木健郎「平成 23 年度第 2 回洞天調査報告」『洞天福地研

究』第 3 号、92～107 頁、2012 年 3 月。 
17 趙益校点『真誥』91 頁。このコメントは、『太平御覧』巻 663 所引『名山記』に『王君内伝』としてみえる。

「名山記曰：嶽洞方百里，在終南太一間，或名桂陽宮，多諸靈異。又曰：王屋山洞周廻萬里，名曰小有清虛天。

按王君内傳云：在河内沁水縣界，濟水所出之源也。北有太行，東南有北邙嵩山。内洞天，曰：日月星辰，雲宮草

木，萬類無異矣。宫闕相映金玉鏤餙者，地仙所處，即清虛王君所居也。」 
18 「初，王君告夫人曰、學者當去疾除病。因授甘草穀仙方，夫人服之。夫人能隸書小有王君并傳，事甚詳悉。」 
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句曲山（茅山）の華陽洞 

第八大洞天とされる句曲山（茅山）もカルスト地形であり、複数の洞窟が存在する。そのうち、一

番有名なのは華陽洞である。 

これは、積金山の南に面した崖にある。崖の

下の入口付近は大きく口をあけているが、階段

を降りるとすぐに洞口は狭まる。奥から水流の

音がザアザアと聞こえ、すぐにかなりの勾配で

下に降りていく。20 メートル程度入ると洞窟は

急勾配で左下に続く。右手上下に高く幅 1 メー

トル程度の岩の切れ目があり、その奥から水流

のザアザアという音が聞こえてくる。2011 年 9

月の調査時には、途中から洞窟は完全に水没し

ていた。2013 年 3 月の時点では、華陽洞の途中

から人工的に横穴を掘り、外に出られるように

してあった。なお、この工事において、華陽洞

の外側にあった玉柱洞は崩落したという。 

1986 年に華陽洞をはじめて開発したとき、洞

中から多数の金龍や玉簡が発掘されたという。

その後、2003 年からの開発で、洞窟の奥行き

580 メートル、深度 32 メートルまで開発され

た。洞窟は茅山の南の金壇市にまで至っている

と現地では信じられている。この華陽洞は、華陽洞天に 5 カ所あった洞口のうちの西洞であり、歴代

王朝が投龍簡をおこなった場所だと現地の華陽観は主張している。それは、元の劉大彬『茅山志』巻

6 が玉柱洞に隣接する華陽洞を西便門としているのに基づいていると思われる。 

しかし、陶弘景は、「大茅山と中茅山とを連ねる長い尾根の中ほどに連なった石があって、古くは

積金山と呼ばれた……人が住まいするのによい場所である」というお告げをめぐって、現在の華陽洞

が存在する近辺の状況をつぎのように述べている。 

 

これは隠居が今住んでいるところの東面の横に連なる尾根のことである｡この尾根はすべてき

り立った石からなっており、その石の形はとてもグロテスクである……西南に大きな石壁があ

り、聳え立って割れ目が入っている。その内部には洞穴があり、数丈も入ると、だんだん狭まっ

て、もう人は入れなくなるが、ひゅうひゅうと風が吹いている。その外側の数歩のところに勢い

よく湧き出す泉があって、冬も夏も澄んだ水が流れ出ている。これは麓の宿房が利用するもの

である。山を出てすぐの谷の口に、さらにもう一つの湧きだす泉があって、勢いよく水が上にほ

茅山華陽洞の洞口 
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とばしり、冬は温かく夏は冷たい。現在では、見張所の正面から少し下ったところにまた一つの

穴があって、そこから湧きだす泉はとりわけすぐれている。大水の時にもひどい旱魃の時にも、

水量が増減したことがない。色はいささか白みを帯び、口当たりがよく柔らかであって、絶える

ことなく流れ出している。19 

 

ここでいう「西南に大きな石壁」とは、現在の華陽洞のある崖のことである。また、「人は入れなく

なるが、ひゅうひゅうと風が吹いている」というのは、奥が狭いながらいずこかへ続いていることを

示す。つまり、現在の華陽洞は、陶弘景の時には土砂でふさがっていたのであろう。元の劉大彬も、

この陶弘景の記述をもって華陽洞のことを指しているとみている。奥がふさがっていたために、陶弘

景はこの洞窟を西便門と断定しなかったのである。その後、唐の玄宗時期には、ここが華陽洞天の西

門と考えられるようになり、投龍簡の儀礼に使用されるようになったのだと思われる。 

 

良常洞の歴史地理 

我々の現地調査では、従来紹介されていない華陽洞天の北門を探索した。 

『真誥』巻 13 によれば、許家は小茅峰の北の雷平山の西南に住んでいた。また『真誥』巻 11 のつ

ぎの記述によれば、その許家の所在地は良常山の西南にあたった。 

 

良常山の西南垂に住むのによい場所があり、司命君の往時の別宅があった場所である。ここも

丹薬を調合するのによい。20 

 

これに対する陶弘景のコメントにつぎのようにある。 

 

司命君は初めて長江を渡った時、ここに宅舎を立てて、親しく身を清めて神鬼と応答した。今按

ずるに、｢垂｣という言葉の意味は､このような辺際ということだ。ここはきっと許長史の宅舎の

後ろ、大横山の西に位置するのであろう。21 

良常山には華陽洞天の北門があった。 

 

茅山の北側の洞窟の入口のある一山を良常山という。もともとやはり句曲山と連なっていて、

19『真誥』巻 11「此即隱居今所住東面一横壟也。此壟純絶石、石形甚瓌奇……西南有大石壁、聳而坼開。内有

洞、入數丈漸峽小、不復容人、乃飈飈有風。外數步便有一湧泉、冬夏清流。即下解所資。近外澗口、又有一湧

泉、水勢乃駛上者、冬温而夏冷。今正對邏前小近下、復有一穴、湧泉特奇。大水大旱、未嘗增減。色小白而甘美

柔弱、灌注無窮。」『真誥』の訳文は『東方学報』の「『真誥』訳注稿」（京都大学人文科学研究所）による。趙

益点校の道教典籍選刊『真誥』（中華書局、2011 年 9 月）も参考にした。 
20「良常山西南垂有可住處、是司命往時別宅處也。亦可合丹。」 
21 『真誥』巻 11「司命初過江、立宅於此、以自蕩滌質對神鬼。今按、垂之爲言、如是邊際。此正應在長史宅後

大横之西。」 
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同一の呼び名であった。22 

 

この良常山は小茅峰に続いた山であり、そこには茅山の洞天の北口たる洞口があり、その西に許家

は住んで降霊をおこなったのである。そのあたりは、茅司命君が「親しく身を清めて神鬼と応答した」

場所であった。つまり、外地から来た茅君が在地の「神鬼」と接触した場所であった。陶弘景は『真

誥』巻 11 で「北良常洞は北側の大きな通用門である……北面の大洞窟は今もなお鬼神が通行してい

る」とコメントしている23。ここでいう「鬼神」は、茅君が応接した「神鬼」と同一であろう。これ

でわかるように、陶弘景は北の洞口の場所を認識しており、そこで茅君が茅山にやってきたころと同

様に「鬼神」が通行しているというのである。つまり、良常山には在来の山の神が住み、その通行口

が良常洞だと信じられていたのではなかろうか。 

良常洞は、許翽が昇天を果たした場所でもある。『真誥』巻 20 につぎのようにある。 

 

［許翽は］雷平山の麓に住まって修行一途に励み、早く洞室に遊びたいといつも心に願い、人の

世には長く留まっていたくないと思った。かくて北洞に出かけてこの世に別れを告げた。24 

「北洞」とは、良常山の洞窟である。 

では、このような伝承のある良常山の洞窟は、どこにあるのか。我々は、陶金教授が現地の伝承に

基づいて作成した地図25にある老虎洞が良常洞ではないかと仮定して、それをもとに現地を探索した。

22 同前「茅山北垂洞口一山、名良常山。本亦句曲相連、都一名耳。」 
23 「北良常洞即是北大便門……北大洞猶有鬼神去來，而真仙人出入，都不由五門，皆欻爾無間」訳注 582 頁。 
24 「居雷平山下、修業勤精、恆願早遊洞室、不欲久停人世。遂詣北洞告終。」 
25 陶金「茅山宗教空間の秩序・歷史的發展のコンテキストの探求と再建」拙訳、『洞天福地研究』第 4 号、2013

年 3 月。 

雷平山の手前、許家の館があったあたりから眺めた茅山の三つの峰 
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その結果、良常山の尾根の東側の急斜面にある、板状の岩が露出する岩場に洞窟を見いだした。この

地形は、『真誥』巻 11 に見えるつぎの記述と一致している。 

 

良常山の北側の洞宮の入口は峰のところに当たっている。南へ二百歩行くと、秦の始皇帝が白

玉二対を地下七尺に埋めたところがあり、その上に小さな平たい岩があって、峰の上で穴を覆っ

ている。李斯が璧に文字を刻んだ。その文には、「始皇帝は聖人の徳あり、山河を平らげられた。

青々とした川を巡守して、白き璧玉に銘文を刻まれた」とある。26 

 

「良常山の北側の洞宮の入口は峰のと

ころに当たっている」とあるが、現地の地

形によれば、これは良常山の東側から登っ

て、ちょうど尾根に至る直前に岩場があ

り、そこに洞口が開いていることをいって

いるのである。もし良常山の西側ルートで

来て、背後から尾根を越えて洞口に向かっ

たら、このような表現にはならない。した

がって、当時山下にあった「大路」から良

常山の山麓をあがってきて洞口に至るこ

とができたのである。「小磐石」は平たい岩

のことだが、現地には確かに平たい岩がみ

られる。その間に二つの洞口があり、一つは急勾配で下に洞窟が続いており、もう一つは岩の間に井

戸のような直下の穴がある。直下に続く穴の底には水がたまっていた。急勾配の洞窟は、奥が枯れ葉

などで埋まっているように見えたが、あるいは隣の穴と同じく水没しているのかも知れず、危険なた

め立ち入ることはできなかった。おそらく、良常山の東側にダムによる人工湖があるため、地下水が

こんな峰の上まであがってきているのであろう。 

 この調査によって、華陽洞天の北門の位置と地形が確認できた。第八大洞天とされるエリアは「周

廻一百五十里」とあり、ほかの大洞天にくらべて小さいはずだが、それでも南の大茅山から北の良常

山まで、当地の山脈全体を含んで、相当に広かったことが理解できる。 

 

洞天と天坑 

洞天思想の起源については究明されていないが、カルスト地形の洞窟の神秘に対する畏怖に由来す

ることは異論ない。カルスト地形の洞窟は、中国の西南地域・四川から陝西・黄河・長江周辺にひろ

26 「良常北垂洞宮口直山領，南行二百步，有秦始皇埋藏白璧兩雙，入地七尺，上有小磐石在嶺上，以覆塪處。李

斯刻書璧，其文曰：「始皇聖德，章平山河，巡狩蒼川，勒銘素璧。」「訳注」590 頁。 

良常山中にむき出した表面の平らな岩場、 
岩の間にのぞく穴が洞口 
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く存在する。 

私見では、カルスト地形で生じる「天坑」という地形が洞天のイマジネーションと直接関わってい

る可能性がある。これは、地下の洞窟内で巨大崩落がおこり、それによって地下にホール状の空間が

でき、その天上部分が地上に穴ないし陥没を生じさせたものである27。巨大崩落でできたホールの下

から、はるか彼方の天上にできた小さな穴を望むと、そこから外部の光が射し込んで、あたかも月か

太陽のように見える。また、巨大崩落で天上がすべて落ちてしまうと、洞窟の途中がひらけて、周囲

を崖で囲まれたポッカリした空間ができる。そこは、事実上は外部と同じだが、周囲を崖に囲まれて

いるために、人跡未踏であるばかりか、生態系も独自に発展する。また、洞窟を通して、他の巨大崩

落の天坑と地下でつながっている場合もある。 

このような天坑の地形と自然環境は、『真誥』に記述された洞天のイメージそのままであろう。か

りに戦乱などの避難民が洞窟を抜けて、天井が崩落した天坑の地形に入り込んだ場合、かの桃源郷そ

のものとなる。カルスト地形だから飲み水は豊富にあり、風や雨や太陽光線は外部と同じであるから

植物や動物の採取も可能である。 

 2015 年 9 月にフランスでおこなわれた国際会議で28、福州大学の袁冰凌教授が第一小洞天の霍童

山（福州）に関する報告をしたが、その際、ここに白鶴仙翁洞という天坑があることが紹介された。

写真によると、白鶴仙翁洞は、巨大な地下ホールの天井部分が大きく崩落したもので、ほぼ真上部分

が天空にむかってぽっかり空いており、太陽光線や雨が地下ホールに注ぎ込む。それゆえ、地下ホー

ルの中央部分には植物が生えているが、その周囲の壁近くには植物がほとんど生えていない。 

霍童山は、華陽洞天の神である茅君と関連がある。『華陽陶隠居内伝』につぎのようにある。 

 

乃ち曰わく、嘗て聞くならく、『五岳図』に云く、霍山は是れ司命の府、必ずや神仙の都する所

なりと。（原注：『名山記』に云わく、霍山は羅江県に在り、高さ三千四百丈、上は方八百里。東

卿司命茅君の居る所なり。）29 

 

この記述は、陶弘景が句容を離れて霍童山に赴いたことを説明する部分に見える。つまり陶弘景は、

茅君が霍童山にいたとされるから、現地へ赴いたのである。霍童山には六朝時代の早い時期から修道

者が棲んでいた。その一人が褚伯玉である。陶弘景は『真誥』巻 20 でつぎのようにいう。 

 

褚伯玉は南霍山に住まってあちこちの山を巡ったが、いつも身につけて持ち歩いていた。褚伯

27 蒙可泉ほか「广西黄猄洞天坑国家森林公园的风景资源分析与评价」『广西科学院学报』2004 年 8 月、第 20 巻

第 3 期。 
28 Vies taoïstes – Daoist Lives, Colloque international d’études taoïstes, In honor of Kristofer Schipper’s 80th 

birthday. 10-12 septembre 2015. 
29 「乃曰，嘗聞『五嶽圖』云，霍山是司命府，必神仙所都。(原注：『名山記』云，霍山在羅江縣，高三千四百

丈，上方八百里。東卿司命茅君所居)」。 
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玉が亡くなると、弟子の朱僧標のところに残された。30 

 

褚伯玉も楊羲当時の重要な手書（許掾書写の「西岳公禁山符」と楊羲書写の「中黄制虎豹符」）を

持っていたというのだ。 

要するに、霍童山は茅君と密接な関わりがあり、茅山での楊羲らの誥授以後、早い時期にそれにつ

ながる修道者が居住していたし、陶弘景も霍童山を重視していた。霍童山が三十六洞天の首位にある

のは、洞天思想において霍童山が重要であることを示している。その霍童山に天坑が存在することは、

天坑という自然環境が洞天のイマジネーションと関わりを持つのではないか、という推測をもたらす。 

 

結語 

洞天を自然環境との関わりで考えると、広い範囲にわたって自然環境のすぐれた場所を選んでいる

点が特徴である。その自然環境で重要な要素の一つは、山中のカルスト地形による洞窟の存在である。

また、養生に必要な薬草が採取できることである。洞窟が洞天という神仙世界のイメージと結びつく

にあたっては、歴史的に古くから茅山の洞天思想と関連を持っていた霍童山に天坑が存在する点を考

慮する必要がある。じつは天坑は、中国西南地区に少なからず存在しており、この地域は天師道の教

域とも近い。天坑をめぐる伝承が天師道を経由して、河内の魏華存に伝えられたとも考えられる。洞

天イメージがどのような由来を持つのか、今後、もっと具体的に検討したい。 

道教の修道者は、洞天において神仙に出会って昇仙の秘訣・経典・薬物を拝受したり教示されたり

することを願っている。また、洞天のある名山で採取できる薬草や水で養生する。さらに、洞天で不

老不死の丹薬を製造するためには、各種の鉱物や燃料が山中から採取でき、天地自然の「気」に恵ま

れていることが望ましい。こうした目標を実現するためには、洞天のある地域に俗人が立ち入るべき

ではなく、自然環境が保護されなければならない。司馬承禎が洞天を祀るよう玄宗皇帝に進言し、開

元 19 年に五岳その他の洞天に真人祠が建設されたが、その後、代宗は洞天での狩猟を禁止している

31。このような、洞天の自然環境の維持に関する政治史や社会史の研究が必要である。 

道教は、あるエリアを洞天と認定することで、そのエリアの自然環境を保護する役割を果たしてき

たと言える。現在でも、洞天とされる地域は、自然環境が比較的よいが、上述の 2 つの大洞天のよう

に、洞天のある地域は地下水が豊かなために、戦後の開発でダムが建設されて自然環境が大きく変化

した場所が多い。また、第二大洞天委羽山のように、現在では住宅や工場に囲まれ、地下水も汚染さ

れてしまった場所もある。今後、中国の文化史で価値の高い洞天思想を自然環境の問題と結びつけな

がら、その環境保護も考慮していかなければならないと思う。 

 

30 「伯玉居南霍。遊行諸山，恒帶自隨(此墨跡)。亡，留在弟子朱僧摽。」『東方学報』第 71 冊、394 頁。 
31 『旧唐書』巻 11「代宗本紀」「（大曆十二年十二月）己亥天下仙洞靈迹禁樵捕」。 
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研究会 

第七回 人間再生研究会 

「抑制システム」 

 

日時：2015年 12月 19日（土）13:00～ 

会場：東洋大学白山キャンパス 6号館 6209教室 

【主催】東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ

（TIEPh） 

神経現象学リハビリテーション研究センター 

【共催】NPO神経現象学リハビリテーション開発機構 

 

[プログラム] 

特別講演 

村山正宣（独立行政法人理化学研究所） 

「皮膚感覚の知覚と記憶の脳内メカニズム」 

 

講演 

河本英夫（東洋大学教授）「システム的抑制」 

 

症例研究発表 

月成亮輔（市川市リハビリテーション病院） 

「痙縮に対するアプローチと一考察～システムの隙間を考える～」 

菊地豊（公益財団法人脳血管研究所美原記念病院） 

「脊髄小脳変性症の陽性症状に着目したリハビリテーションの試み」 

 

司会：稲垣諭（自治医科大学教授） 
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発表資料 河本英夫 
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脊髄小脳変性症の陽性症候に着目したリハビリテーションの試み 
                           

菊地 豊（公益財団法人脳血管研究所附属美原記念病院） 
  

 

発表要旨 

 

 神経系の傷害は、傷害によりその部位の機能が減弱または脱落して生じる陰性症候(negative 

symptom)と、ある部位の神経系の機能が過剰に現れる陽性症候（positive symptom）を引き起こす

という二面性を有している。陰性症候は神経脱落症候（neurological deficit）のことであり、現れる

症候は損傷範囲と相関するのに対し、陽性症候は残存神経組織の可塑的変化（plastic change）の結

果として生じる場合があり、該当組織の傷害の程度と相関しにくいという特徴を持つ。 

 ここで着目したいのは、陽性症候が損傷を免れた神経組織で生じていることである。つまり、可塑

的変化は個体の行動レベルにおいて好ましい方向性に変化するとは限らないこと、また損傷を免れた

神経組織で生じていることから可逆性が期待できる可能性がある。このことから導かれる神経損傷に

対するリハビリテーションの指針は、可塑的変化が個体にとって適したものとなるように陽性症状

（個体にとっては好ましくない可塑的変化）の軽減化により神経症候を陰性症候のみに限定化し、次

いで陰性症候を最小化できるように残存神経系を再組織化していくことであろう。 

 本症例研究では、脊髄小脳変性症の一つである脊髄小脳失調症 2 型（SCA2）症例の小脳性運動失

調を陽性症候の視点から検討する。小脳性運動失調でみられる企図振戦は動きの補正情報を前運動皮

質に送る経路である小脳歯状核から歯状核視床路の上小脳脚の障害で生じる。企図振戦を注意深く観

察すると運動開始前の準備段階から振戦が始まっており、運動皮質の興奮性が運動動開始前から高

まっていることを示唆する（柴崎、2013）。このことから、企図振戦は運動皮質の過剰興奮により生

じた陽性症状とする病態解釈も可能であろう。 

 本症例研究では、この様な病態解釈から陽性症候に着眼したリハビリテーションの試みを紹介する

とともに、脳容積計測（voxel based morphometry：VBM）から、症例の陽性症候の生成機序につい

ても併せて検討したい。 
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発表資料 月成亮輔 
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全学総合 
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講義回 講義日 担当講師 所属 講義のテーマ

第１回 4月14日 稲垣諭 文学部哲学科 総説―導入

第２回 4月21日 山本良一 東京大学生産技術研究所
工業文明の限界とエコ文明への転換
－エコ神学の可能性

第３回 4月28日 宮本久義 文学部インド哲学科 ガンジス川をめぐるインドの環境問題

第４回 5月12日 山口一郎 文学部哲学科 ドイツ環境政策とその哲学

第５回 5月19日 河本英夫 文学部哲学科 基礎自然学

第６回 5月26日 大島尚 社会学部社会心理学科 社会心理と環境行動

第７回 6月2日 菅　さやか 社会学部社会心理学科 環境配慮行動と説得の技法

第８回 6月9日 山谷修作 経済学部総合政策学科 ごみの見える化

第９回 6月16日 小路口聡 文学部中国哲学文学科 モッタイナイからシノビナイへ

第１０回 6月23日 坂井多穂子 文学部中国哲学文学科 中国山水詩にみる自然観

第１１回 6月30日 山田利明 文学部中国哲学文学科 さまざまな意匠（風水的都市設計）

第１２回 7月7日 稲垣諭 文学部哲学科 不都合な真実

第１３回 7月14日 稲垣諭 文学部哲学科 さまざまな意匠（地域環境設定）

第１４回 7月21日 稲垣諭 文学部哲学科 さまざまな意匠（地球の可能性）

2011年度全学総合　『エコ・フィロソフィ入門』　

講義スケジュール

2011年4月配布資料
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講義回 講義日 担当講師 所属 講義のテーマ

第１回 9月27日 稲垣諭 文学部哲学科 総説―導入

第２回 10月4日 河本英夫 文学部哲学科
基礎自然学（エントロピー、自己組織
化）

第３回 10月11日 山口一郎 文学部哲学科 ドイツ環境政策とその哲学

第４回 10月18日 中北徹 大学院経済学研究科
　「２１世紀の水問題と環境ビジネス」
 　　－水循環の観点から考える－

第５回 10月25日 宮本久義 文学部インド哲学科 ガンジス川をめぐるインドの環境問題

第６回 11月8日 山村陽子
「エコ・フィロソフィ」学際

研究イニシアティブ
「自然の価値とは」

第７回 11月15日 大島尚 社会学部社会心理学科 社会心理と環境行動

第８回 11月22日 堀毛一也 社会学部社会心理学科 「ウェル・ビーイングと環境の関連」

第９回 11月29日 小路口聡 文学部中国哲学文学科 モッタイナイからシノビナイへ

第１０回 12月6日 永井晋 文学部哲学科 「自然の系譜学」

第１１回 12月13日 坂井多穂子 文学部中国哲学文学科 中国山水詩にみる自然観

第１２回 12月20日 山田利明 文学部中国哲学文学科 風水的環境設計

第１３回 12月25日 安斎利洋
武蔵野美術大学基礎デ

ザイン学科
「可能人類学のすすめ」

第１４回 1月10日 稲垣諭 文学部哲学科 さまざまな意匠（地域環境設定）

第１5回 1月17日 稲垣諭 文学部哲学科 さまざまな意匠（地球の可能性）

2012年度全学総合　『エコ・フィロソフィ入門』　

講義スケジュール

2012年9月配布資料
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講義回 講義日 担当講師 所属 講義のテーマ

第１回 9月26日 岩崎大
東洋大学「エコ・フィロソフィ」
学際研究イニシアティブ

総説―導入

第２回 10月3日 河本英夫 文学部哲学科 基礎自然学（エントロピー、自己組織化）

第３回 10月10日 山口一郎 文学部哲学科 ドイツ環境政策とその哲学

第４回 10月17日 松尾友矩 東洋大学常務理事 サステイナビリティと環境保全

第５回 10月24日 八木信行
東京大学大学院

農学生命科学研究科
里海を創る

－海の持続可能な利用を達成するためのデザイン－

第６回 10月31日 石崎恵子
宇宙航空研究開発機構

(JAXA)
宇宙と環境

第７回 11月7日 大久保暢俊
東洋大学「エコ・フィロソフィ」
学際研究イニシアティブ

環境配慮行動と平均以上効果

第８回 11月14日 大島尚 社会学部社会心理学科 社会心理と環境行動

第９回 11月21日 永井晋 文学部哲学科 自然の系譜学

第１０回 11月28日 信岡朝子 文学部日本文学文化学科 記号としての環境問題

第１１回 12月5日 野村英登
東洋大学「エコ・フィロソフィ」
学際研究イニシアティブ

自然と身体
ー中国養生思想の理論と実践ー

第１２回 12月12日 山田利明 文学部東洋思想文化学科 風水的環境設計

第１３回 12月19日 宮本久義 文学部東洋思想文化学科 ガンジス川をめぐるインドの環境問題

第１４回 1月9日 安斎利洋
武蔵野美術大学
基礎デザイン学科

可能人類学のすすめ

第１5回 1月16日 稲垣諭
自治医科大学医学部

総合研究部門
さまざまな意匠

2013年度全学総合　『エコ・フィロソフィ入門』　

講義スケジュール

2013年9月配布資料
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講義回 講義日 担当講師 所属 講義のテーマ

第１回 9月25日 岩崎大
東洋大学「エコ・フィロソフィ」
学際研究イニシアティブ

総説―導入

第２回 10月2日 河本英夫 文学部哲学科 基礎自然学（エントロピー、自己組織化）

第３回 10月9日 松尾友矩 東洋大学常務理事 サステイナビリティと環境保全

第４回 10月16日 山口一郎 文学研究科哲学専攻 ドイツ環境政策とその哲学

第５回 10月23日 八木信行
東京大学大学院

農学生命科学研究科
海洋生物の国際管理を巡るフィロソ

フィー

第６回 10月30日 山田利明 文学部東洋思想文化学科 風水的環境設計

第７回 11月6日 石崎恵子
宇宙航空研究開発機構

(JAXA)
宇宙と環境

第８回 11月13日 永井晋 文学部哲学科 自然の系譜学

第９回 11月20日 野村英登
東洋大学「エコ・フィロソフィ」
学際研究イニシアティブ

自然と身体
ー中国養生思想の理論と実践ー

第１０回 11月27日 大島尚 社会学部社会心理学科 社会心理と環境行動

第１１回 12月4日 大久保暢俊 東洋大学人間科学総合研究所 環境配慮行動と平均以上効果

第１２回 12月11日 宮本久義 文学部東洋思想文化学科 ガンジス川をめぐるインドの環境問題

第１３回 12月18日 稲垣諭
自治医科大学医学部

総合研究部門
さまざまな意匠

第１４回 1月8日 安斎利洋 システムアーティスト 可能人類学のすすめ

第１5回 1月15日 岩崎大
東洋大学「エコ・フィロソフィ」
学際研究イニシアティブ

総説―まとめ

2014年度全学総合　『エコ・フィロソフィ入門』　

講義スケジュール

2014年9月配布資料

1616



講義回 講義日 担当講師 所属 講義のテーマ

第１回 9月24日 岩崎大
東洋大学「エコ・フィロソフィ」
学際研究イニシアティブ

総説―導入

第２回 10月1日 松尾友矩 東洋大学常務理事 サステイナビリティと環境保全

第３回 10月8日 八木信行
東京大学大学院

農学生命科学研究科
海洋生物の国際管理を巡るフィロソフィー

第４回 10月15日 河本英夫 文学部哲学科 基礎自然学（エントロピー、自己組織化）

第５回 10月22日 山口一郎 文学研究科哲学専攻 ドイツ環境政策とその哲学

第６回 10月29日 金子有子
文学部英米文学科
自然科学研究室

生物多様性の問題とは？
侵略的外来種の問題とは？

第７回 11月5日 石崎恵子
宇宙航空研究開発機構

(JAXA)
宇宙と環境

第８回 11月12日 相楽勉 文学部哲学科 初期日本哲学における「自然」

第９回 11月19日 山田利明 文学部東洋思想文化学科 風水的環境設計

第１０回 11月26日 野村英登
東洋大学「エコ・フィロソフィ」
学際研究イニシアティブ

エクササイズとしての無為自然

第１１回 12月3日 大久保暢俊 東洋大学人間科学総合研究所 環境配慮行動と平均以上効果

第１２回 12月10日 大島尚 社会学部社会心理学科 社会心理と環境行動

第１３回 12月17日 稲垣諭
自治医科大学医学部

総合研究部門
さまざまな意匠

第１４回 1月7日 安斎利洋 システムアーティスト 可能人類学のすすめ

第１5回 1月14日 岩崎大
東洋大学「エコ・フィロソフィ」
学際研究イニシアティブ

総説―まとめ

※川越キャンパスのみ第7回講義は1月21日に実施

2015年度全学総合　『エコ・フィロソフィ入門』　

講義スケジュール

2015年9月配布資料
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ニューズレター 
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東 洋 大 学 「 エ コ ・ フ ィ ロ ソ フ ィ 」 学 際 研 究 イ ニ シ ア テ ィ ブ （ Transdisciplinary Initiative for 

Eco-Philosophy,Toyo University：TIEPh）は「平成 23 年度私立大学戦略的研究基盤形成支援事業（平成 23
年度～平成 27 年度）」に採択されました。TIEPh は「自然観探究ユニット」、「価値観・行動ユニット」、「環境
デザインユニット」の 3 ユニットから構成され、環境問題やサステイナビリティに関する先進的な「エコ・フ
ィロソフィ」の樹立を目指して研究活動を行っています。 

伝えなければならぬこと 

TIEPh センター長：山田 利明

 3 月 11 日午後、私はちょうど 5 階の研究室にいた。初めガタガタと
本棚のきしむ音がして、かなり波長の長い揺れが感じられた。その揺れ
はだんだん激しくなっていったが、横揺れであったから震源は遠いと考
えた。しかし揺れはいっこうに収まらない。むしろ徐徐に強くなりつつ
ある。その時はすでにドアを開けて廊下に出ていたが、建物全体が騒音
を発していて「ゴー」というような地なりにも聞こえる。もしかすると
関東大震災か…、と思う。その瞬間、かなり激しい揺れに襲われ、とう
とう来たかと覚悟した。 

小学校に入学する頃であったと思う。たまたま祖母の家にいて強い地震にあった。被害が出るほどの
ものではなかったが、揺れた。その時祖母は火鉢にかけてあった鉄瓶をとると、濡れた雑巾を炭火の上
にかぶせて、その上から鉄瓶の湯をかけ始めた。要するに火鉢の火を消したのである。地震の時は火の
始末、濡れ雑巾で火を包むようにして水をかければ灰が飛び散らない、ということもその時覚えた。
1955 年頃の東京の下町でも、日常的に火鉢や七輪が使われていたのである。 

祖母や両親の世代は、関東大震災を経験していたから、特に火の始末についてはうるさかった。それ
は同じ区内に、火災を逃れてきた避難民 3 万 8 千人が焼死した本所被服廠跡があったことと関係があっ
たのかもしれない。被服廠跡では、荷車に家財道具を満載した人々であふれたが、それに火が移って大
惨事となった。こうした事実を知る人も少なくなった。 

3 月 11 日、地震の後で都内の道路は自動車であふれ、大渋滞が深夜まで続いた。もし沿道に火災が
起こったとしたら、もちろん消防車は通れず車に延焼して、各所の道路は火の帯となって拡大した可能
性もある。これに徒歩帰宅者が巻き込まれる。被服廠の二の舞である。 

かつての惨事は教訓でもある。伝えるべきことは伝えねばならぬ。 

 

Newsletter  No. 12  2011. 7 

東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ（TIEPh）は、さまざまな研究活動、シンポジウム、研究会を企画・

運営しています。今回のニュースレターでは、2011 年度の活動報告および活動予定を掲載しています。詳細につきましては、
1619



TIEPh への期待 

TIEPh 客員研究員：（三重大学准教授）  田中 綾乃 

このたび TIEPh が文部科学省の私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に採択されたと伺い、かつて TIEPh で研究助手を

勤めさせて頂いた身として、TIEPh の研究の意義が認められたことを嬉しく思っています。それと同時に、3.11 を経た私

たちにとって、自然観の変容や環境汚染問題において新たな課題が求められるようになり、その意味で、今後の「エコ・

フィロソフィ」研究に大いなる期待を抱いています。 

2011 年 3 月 11 日の東日本を襲った未曾有の大地震は、誰もが言葉を失いました。マグニチュード 9.0 の大地震と次々

と街を飲み込んでいく大津波。“自然”の圧倒的なエネルギーと脅威を目の当たりにし、4 ヶ月経過した今でも、私たちは進

むべき方向性を見失っています。そもそも私たちの拠るべき＜大地＞（ground）が揺れるという経験は、私たちが礎にし

てきた＜根拠＞（ground）が揺れるということです。 

かつてポルトガルを襲ったリスボン大地震（1755 年）は、当時のヨーロッパの哲学・思想に大きな転換をもたらしまし

た。例えば、カントはリスボン大地震の翌年の 1756 年に、いち早く地震論について短編三編を書き上げます。さらに、

近代の金字塔と呼ばれる三批判書や啓蒙思想も、大震災を経た後に産み出された哲学であることがわかります。”自然

（nature）”とは、単に外的な自然だけでなく、人間の内的な自然本性も意味するように、”自然”について考えを巡らすこ

とは、私たちの＜ものの見方＞や＜世界観＞をあらためて問い直すことになるのです。 

もっとも、今回の震災が 250 年前の大地震よりもさらに複雑で困難であるのは、原発事故という人災をもたらしてしま

った点です。私たちの知は、半減期が 2 万 4000 年という気の遠くなるような猛毒プルトニウムを作り出しましたが、現

在の私たちの知では、それを制御することが不可能です。しかし、それにも関わらず、私たちは原発を使用し、結果的に、

地球上の空気と大地と水を何万年もかけて汚染し続けることになったのです。 

この絶望的な事態に、私たちはどう向き合えばいいのでしょうか。また、世代間倫理から見れば、どう責任を取るべき

なのでしょうか。テクノロジーの安全神話が崩れ、経済、産業、行政をはじめ、あらゆる人間活動が複合的に見直しを迫

られる混迷な時代だからこそ、根源的で実践的な「エコ・フィロソフィ」が果たす役割は、ますます重要だと考えていま

す。今後の TIEPh の活動と発展に注目しています。

東日本大震災後の電力の使用に関する社会的ジレンマとその解決方法 

価値観・行動ユニット：菅 さやか

2011 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災の影響により、福島第一原子力発電所が大きなダメージを受けた。この発電
所からの電力供給を受けている地域は、電力不足による計画停電や節電を余儀なくされてきた。そして、日中の最高気温
が 30℃を越えるようになり、私がこの原稿を書いている今まさに電力の使用に関する「社会的ジレンマ」が生じている。 

社会的ジレンマとは「個人が利己的な利益追求を行うことにより、社会的なコストが発生し、結果的には、社会全体を
悲劇的状態に陥れるという事態 」である。例えば、夏になり、気温が上昇したことにより、個々人は暑さに耐えかねてエ
アコンのスイッチを入れる。しかしながら、暑さをしのぐという個人の利益を多くの人が追求した結果、東京電力管内は
電力供給不足になり、電力使用制限を余儀なくされる。それでもなお、電力の需要が供給を上回った場合には、計画停電
が実施され、その対象地域の人々はエアコンどころか全ての電気が使用できなくなるという悲劇的事態に直面することに
なる。 

では、社会がこのような悲劇的な事態に陥るのを防ぐためには、どのような方法が有効なのであろうか。これまでの社
会心理学の研究知見によると、「構造変革アプローチ」と「態度変容アプローチ」の 2 種類の解決方法が存在しているとい
う。前者は、協力 (例：電力の使用を減らす) には報酬を与え、非協力 (例：電力の使用を減らさない、または、増やす) に
は罰則を与えるような社会システムを整える方法であり、後者は、個人の状況認知や価値観を変容させることで、協力行
動を促進する方法である。 
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「電気事業法２７条に基づく電力使用制限令」は、まさに構造変革アプローチであると言える。構造変革アプローチは、
短期的に社会的ジレンマを解消する有効な方法であると考えられているが、非協力の者を監視するシステムを構築したり、
それを維持したりするのにコストがかかる上に、監視がなくなると、非協力が増加してしまうという問題を抱えているた
めに、長期的に考えると、有効な方法であるとは言えない。すなわち、長期的、継続的に、社会的ジレンマを解消するに
は、態度変容アプローチの方が有効であると考えられる。具体的には、①メンバー間のコミュニケーションを促進するこ
とで、全体に対する信頼感や連帯感を高める、②各自がどのようなジレンマ状態に置かれているかの知識を共有する、③
実際に協力してくれる人の割合が高いことを知ってもらい協力することに対する安心感を与える、といった方法をとる必
要がある。すなわち「節電」について周囲の人々とよく会話し、さらには電力使用状況をこまめにチェックしたりするこ
とで、自己の置かれた状況を把握し、協力行動をとっている人々の多さを認識すれば、自発的に協力行動をとれるように
なる可能性がある。 

東日本大震災と、それによる福島第一原子力発電所の被害があってはじめて、節電という環境配慮行動に真剣に取り組
むようになった人は多いと思う。地震が起きたことで、節電という環境配慮行動を意識し、実際に行動をとれるようにな
ったことは、皮肉な気もする。今後、地震発生前と同じだけの電力供給が行われるようになったとしても、私たちは、今
の気持ちを忘れず、地球環境のために継続的に節電を行っていけるようにしなければならない。今回の地震が私たちにも
たらした教訓を胸に、多くの日本人が、節電以外の環境配慮行動にも継続的に取り組めるようになることを願う。 

TIEPh 事務局から 

＜TIEPh 活動報告（2010 年度）＞
4 月～7 月 

「全学総合」講義として、「エコ・フィロソフィ入門」を開講 

10 月 7 日～8 日 

TIEPh 共催 

精神病理・精神療法学会 第 33 回大会 

於：東洋大学 白山キャンパス 

10 月 9 日 

TIEPh 共催 講演会 

「環境と精神－身体状況の哲学」 

於：東洋大学 白山キャンパス 

１0 月 23 日 

TIEPh 主催 公開セミナー 

「環境人間学」 

於：東洋大学 白山キャンパス 6 号館 6204 教室 

11 月 6 日 

TIEPh 後援 シンポジウム 

「宗教と環境―地球社会の共生を求めて」 

於：東洋大学 白山キャンパス 

11 月 13 日 

TIEPh 後援 講演会 

「環境思想・教育研究会 第 15 回例会」 

於：東京農工大学 府中キャンパス 第二講義棟 

12 月 11 日 

TIEPh 共催 研究会 

「第 2 回人間再生研究会」 

於：東洋大学 白山キャンパス 6 号館 6309 教室 

３月１日 

『「エコ・フィロソフィ」研究』vol.5 刊行 

 

 
 
 

◆ TIEPh 主催 シンポジウムのお知らせ（内容は変更になる可能性もございます）

「日本的自然観と環境倫理―風土のしらべから」 
日時：2011 年 10 月 8 日（土）13:00～  会場：東洋大学白山キャンパス 井上円了ホール 

講師 亀山純生（東京農工大学教授） 仙道作三（作曲家・エッセイスト）演奏：斉藤裕子 ほか 
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2011 TIEPh 活動組織 （2011.7 現在） 

＜TIEPh 今後の活動予定＞ 

・TIEPh 主催 国際シンポジウム  

「日本的自然観と環境倫理―風土のしらべから」 

日時：10 月 8 日（土）13:00～17:00 

会場：東洋大学 白山キャンパス内 

・TIEPh 後援 シンポジウム  

第 2 回「宗教と環境―新しい文明原理の生活化と宗教」 

日時：11 月 12 日（土）13:00～16:50  

会場：東洋大学 白山キャンパス 1 号館 1102 教室 

・TIEPh 主催セミナー 

「生物多様性という課題」（仮） 日時未定（10 月～11 月内を予定） 

Toshiaki YAMADA Professor, Environment Design Unit 

Project Representative 

山田 利明  代表（センター長） 

   環境デザインユニット 

Takashi OHSHIMA Professor, Values and Behavior Unit  大島  尚  価値観・行動ユニット 

Hideo KAWAMOTO Professor, Environment Design Unit 河本 英夫   環境デザインユニット 

Makio TAKEMURA Professor, Nature Unit 竹村 牧男   自然観探究ユニット 

Kohei YOSHIDA Professor, Nature Unit 吉田 公平   自然観探究ユニット 

Ichiro YAMAGUCHI Professor, Nature Unit 山口 一郎   自然観探究ユニット 

Shin NAGAI Professor, Nature Unit 永井  晋  自然観探究ユニット 

Tahoko SAKAI Lecturer, Nature Unit 坂井 多穂子 自然観探究ユニット 

Kiyoshi ANDO Professor, Values and Behavior Unit 安藤 清志    価値観・行動ユニット 

Hideya KITAMURA Professor, Values and Behavior Unit 北村 英哉    価値観・行動ユニット 

Kazuyu HORIKE Professor, Values and Behavior Unit 堀毛 一也    価値観・行動ユニット 

Naoya SEKIYA Associate Professor , Values and Behavior Unit 関谷 直也   価値観・行動ユニット 

Sayaka SUGA Assistant Professor,  Values and Behavior Unit 菅 さやか   価値観・行動ユニット 

Satoshi INAGAKI Assistant Professor, Environment Design Unit 稲垣  諭  環境デザインユニット 

Yoshiaki IMAI Research Fellow 今井 芳昭    客員研究員 

Ayano TANAKA Research Fellow 田中 綾乃  客員研究員 

Rina YOKOUCHI Research Fellow 横打 理奈  客員研究員 

Ryo NISHIMURA Research Fellow 西村 玲  客員研究員 

Yoko YAMAMURA Research Associate 関（山村） 陽子  研究助手 

Shinji MUTO Project Research Assistant（PRA） 武藤 伸司  プロジェクトリサーチ 

アシスタント 

ニューズレター第 12 号  平成 23 年 7 月発行 

編集 東洋大学「エコ･フィロソフィ」学際研究イニシアティブ（TIEPh） 

住所：東京都文京区白山 5 丁目 28-20 6 号館 4F 60458 室  Tel & Fax：03-3945-7534 

E-mail：ml.tieph-office@toyo.jp  Homepage：http://tieph.toyo.ac.jp/ 1622



10/8「人間と自然の共生と持続可能な関係を求めて―風土のしらべから」 

東洋思想からの刺激的な〈共生〉シンポジウム 
東京農工大学：亀山 純生 

私は、倫理学の立場から日本の環境問題の現実に即した〈日本型環

境倫理〉を追求し、日本的自然観をベースに〈風土的環境倫理〉を提

唱してきた。シンポジウムではそれを紹介しつつ、〈今〉風土に注目

する意義を中心に報告し、3 点を強調した。①日本の環境問題の現場

では欧米流の環境倫理学が行き詰まり、解決方向は風土の視点にある。

②日本の近代化が生んだ深刻化な人間疎外――特に〈孤人〉化――の

解決も、自然遊離の都市型ライフスタイルからは絶望的で、風土の復

活こそがカギである。③風土は人間と自然の共生、人間と人間の共生を共に実現する点に意義があり、復活

のためには日本的自然観のポイントを東洋思想から解明することが重要である、と。 

 この点で、竹村先生の御報告は、東日本大震災から戦後日本社会が過信して

きた近代的自然観の転換と仏教思想の役割を明らかにされ、私の報告と正面か

ら響き合うものと拝聴した。 

特に、自然観はただの観念でなく行動に連続すべきとの仏教哲学からの提起

は、禅に造詣の深い農学の中川先生、インド哲学の宮本先生、それぞれの〈現

場〉からのコメントとも響き合って東洋思想の現代的意義を鮮明にする緊張し

た思想空間をなし、実に意義深かった。私は一面では、風土や日本的自然観、

伝統思想論が上滑りの感情論に陥る風潮を危惧してきたからである。そして、

マリンバ演奏と〈語り〉での仙道先生の「風土のしらべ」は、この思想空間に

独特の身体感を重ね、参加者全体で知と感性が共鳴する〈不思議な〉空間にし

ていた。知を専ら論理と見なす傾向に疑問を抱き、知の身体性、知的空間の感

性的基盤が重要と考えてきた私には、実に新鮮な〈共生〉のシンポジウムであ

った。 

テーマ・論点といい演出といい、東洋思想の“メッカ”なればこその刺激的なシンポジウムと敬服すると

ともに、これに値遇し学ばせて頂いたことに改めて感謝する次第である。 

 

                       

 

   

Newsletter  No.13  2012. 1 

 東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ（TIEPh）は、自然観探究ユニット、価値観・行動ユニット、

環境デザインユニットから構成され、さまざまな研究活動、シンポジウム、研究会を企画・運営しています。 

今回のニューズレターでは、2011 年度の活動報告、及び活動予定を掲載します。詳細につきましては、TIEPh ホームペ

ージ（http://tieph.toyo.ac.jp/home.html）をご参照ください。 
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11/12「宗教と環境シンポジウム―新しい文明原理の生活化と宗教」報告 
【主催】宗教・研究者エコ・イニシアティブ 

自然観探究ユニット：竹村 牧男 

 2011 年 11 月 12 日、東洋大学白山校舎にて、宗教・研究者エコ・イニシ

アティブ（RSE）主催、東洋大学国際哲学研究センター（IRCP）共催、東洋大

学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ（TIEPh）後援により、「第

２回宗教と環境シンポジウム――新しい文明原理の生活化と宗教」が開催さ

れた。宗教・研究者エコ・イニシアティブ（代表・西山茂東洋大学教授）と

は、宗教学関係研究者と宗教者とが協力して環境問題に取り組もうとする組

織であり、今回のシンポジウムは昨年に続き２回目である。今回は東日本大

震災を受け、特に文明原理の転換を深く追求することとした。参加者は、２

百数十名に及んだ。 

本シンポジウムのプログラムは、開会あいさつ；山本良一（東京年大学教授、RSE 副代表）「エコ文明実

現のために倫理パネルを設立せよ」、基調講演；竹村牧男（東洋大学教授）「迫られる文明原理の転換と宗教

哲学の使命――人間は欲望を制御出来るか？」およびパネル発表；茂木貞純（國學院大学教授）「日本の原

型を伝える神宮の式年遷宮――持続可能な社会を求めて」、武田道生（淑徳大学准教授）「持続可能型社会の

ための仏教倫理的生き方・私論」、村田充八（阪南大学教授）「キリスト教有神論と環境問題――スチュワー

ド（管理人）として生きるということ」、佐藤孝則（天理大学おやさと研究所教授）「天理教の自然観と環境

保全運動」、の各発表があり、その後「新しい文明原理の生活化と宗教」についてのパネル・ディスカッシ

ョンが行われた。 

竹村（東洋大学）は仏教および西田幾多郎の宗教哲学を基盤に、自己と自然への深い了解に基づく世代間

倫理への展望を述べた。パネル発表では、神道・仏教・キリスト教・新宗教の各分野から環境保全への取組

みの宗教的基盤についての説明があり、相互の位置関係と共通点が浮かび上がった。パネル・ディスカッシ

ョンにおいてはさらに相互理解が深められ、最後にはフロアとともに、文明原理の転換の促進とその生活に

おける実践に、宗教者としてあらためて強力に取組むことで一致した。 

11/18「生物多様性という課題―東日本大震災からの復興を視野に」報告 

環境デザインユニット：河本 英夫 

東日本大震災後の新たな状況をうけて、生物多様性をどのよ

うに実現していくかを考えるセミナーを開催した。鷲谷いづみ

先生(東京大学)「＜さとやま＞の生態系サーヴィスと放射能汚染」

と八木信行先生(東京大学)「生物多様性条約における日本の役割

――里海の復興から」、河本(東洋大学)は「復興のデザイン」の

三つの講演を堤題として、その後総合討論を行った。 

生態系の多様性は人間の介入を制限し保護すれば自動的維持されるも

のではなく、また人工的に回復させようとしても、人間の設計とはタイ

ム・スパンが異なり過ぎており、容易ではないとの共通了解のもと、さま

ざまな試行錯誤の課題が提示された。 

 鷲谷先生は、原発をめぐる対応については、チェルノブイリ事故を参照

項として、事故後の生態系の変化の推移を述べた。八木先生は、漁業権や

禁漁区の設定が、漁業の持続可能性に対して、どのような工夫になってい

るかを明らかにした。河本先生は、復興のデザインの基本的な指針として、

ベスト・ミックスではなく、ベター・ミックスズ、一行為多機能化、選択

性の導入等を述べた。総合討論では、今日の震災復興や TPP の議論には「環

境」を視野にいれた討議が十分なされていないとの意見がでるなど、フロ

アとの活発な質疑が行われた。 
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10/24-29「エコ・ウィーク」の開催報告 
【協賛】東洋大学エコキャンパス推進委員会 

TIEPh 代表：山田 利明 

 TIEPh では、10 月 24 日から 29 日までの 1 週間にわたり、エコ・キャ

ンパス運動の一環として、「エコ・ウィーク」を実施した。これは、東洋

大学エコ・ポイント制度の発足にあわせて、「エコ・フィロソフィ」の理

解を目的とした TIEPh の実践活動である。この 1 週間に 3 つの催事を置

いて、10 月からはじまった「東洋大学エコポイント制度」の広報をも兼

ねて、参加者・入賞者には、エコポイントの付与も行われた。 

 10 月 27 日（木）の昼休みに２回にわたって行われた「ウォーキング・

ビューティー」は、歩くことを楽しみにかえることを目的にして、「美し

く」、「健康」に歩く方法を学ぶ企画である。 

美しく歩くことで体のくせが改善され、疲れずに歩くことができる。歩く姿勢がよくなると気持ちも元

気になるということで、エレベーターや車を使わず、かつ心身ともにエコ・ライフを楽しむことができる。 

講師の澁谷有里さんは、ウォーキング・アドバイザー。学生や教職員も参加する 30 分ほどのレッスン

であったが、全員が胸をはって歩くことで、姿勢もよくなり、表情も明るくなるなど、大好評であった。 

「エコ川柳」「エコアイディア」の募集は、期間中の 1 週間、学内数ヶ所に応募用紙と応募箱を置いて募集

した（写真下）。応募者は多くはなかったが、それでもいくつか佳作があった。紹介しておくと、 

○エコ・川柳

・かばんの中 出番を待ってる エコバッグ

・階段で 電気もわたしも ダイエット

・節電で ムダが多いと 気づかされ

・ちょっと待て 手持ちカバンに 入るでしょ

・エゴイスト 階段のぼれば エコイスト

○エコ・アイデア

エコ大賞には、「古紙回収 BOX」の設置を提案した

２名の方に決定。再生紙として活用できる他に、裏

の白いままの紙はコピー用紙にも使える。このアイ

デアは、学内で実現のための方法を検討中。 

これらの他にも、興味ある作品やアイデアがあった。 

 TIEPh の活動は、従来、セミナーやシンポジウムなど、これまで理論構築を目的とする行事が多かった

が、今回は実践的側面をもった催しを行った。参加者の反応は一様に好評であり、多面的な活動による「エ

コ・フィロソフィ」の確立に新たな発想を得たといえる。 
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〈2011 年度 TIEPh 活動報告〉 

・4 月～7 月 

「全学総合」講義として「エコ・フィロソフィ入門」を開講 

・10 月 8 日 

TIEPh 主催 公開シンポジウム 

「人間と自然の持続可能な関係を求めて 

―風土のしらべから」 

於：東洋大学 白山キャンパス 井上円了ホール 

・10 月 24～29 日 

学内向け企画「エコ・ウィーク」 

「ウォーキング・ビューティー」（10/27） 

「エコ川柳」「エコアイディア」募集 

・11 月 12 日 

TIEPh 後援 シンポジウム 

  「第二回 宗教と環境シンポジウム 

― 新しい文明原理の生活化と宗教」 

於：東洋大学 白山キャンパス 1 号館 1102 教室 

・11 月 18 日 

TIEPh 主催 公開セミナー 

「生物多様性という課題 

―東日本大震災からの復興を視野に」 

於：東洋大学 白山キャンパス 6 号館 6309 教室 

・12 月 17 日 

TIEPh 共催 研究会 

 「第三回人間再生研究会」 

 於：東洋大学 白山キャンパス 6 号館 6310 教室 

<今後の活動予定> 

・2 月 21 日～25 日 

 マレーシア価値意識調査（価値観・行動ユニット） 

・3 月 10 日 

東洋大学 TIEPh/茨城大 ICAS 共催国際セミナー 

「現代の人間危機と環境の危機 

―自然と共生する社会・文化のかたちとは」 
※詳細は以下をご覧ください 

・3 月下旬 

『「エコ・フィロソフィ」研究』vol.6 刊行予定 

・3 月 28 日 

活動報告会（評価委員会） 

※今後の活動の詳細は、順次ホームページにアップいたします。 
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「エコ・フィロソフィ」が特集されました！ 

一般社団法人サステイナビリティ・サイエンス・コンソーシアム（SSC）発

行の『サステナ ＮＥＷ』（ウェブ版）に「エコ・フィロソフィ」研究につい

て特集されています。以下の HP よりぜひご覧ください。（サステナは、地域、

社会、人間の未来について真剣に考えようとする人のための雑誌です。） 

『サステナ NEW』第 21 号 

○特集 エコ・フィロソフィの新たな展開

http://www.ir3s.u-tokyo.ac.jp/websasutena 

【お知らせ】 
東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ（TIEPh）/茨城大学地球変動適応科学研究機関（ICAS）  

国際セミナー 

「現代の人間危機と環境の危機―自然と共生する社会・文化のかたちとは」 

日時：3 月 10 日（土）13:00～ 場所：東洋大学白山キャンパス 6号館 6317 教室 

○第１フェーズ―文化と自然 ○第２フェーズ―社会と自然

講師：オプヒュルス鹿島ライノルト （上智大学教授） 
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国際セミナー「環境の危機と人間の危機―自然と共生する社会とは―」 

茨城大学：中川 光弘 

 東洋大学 TIEPh と茨城大学 ICAS は、2006 年に IR3S（サ

ステイナビリティ学研究連携機構）に参加したのを契機

に、国際セミナーの共同開催を通じたエコ・フィロソフ

ィの共同研究を続けて来た。この共同研究の成果は、

2010 年にノンブル社から刊行された『サステイナビリテ

ィとエコ・フィロソフィ―西洋と東洋の対話から―』に

まとめられている。今回の国際セミナー「環境の危機と

人間の危機―自然と共生する社会とは―」は、この共同

研究の第２フェーズの立ち上げとして企画されたもので、

第１フェーズでは思想研究が中心で社会科学研究が不十

分であったことの反省を踏まえて、自然と共生する社会の制度設計も視野に入れてスタートしたものである。 

 3 月 10 日に開催された今回の国際セミナーでは、まず「文化と自然」と「社会と自然」の２つの分野に

ついて、７名の報告が行われた。竹村牧男（東洋大学学長）「自然共生社会の思想的基盤をさぐる―仏教の

立場から―」、山村（関）陽子（東洋大学助手）「共生社会のダーウィニズム―『種の起源』における闘争（Struggle）

概念の分析から―」、オプヒュルス鹿島ライノルト（上智大学教授）「エコロジー、持続可能性、共生―日本

及びドイツにおける人間・自然関係の概念に関する覚書―」、中川光弘（茨城大学教授）「現代の人間危機と

自然共生社会」、岡野守也（サングラハ教育・心理研究所主幹）「新しいコスモロジーと緑の福祉国家」、亀

山純生（東京農工大学教授）「自然共生社会と風土―主体形成との関わりから―」、小川芳樹（東洋大学教授）

「人間と環境・エネルギー―主体的に関わることの意義―」の７報告である。 

 これらの報告を踏まえてパネルディスカッションが行われた。ゲストコメンテーターの上柿祟英（鹿児島

大学講師）、ジェフリー・クラーク（本郷高校講師）両氏の問題提起を受けて、「自然共生社会」実現のため

の人文科学と社会科学の統合の可能性を中心に討議が行われた。 

 自然共生社会は、環境としての自然との共生だけなく、人間の自然性の十全な発現が保障された社会でな

ければならない。そのためには、自然や社会のメカニズムの解明とともに人間としての自己の究明を深める

必要がある、との認識を共有することのできた国際セミナーであったと思う。共同研究第２フェーズでの、

今後の展開が期待される。 

 東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ（TIEPh）は、自然観探究ユニット、価値観・行動ユニット、環境

デザインユニットから構成され、さまざまな研究活動、シンポジウム、研究会を企画・運営しています。 

Newsletter  No.14  2012. 7 
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マレーシアの価値観調査と大学訪問 

価値観・行動ユニット：大島 尚 

第 2 ユニットの 4 人のメンバーで、今年の 2 月 21 日から 25 日まで、マレーシアを訪問しました。第一

の目的は、第 2 ユニットがマレーシア全土を対象に行っていた環境問題に関する価値観調査について、サ

ンプリングや訪問調査員の派遣などを委託していた現地の調査会社を訪問し、具体的な実施方法や進捗状況

を担当者から直接報告してもらうことでした。会社は、クアラルンプール市郊外のペタリンジャヤ市内のオ

フィス街にあり、責任者と面会していろいろな話を聞くことができました。第 2 ユニットでは、これまで

にアジア各国での大規模な調査を行ってきましたが、国によって事情が異なるため、実施にあたっては実際

に訪問して状況を確認する必要があると考えています。今回のヒアリングで印象的だったことは、調査の質

保証や会社の信用保証について詳しく説明してくれたこと、マレーシアではこのような研究目的の調査はあ

まり行われていないらしいこと、およびマレーシアの多民族性に関する話題でした。その後この会社からは、

調査結果の分析に役立つ多くの資料をメールで送っていただくことができました。 

マレーシア訪問の第二の目的は、大学間の研究交流を進めることでした。具体的には、国際イスラム大学

（IIUM）とマラヤ大学（UM）を訪問し、教授たちと意見交換をしながら今後共同で研究を行えそうなテーマ

を検討しました。IIUM では、まず心理学科の Noraini Noor 教授を訪ね、他の教授たちも交えて心理学の教育

や研究に関する幅広い情報交換を行いました。特に、イスラム文化のもとでの心理学教育に関するお話はと

ても興味深いものでした。次に、建築・環境設計学部長の Khairuddin Rashid 教授を訪ね、同学部の学科長た

ちと今後の研究協力の可能性について、研究費の問題なども含めて具体的に話し合いました。またUMでは、

教育心理・カウンセリング学科と文化人類学・社会学科の教授たちと面会し、連携できそうな研究テーマに

ついて今後も情報交換を続けることを確認し合いました。 

2 月とはいえ、マレーシアの気候は日本では真夏ですので、行きと帰りに少し戸惑いましたが、現地にい

る限りは快適で、とても有意義な訪問でした。 

国際イスラム大学のキャンパス 

道志村視察記 

環境デザインユニット：稲垣 諭 

 TIEPhの第三ユニットは哲学的環境デザインの探求を柱に研

究を進めているが、今回、SSC の会員でもあり、地域の自然を

生かした村づくりを進めている山梨県道志村をモデルケース

として視察した。道志村は、神奈川県相模原市の北西に接す

る、東西に 20 キロほどに延び広がった山間の村である。村の

営みの多くは、東西を貫いて流れる道志川の沿川で行われて
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いる。西から東にかけて高低差もあることから、桜の開花やホタルの繁殖の前線が一月ほどの時間をかけて

北東に駆け上がってくため、観光の名物ともなっている。とはいえ、山梨県にとどまらず国内の村の多くは、

市町村合併や吸収によって衰退の一途にあるのが現状であり、道志村もその例にもれず、人口減少、高齢化、

過疎化という問題を抱えている。にもかかわらず、この村は、一部の山の土地を所有する横浜市とも連携し、

道志川を横浜市の水源地としてクローズアップすることで、固有な自然環境価値を設定し、多くの村外者の

獲得に成功している。 

 水源地をそれとして保護し続けるためには、山の整備、育林が必要となるが、現状では NPO やボランテ

ィアの人手を介して山林の間引きを行っている。間引かれた木材は、建材として使用されるもの以外は、温

泉用のバイオマスボイラーに活用し、資源の活用の選択肢を可能な限り広げている。多くの山の所有者は、

痩せた木の間伐をみずから行うことはない。そのため、村が設立し、委託する法人にそれら廃材をバイオマ

ス燃料として買い取らせることで、より多くの自然環境改善の参入者を募ってもいる。また、高齢化や村外

移住により耕作放棄地も増えてはいるが、村が委託する法人が「道の駅どうし」を運営し、農協やその他の

企業を媒介せずに、農家と個別に取引をし、野菜や果物の販売を行うことで農業意欲の向上、雇用機会の提

供も行っている。道の駅としては全国でも上位ランクに入るほどの知名度を獲得しているらしい。現状に鑑

みれば、かなりの部分で成功を収めている村運営である。したがって重要となるのは、これまでの試みを持

続させたまま、今後の村の展望、そしていまだ注目されていない自然の活用を見出すことで、村そのものの

固有価値の創出ができるかどうかだと思われる。これら課題の設定、アイデアの創出は、そのまま第三ユニ

ットの探究課題に直結している。 

間伐された山林 村の歴史について役場に勤務する諏訪本さんに話を伺う 

  SSC 総会報告 

TIEPh 代表：山田 利明 

 サスティナビリティ・サイエンス・コンソーシアムの２４年度第１回理事会が、去る５月２６日大阪大学

会館（大阪大学豊中キャンパス）で開催された。議題は２３年度の事業報告と決算報告、２４年度の事業計

画と予算案について、役員の交代について、役員任期満了に伴う新役員の選出、新入会員の審査・承認、の

５件であった。新役員については、前期と同様、理事長に小宮山宏氏を選出、理事１８名も前期からひきつ

づき再任となった。会員状況は、教育・研究機関が１３、自治体が４、企業が１２、諸団体３、個人２５と

なっている。 

現在、TIEPh は教育委員会の正規メンバーではないが、将来的には大学院における科目の設置を目指して

いるので、オブザーバーとして委員会に参加している。今後も委員会に参加しながら、科目設置の方途を探

る。 

今回は、理事会・総会を挟み、２５日には大阪大学 CEIDS との共催により、午前「震災復興への取り組み

と、大学からの貢献」、午後「技術シーズと環境イノベーション」、「サステイナビリティ教育と人材育成」

の３セッションの研究集会が開かれ、活発な意見の交換が行われた。さらに、総会終了後、公開シンポジウ

ム「持続可能社会のグランドデザインとイノベーション」があり、小宮山理事長の基調講演など、多彩な成

果の報告が行われた。 
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TIEPh 事務局から 

 2011 年度の TIEPh の運営・研究体制に関し、外部の評価委員３名による総合評価は A(優) 2 名、B(良) 1

名でした。比較的少ない研究費のなかでも新たな学術の創成できており、公開シンポジウム等の充実による

社会と市民へのインパクトは高く評価できるとされた一方、もう少し一般的なメディアに露出し、社会と市

民への対話の継続及び自然科学を主軸とする環境学の進展と協働した社会への発信活動を期待するとの課

題も提示されました。これらの評価を真摯に受け止め、TIEPh では今後も研究活動に取り組んでいきます。 

2012 TIEPh 活動組織 （2012.7 現在） 

Toshiaki YAMADA 
Professor, Environment Design Unit 

Project Representative 

山田 利明 代表（センター長）  

環境デザインユニット 

Takashi OHSHIMA Professor, Values and Behavior Unit 大島  尚  価値観・行動ユニット 

Hideo KAWAMOTO Professor, Environment Design Unit 河本 英夫  環境デザインユニット 

Makio TAKEMURA Professor, Nature Unit 竹村 牧男  自然観探究ユニット 

Kohei YOSHIDA Professor, Nature Unit 吉田 公平  自然観探究ユニット 

Ichiro YAMAGUCHI Professor, Nature Unit 山口 一郎  自然観探究ユニット 

Shin NAGAI Professor, Nature Unit 永井  晋  自然観探究ユニット 

Tahoko SAKAI Associate Professor, Nature Unit 坂井 多穂子 自然観探究ユニット 

Kiyoshi ANDO Professor, Values and Behavior Unit 安藤 清志    価値観・行動ユニット 

Kazuya HORIKE Professor, Values and Behavior Unit 堀毛 一也    価値観・行動ユニット 

Naoya SEKIYA Associate Professor, Values and Behavior Unit 関谷 直也  価値観・行動ユニット 

Yoshiaki IMAI Research Fellow 今井 芳昭    客員研究員 

Ayano TANAKA Research Fellow 田中 綾乃 客員研究員 

Rina YOKOUCHI Research Fellow 横打 理奈  客員研究員 

Ryo NISHIMURA Research Fellow 西村 玲   客員研究員 

Satoshi INAGAKI Research Supporter 稲垣  諭  研究支援者 

Hideto NOMURA Research Supporter 野村 英登  研究支援者 

Yoko SEKI(YAMAMURA) Research Supporter 関(山村) 陽子  研究支援者 

Nobutoshi OKUBO Research Supporter 大久保 暢俊 研究支援者 

Shinji MUTO Project Research Assistant（PRA） 
武藤 伸司  プロジェクトリサーチ 

アシスタント 

Dai IWASAKI Project Research Assistant（PRA） 
岩崎 大   プロジェクトリサーチ 

アシスタント 
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東洋大学創立 125 周年によせて―エコ・フィロソフィの確立― 

機構長：山田 利明 

 エコ・フィロソフィ学際研究イニシアティブ（TIEPh）は、2006 年にサステイナビリティ学連携研究機構

（IR3S）の協力機関として発足しました。この IR3S は、サステイナビリティ・サイエンス、つまり持続的

発展学とでも表現すべき学術分野を確立するために、東京大学・京都大学・大阪大学・北海道大学・茨城大

学の５大学と、東洋大学・国立環境研究所・東北大学・千葉大学の４協力機関が連携して研究拠点を構築す

るために設けられたものです（その後、立命館大学、早稲田大学、国際連合大学も協力機関として参加しま

した）。TIEPh は、この活動の中でサステイナビリティ学の基盤となるべき哲学を提示するための活動をし

てきました。2010 年に IR3S に対する文部科学省科学技術振興調整費が終了してからも、IR3S は活動を続

け、現在では、一般社団法人サステイナブル・サイエンス・コンソーシアム（SSC）を設立して、社会的活

動を行っています。もちろん TIEPh も SSC に参加して、講演会やシンポジウムなどに加わり、エコ・フィ

ロソフィの観点からの協力を進めています。 

 昨年３月の東北地方を中心とする大震災のあと、俄かに復興の哲学や基盤的思想が求められた際にも、

TIEPh は、多くのシンポジウムに参加して、その研究の成果を示してきました。また、東洋大学のもつ哲学

研究の蓄積から、多様な復興システムも論じてきました。学内においても、エコ・キャンパス推進運動に加

わり、いくつかの行事を開催するなど、従来の哲学研究とはかなり様相の異なる活動を展開しています。ま

た全学に送信される「エコ・フィロソフィ研究」のインターネット授業も行っており、今年度は 400 名の

受講生が参加しています。 

 エコロジィを推進し、それを実践するための哲学として、研究と実践という行動のメカニズムをも網羅し

ていくエコ・フィロソフィの確立にむけて、私たちはその活動を続けていくことになります。 

スマートシティ視察記 

環境デザインユニット：稲垣 諭 

2012 年 8 月 4 日から 7 日にかけて、TIEPh

第三ユニットのメンバーとともに韓国済州島

でのスマートグリッド計画の実施およびその

展開模様を視察してきた。済州島は、長崎とほ

とんど同緯度にある火山島である。そのため溶

岩石が大地を埋めており、掘れば掘るだけ岩が

出る。この岩は道路沿いや住宅の塀に活用され

ており、ここでの固有な文化形成には岩との格

闘が内在している。そのため大規模の畑作や稲

作には向かない。 

島民は 50 万人以上もいることから、それな

りの規模の経済活動も行われている。韓国政府

は、2009 年よりこの済州島にスマートグリッ 

 東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ（TIEPh）は、自然観探究ユニット、価値観・行動ユニット、環境

デザインユニットから構成され、さまざまな研究活動、シンポジウム、研究会を企画・運営しています。 
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ド実証施設を建設し、その周辺地域に実際のモ

デル運営を行う試みを行っている。視察を行っ

たスマートグリッド情報センターでは、国がど

のようなリーダーシップをもって、どのような

実証施設を構想しているのかを説明する広報館

と、韓国電力（KEPCO）の実際の取り組みを広

報する施設からなっていた。 

李明博政権は、2020 年までの CO２排出量

25％削減、そして 2030 年にスマートグリッド

関連で 5 万人の新規雇用と 7 兆円の内需を創出

するという目標を掲げている。その実証的で大

規模なモデル施設の設定ということで、かなり

力が入った施設でもあった。 

 実際のモデル地域は、済州島の北東の地域を

四つに分け、それぞれの地区を SK テレコム、

KEPCO、allehKT、LG Electronics という四つの企

業が代表することで、各自固有のスマートグリ

ッド構想を実験的に試みる形になっている。お

そらく、いくつかの企業に最低限の規格等の統

一だけを行いながら、固有に取り組みの実現を

行わせることで、相互のメリット、デメリット

を総合し、最終的に韓国内全土への普及を目指

すのだと思われる。沿岸部は海風が強いため、

風力発電機が何十台も設置されており、それら

の電力も新再生エネルギーとして活用されてい

る。スマートグリッドの基本的モチーフは、企

業、家庭を含め末端の電力消費者が、自らの電

力使用量に身近に接することができ、自覚的に

なることで、使用量の合理的な選択をできるよ

うに誘導することにある。スマートメーターと

いうタブレット型の液晶端末に、現在の電力消費量や、供給量、価格が提示されることで、日常生活の背後

で消費されている電力量の平均データが手に取るように分かる仕組みである。平均データは、どこに無駄が

あり、使用する時間帯を変えることで、家計の出費を減らすことも可能にする。あるいは、あらかじめ電力

使用の一日のモデルをスマートメーターに組み込んでおくことで、自動でエコモードに電力が切り替わった

り、赤い警告ランプで使用量を抑制するように消費者に訴え

ることも可能になる。現段階では、電力と経済的価値を連動

させることで、生活者の行動を誘導する仕組みになっている。

そのため、中産階級以上の消費者にとっての選択肢の拡充と

いうのが、妥当なところであり、電気自動車やスマートフォ

ンというものに臆することなくアクセスできる市民が対象に

なっている。 

おそらく電力は、経済的（効率的）価値だけではなく、さ

らに多様な価値とも媒介が可能であると思われるが、現在で

はまだそこまで進んではいないようである。とはいえ、ここ

まで大規模な取り組みは日本国内ではまだ行われてはおらず、

それだけでも環境デザインを考える TIEPh の研究にとっては

実りの多い視察であった。 

新刊予告 

『エコ・デザインを考える――エコ・フィロソフィの挑戦』 2013年 3月、春秋社から刊行予定。 

思考・都市・自然・身体・社会・経済といった側面から、環境と身体と思考をつなぐ新しい哲学の誕生を目

指した論集で、「エコ・フィロソフィ」とは何か興味をもって考えてもらえるように鋭意制作中です。 
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サンシャインコースト大学訪問記 

価値観・行動ユニット：大島 尚 

 サンシャインコースト大学（University of the Sunshine Coast; USC）は、オーストラリアのクイーンズラン

ド州、ブリスベンから北へ約 100キロの海岸に近い位置にあります。東洋大学とは 2008年に学生交換、2009

年に学術交流の協定を結んでいます。オーストラリアでは非常に新しい大学で、1996 年に学生数 500 名で

スタートした後に発展を続け、現在の学生数は 8,000 名以上、2015 年までに 12,000 名にする計画だそう

です。 

 TIEPh の第二ユニットでは、2009 年 4 月に

USC からの研究員として Julie Matthews 准教

授をお迎えし、5 月 8 日に講演会を催しまし

た。教育社会学の立場から、サステイナビリ

ティの教育に関するオーストラリアの現状の

説明、および社会心理学的アプローチを考慮

に入れた教育のあり方に関する提言がなされ、

今後も共通の視点から TIEPh と研究協力を続

けることを確認しました。その際に、こちら

から USC を訪問する約束をしていましたが、

2009 年度で科学技術振興調整費によるプロ

ジェクトが終了したこともあり、3 年半後の

今回ようやく訪問が実現しました。 

 2012 年 11 月 2 日（金）に、TIEPh 第二ユ

ニットの 3 名（大島、安藤、堀毛）が USC を

訪問しました。Julie 先生の案内で、サステイ

ナビリティ・リサーチ・センターに招かれ、

所長の Tim Smith 教授や副所長の Bill Carter 准教授を始めとする多くのスタッフや大学院生を紹介され、ラ

ウンドテーブル方式で相互に自己紹介と研究内容の紹介を行うとともに、環境問題に関する意見交換や今後

の研究協力の可能性などについて活発に議論をしました。Julie 先生ももう一人の副所長です。 

 USC のサステイナビリティ・リサーチ・センター（SRC）は

2007 年に設立され、環境問題を社会科学の立場から学際的に

研究する組織として、USC 全体の研究活動の中でも重要な地位

を占めています。当初は 16 名の教員からスタートしたそうで

すが、今はさまざまな分野を専門とする 50 名以上のメンバー

が所属していて、大学院教育とも連動しながら国際的な活動を

行っています。CSIRO（Commonwealth Scientific and Industrial 

Research Organisation）、 NCCARF（National Climate Change 

Adaptation Research Facility）、SCC（Sunshine Coast Council）な

どの公的な機関や他大学との協力による多数の研究プロジェ

クトを実施しており、これまでに得た競争的研究資金は 3 億円

近くに上るそうです。Julie 先生の話では、このように急速な発

展を遂げることができたのは、Tim 所長の能力によるところが

大きいそうで、学際的な研究組織を大規模かつ円滑に運営する

ために必要な条件について、とても参考になる話を聞くことが

できました。大学の入口近くに建つイノベーション・センター

の建物の 2 階フロアーを占める広いスペースに羨ましさを感

じながら、今後の研究協力にさまざまな期待を抱くことのでき

た訪問でした。 

写真左上：USC キャンパス 

写真左下：キャンパス内にいるカンガルー 

サステイナビリティ・リサーチ・センターのスタッフと（左から 2 人目が Julie

先生、4 人目が Tim 所長）
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  環境／文化研究会例会報告 

自然観探究ユニット：野村 英登 

 環境／文化研究会は、北條勝貴氏（上智大学文学部准教授）が世話役となり、日本研究（歴史、文学、民

俗など）の若手研究者を中心に、自然環境と文化の相互関係を研究する会として 2004 年から活動している

研究会です。その研究例会が先日 8 月 25 日に東洋大学で開催されました。今回のテーマは「交感論」、自

然環境との交感を考えるための三つの報告がなされました。 

 最初は、岡耕史氏（上智大学大学院、歴史学・日本史）による「歴史研究における種間倫理への志向―動

物をめぐる議論の整理を中心に―」と題された報告です。動物倫理の思想史を遡って 16 世紀のモンテーニ

ュ、18,9 世紀のベンサム、ダーウィンからはじめて、現代、20 世紀の動物愛護運動までを、日本の動向ま

でも目配りしてまとめた上で、動物実験の倫理性や人道主義と動物の権利の関係など主要なテーマごとに問

題点を整理され、こうした問題の歴史学における展望を考察されています。 

 その次は、野田研一氏（立教大学、アメリカ文学・環境文学）による「交感論の可能性をめぐって」と題

された報告です。交感を「自然と人間のあいだに生起する心身上の呼応関係を芸術化・思想化した一形態」

として定義した上で、近代ロマン主義によって内面化され、ポストロマン主義以降否定され、人間中心主義

から脱人間中心主義へと向かいつつある交感論を、その理論的な整理と合わせて、宮澤賢治、石牟礼道子、

小池昌代といった近現代の日本人作家の作品から論じられています。 

 最後の報告は、TIEPh から筆者が「佐藤一斎における自然と身体」と題して行いました。天地自然の中に

倫理の源泉を読み込み社会規範の担保とする天人相関説の江戸儒学における展開として佐藤一斎の事例を

検討し、彼が経書の読解だけでなく、都市を離れ自然に遊ぶことでその変化の機微や陰陽の原理を学ぶこと

や、静坐による瞑想を通じて天地と心身を一体のものとする実践を推奨していたことを明らかにしました。 

 一報告あたり報告１時間、質疑 30 分、さらに総合討論も行って全体で６時間を超える時間を討議に費や

し、報告者参加者全員が参加して、種間倫理・交感論・修行論とが密接に交差した、充実した議論を行いま

した。 

TIEPh 事務局から 

TIEPh では積極的に研究成果の社会への還元に取り組んでおり、2012 年度も次のセミナーやシンポジウ

ムの実施を予定しています。内容詳細や参加申込は TIEPh ウェブサイトをご参照ください。 

2012 年 12 月 15 日（土）13 時～19 時半 

公開セミナー第四回人間再生研究会「身体と意識」 

主催：神経現象学リハビリテーション総合研究セ

ンター、共催：NPO 神経現象学リハビリテーショ

ン開発機構 

※要事前申込 

2013 年 2 月 23 日（日）予定 

国際シンポジウム「価値観の国際比較」（仮） 

共催：統計数理研究所（大学共同利用機関法人情

報・システム研究機構） 

2013 年 2 月 24 日（日）13 時半～17 時 

シンポジウム「円了×熊楠 

－近代日本のエコ・フィロソフィ」 

後援：国際井上円了学会（予定） 

2013 年 3 月 9 日（土） 

シンポジウム「天命はなおも反転する 

―人間再生の環境」 

2013 年 3 月 16 日（土）14 時～ 

公開セミナー「いのちと自然の尊さを考える」（仮） 

共催：茨城大学 ICAS

ニューズレター15号  平成 24年 11月発行 

編集 東洋大学「エコ･フィロソフィ」学際研究イニシアティブ（TIEPh） 

住所：東京都文京区白山 5丁目 28－20 6号館 4F 60458室   Tel&Fax：03-3945-7534 

E-mail：ml.tieph-office@toyo.jp  Website : http://tieph.toyo.ac.jp 
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写真１：熊楠邸の庭の安藤柑 

南方熊楠のエコロジー 

機構長：山田 利明 

 和歌山県田辺市の南方熊楠顕彰館には、熊楠が遺した厖大な筆記・メ

モ類が保管されている。もちろん図書・文書以外にも実験器具や標本な

ど、明治から大正にかけての生物学・博物学の情況を示す遺品も多くあ

る。そうした保管品の中に、明治 43 年に和歌山県知事に出された請願

書（おそらく下書か）がある。当時神社の古木が伐り倒されることが多

く、伐採の禁止を求めた請願であるが、中に「千数百年来、父祖が斧を

入れざる神林は諸草木相互の関係はなはだ密接に錯雑しており、最近で

はエコロギーという専門の研究さえ出来ている」（大意）とある。菌類

や植物の研究を行っていた熊楠にとって、神社の古林はかけがえのない

圃場であり、そのために伐採中止運動にのめり込んで行く。 

 さて、ここで熊楠のいう「エコロギー」すなわちエコロジーは、正しく

生物と環境との相互関係を論ずる生態学そのものであり、近年の環境論に重点を置いたエコロジーではない。

文脈からは、エコロギーが新しく立ち上がった研究領域であったこと、日本ではまだそれに対する訳語がな

かったことを窺うことができる。ただ明治の末には渡良瀬川の鉱毒事件もあって、ようやく環境問題に対す

る認識が起こり始めた時期でもあった。 

 顕彰館に隣接して熊楠の旧居が保存されている。その庭も熊楠にとっては実験圃場であったようで、一時

は数百種に及ぶ植物が植えられていたという。その中には、当時すでに栽培されなくなり、絶滅直前にあっ

た安藤柑（安藤みかん）の木があり、後に天然記念物に指定された。安藤柑が廃れたのは、紀伊国屋文左衛

門で名高い美味な紀州柑が多く栽培されるようになって、味の落ちる安藤柑が消えていったことによる。熊

楠はこれをジュースにすると、味がまったく変って美味となることを発見して、自身では毎日これを飲み、

人にも勧めたようである。天然記念物の安藤柑は熊楠の没後間もなく枯れ、現在のものは接木して採った二

代目であるという。 

 この庭を歩いて気が付いたことは、自然のままに放置した庭ではなく、適度な手入れがなされていること

であった。これは熊楠在世時からのことで、放置しておくと植生が変ってしまうことが大きな理由であろう。

つまり、自然との共生とはいうものの、それは人間が適切適度に手を入れることによって保たれるもので、

必ずしも放置された自然状態ではない。例えば落葉樹と常緑樹を混植すると、ついには常緑樹だけの林にな

るという。こうして一山すべて常緑樹の森になると、植生だけではなくそこに住む生物全てに影響する。生

態系そのものが変るのである。熊楠が訴えた神林の伐採中止も、植生や生態系の変化を憂えた結果である。

知事への請願書にある樹木「相互の関係密接」である森林の生態を、きわめて適切に理解していたというこ

とである。 

熊楠の時代は、19 世紀に全盛を極めた博物学がそれぞれの分野に分れて、生物学や植物学あるいは分類

学などの個々の分野として、より深化した領域へと発展していった時代であった。これは、博物学という総

合学のもつ必然的な帰結であった。熊楠も時を同じくして菌類、ことに粘菌の研究へとのめり込んでいく。 

 博物学の原語は“Natural history”である。そのまま訳せば自然史。そこには当然、環境の変化による生

態系の変遷も含まれる。それを Ecology として取り出したのはいつ頃か。おそらく明治 43 年をそれ程遡る

ことはないであろう。 

 昭和天皇は、植物や魚類の分類学で世界的に知られた研究者であった。紀州行幸の際に熊楠の進講をうけ

た。その時、熊楠は粘菌の標本をキャラメルの紙箱に入れて献上した。はるかに昭和初期の頃である。献上

といえば、立派な桐の箱か、柾目の通った杉箱に入っているものと思っていた天皇は、これを大変喜ばれた

という。熊楠の人徳であろう。 

 東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ（TIEPh）は、自然観探究ユニット、価値観・行動ユニット、環境

デザインユニットから構成され、さまざまな研究活動、シンポジウム、研究会を企画・運営しています。 
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シンポジウム『妖怪学と環境問題－「お化け調査」は何を語るか－』 

価値観・行動ユニット：大島 尚 

東洋大学を創立した井上円了は、当時の大衆が信じていた妖怪

現象は日本の近代化を妨げる迷信であるとして、「妖怪学」とい

う学問でものごとを客観的にとらえる姿勢の重要性を説いた。し

かし、近代化が進んだ今も、多くの人々が妖怪や不思議現象への

関心を持ち続けているのはなぜだろうか。 

菊地章太氏（東洋大学ライフデザイン学部）は、「もののけ姫」

に登場するコダマ（木霊）を例にあげ、人間が安心して暮らせる

環境では妖怪も安心して暮らせると語る。井上円了の時代には、

人々のまわりにはあやかしがひそむ自然や漆黒の闇夜があり、そ

れらを恐れる人々に科学的・合理的に考えることの重要性を訴え

る意味があった。科学技術の発達した現代に闇夜はなくなったが、科学への過信が自然破壊や悲惨な災害を

招いている。菊地氏は、聖書にある「神を恐れることは知恵のはじめである」の「神」を「自然」に置き換

え、環境問題と結びつく現代の妖怪学が必要とされているのではないかと主張する。 

吉野諒三氏（統計数理研究所）は、調査研究において、データの背後にある人々の意識の深層に注意を払

うことの重要性を説きながら、かつて林知己夫氏が中心となって実施した「お化け調査」の意味を解説する。

この調査は、人々の素朴な宗教的感情、迷信、死生観などを、巧みな回答項目の設定により尋ねたものであ

った。吉野氏も同様の調査を行っており、「あの世を信じる」とする回答が最近の日本の若者で増加してい

ること、国際比較調査ではシンガポール、台湾、日本などが霊魂や超自然現象に肯定的であるのに対して、

中国やアメリカは合理派が多く否定的であることなど、合理的態度に国民性の違いがあることを指摘する。 

真鍋一史氏（青山学院大学総合文化政策学部）は、日本・ドイツ・スウェーデンにおける調査から宗教意

識を比較する。キリスト教のような「教義」を持つ世界宗教が、アニミズムのような原初的宗教の発展形だ

とする考え方に対して、ポストモダンと呼ばれる現代においては新しい傾向が生まれているのだという。調

査結果から、デノミネーション（所属する宗派）をベースに、宗教的かスピリチュアルか、神の存在や霊的

なものの存在を信じるかなどのデータを分析してみると、制度的な宗教から個人的な意味を持つ宗教意識へ

の時代的変化を見ることができるとしている。 

堀毛一也氏（TIEPh）は、超自然的信念の社会的リアリティや、文化・社会による幸福感の違い、さらに

は環境と共生する持続可能な幸福のあり方についても考えていくべきではないかと問題提起する。 

（2013 年 3 月 16 日開催） 

「円了×熊楠―近代日本のエコ・フィロソフィ」 

自然観探究ユニット：永井 晋 

 シンポジウム「円了×熊楠―近代日本のエコ・フィロソフィ」

は、京都大学教授鎌田東二氏の特別講演、および東京大学の中島

隆博教授、東洋大学の岩井昌悟准教授、「エコ・フィロソフィ」

研究員の野村英登氏の三人によるシンポジウムの二部から構成

され、（1）まず、日本のエコ・フィロソフィの最初の提唱者と

して南方熊楠に新たに光を当て、さらに（2）彼の思想・運動と

の同時代的関連のなかで井上円了の仕事に新たな意義を見出す、

という二重の目的を持ったものである。鎌田氏の特別講演「1910

年と南方熊楠と生態智」では、「1910 年＝ハレー彗星問題」なる独自の視点が設定され、この年に同時多発

的に起こった時代を画する諸事件が突き合わされることで新たな文脈が形成されて、その中で熊楠と円了に

新たに光を当てることが試みられた。この年にハレー彗星が到来して初めて地球全体で同時的に危機意識が

芽生えたとされ、その中で熊楠の神社合祀反対運動が起こり、彼の自然科学、民俗学、密教、オカルティズ

ムなどの諸要素が結びついてエコロジー＝生態智が誕生した過程が明らかにされた。これに続くシンポジウ

ムでは、まず、中島氏がその報告「世紀の交の霊魂論」で、熊楠の霊魂論と円了の霊魂論に対するその批判

を、中江兆民の議論を間にはさむことで政治的視点から見直すことを提案した。岩井氏は、円了の著作から
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「宇宙万物に対する徳義」なる主題を発見し、そこに、革新的なものではないとは言え、円了の環境資源に

対する考えを初めて明らかにした。野村氏の報告は、「円了における催眠術と瞑想法」という、これも新た

な観点から円了の身体論を解明したものである。近代日本に初めて目覚めたエコ意識を軸として、熊楠と円

了という、あらゆる点で対極にある二人の思想をそれぞれ斬新な観点から切り取って対決させるという試み

であり、想定を超える大きな成果を出すことができた。 

（2013 年 2 月 24 日開催） 

「天命はなお反転する 人間再生のための環境 

－荒川秀作＋マドリン・ギンズとともに」 

環境デザインユニット：河本 英夫 

 20 世紀を代表する世界的なアーティストである荒川修作は、2010 年 5 月に亡くなった。荒川は、晩年名

人芸に近かったみずからの絵画や造形を捨てて、新たな環境や建築を構想し続けていた。人間の能力をさら

に引出し、健康を増進し、老化を遅らせるような環境設定を構想していたのである。 

たんなる持続可能な環境だけではなく、さらに人間の生存にとって有効な環境を考案しようとしていた。た

とえばエレベーターの使用を控えて、電気を節約しようというのは、抑制的に環境に配慮することである。

これに対して、エレベーターに乗るよりもはるかに楽しい階段を作ってしまえば、健康にも能力の開発にも

資するというようなことを考えていた。こうした方向性は、今後のエコ・フィロソフィを展開するうえで、

多くの接点を持ち、参照すべき典拠のひとつとなる。また知識は、つねに身体行為とともにあるという荒川

の構想を引き継ぐ試みも、徐々に展開できている。 

 荒川の制作した「天命反転住宅」(三鷹市)を題材にして、DVD 映画「死なない子供たち」が作られており、

まずその作品の上映会と山岡監督の講演を行った。その後シンポジウムとして、河本英夫、花村誠一、池上

高志がそれぞれ提題を行い、総合討論となった。さらに障碍者のための環境設定に関連して、DVD 映像先品

「モア・ディヴェロップメント」(河本英夫作・プロデュース)の上演を行った。多くの参加者があり、マス

コミの人たちも参加してくれて、長時間に及ぶ企画だったが、会場は熱気に溢れていた。 

（2013 年 3 月 9 日開催） 

TIEPh 事務局から 

2012 年度の TIEPh の活動は、シンポジウムや、オーストラリ

ア、韓国、山梨県道志村への視察、教科書出版など、多岐にわ

たりました。2013 年 3 月 16 日には、茨城大学 ICAS との共催

国際セミナー「いのちと自然の尊さについて考える」を開催し、

継続的な共同研究による成果も着実に蓄積しています。 

2012 年度の TIEPh の運営・研究体制に関し、外部の評価委員

３名による総合評価は A(優) 3 名でした。TIEPh の多様な活動に

よる学術的意義が高く評価される一方で、今後はこれまでの研

究成果を、メディアを通して市民へと還元するという課題も提

示されました。 

2013 年度は、各ユニットが連携した、より学際的かつ実践

的な成果を示すよう、日々研究を進めています。 茨城大 ICAS との共催セミナー 
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山田利明・河本英夫・稲垣諭編著 『エコロジーをデザインするーエコ・フィロソフィの挑戦』紹介 

2013 年 3 月、『エコロジーをデザインするーエコ・フィロソフィの挑戦』（春秋社）が刊行

されました。本書は、東洋大学エコ・フィロソフィの教科書として、「自然」、「社会的ネッ

トワーク」、そして「身体」の、折り重なる関係を捉え、「持続可能な世界」へ導くための

方法の探求を主題としています。例えば、人工的里山・里海、循環するゴミ処理モデル、

サステイナブルな水資源利用、小さい建築の設計など、環境問題に取り組む際の、未来を

デザインするための探求とアイデアを提示する画期的な教科書です。ぜひご一読ください。 

2013 TIEPh 活動組織   （2013.7 現在） 

Toshiaki YAMADA 
Professor, Environment Design Unit 

Project Representative 

山田 利明 代表（センター長）  

環境デザインユニット 

Takashi OHSHIMA Professor, Values and Behavior Unit 大島  尚  価値観・行動ユニット 

Hideo KAWAMOTO Professor, Environment Design Unit 河本 英夫  環境デザインユニット 

Makio TAKEMURA Professor, Nature Unit 竹村 牧男  自然観探究ユニット 

Shin NAGAI Professor, Nature Unit 永井  晋  自然観探究ユニット 

Tahoko SAKAI Associate Professor, Nature Unit 坂井 多穂子 自然観探究ユニット 

Ryosuke YAMAMOTO Associate Professor, Nature Unit 山本 亮介 自然観探究ユニット 

Asako NOBUOKA Lecturer,  Nature Unit 信岡 朝子  自然観探究ユニット 

Kiyoshi ANDO Professor, Values and Behavior Unit 安藤 清志    価値観・行動ユニット 

Kazuya HORIKE Professor, Values and Behavior Unit 堀毛 一也    価値観・行動ユニット 

Kazunari YAMADA Professor, Values and Behavior Unit 山田 一成  価値観・行動ユニット 

Naoya SEKIYA Associate Professor, Values and Behavior Unit 関谷 直也  価値観・行動ユニット 

Ichiro YAMAGUCHI Research Fellow 山口 一郎    客員研究員 

Yoshiaki IMAI Research Fellow 今井 芳昭    客員研究員 

Ayano TANAKA Research Fellow 田中 綾乃 客員研究員 

Ryo NISHIMURA Research Fellow 西村 玲  客員研究員 

Satoshi INAGAKI Research Fellow 稲垣  諭  客員研究員 

Taisuke KARASAWA Research Fellow 唐澤 太輔  客員研究員 

Yoshie HAYAKAWA Research Fellow 早川 芳江  客員研究員 

Dai IWASAKI Research Associate 岩崎  大  研究助手 

Hideto NOMURA Research Supporter 野村 英登  研究支援者 

Nobutoshi OKUBO Research Supporter 大久保 暢俊 研究支援者 

Shinji MUTO Project Research Assistant（PRA） 
武藤 伸司  プロジェクトリサーチ 

アシスタント 

ニューズレター16号  平成 25年 7月発行 

編集 東洋大学「エコ･フィロソフィ」学際研究イニシアティブ（TIEPh） 

住所：東京都文京区白山 5丁目 28－20 6号館 4F 60458室   Tel&Fax：03-3945-7534 

E-mail：ml.tieph-office@toyo.jp  Website : http://www.toyo.ac.jp/site/tieph/ 
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シンポジウム「南方熊楠：神と人と自然」 

機構長：山田 利明 

今年 3 月に行ったシンポジウム「円了×熊楠－近代日本のエ

コ・フィロソフィ－」を発展させ、南方熊楠のもったエコロジ

ーの意識を明らかにするシンポジウム「南方熊楠：神と人と自

然」が、10 月 12 日（土）に井上円了ホールで開催された。今

回は和歌山県田辺市南方熊楠顕彰館との共催。荒俣宏氏が「熊

楠と紀州的自然観」と題して講演され、特に東北地方の自然認

識と対比させながら、南方熊楠のもった動物・植物・自然のあ

り様について論じられた。その後、熊楠研究の第一線で活躍さ

れる唐澤太輔氏（早稲田大学社会科学総合学術院助教）・野村

英登氏（本学 TIEPh 研究員）・増尾伸一郎氏（東京成徳大学人文

学部教授）・安田忠典氏（関西大学人間健康学部准教授）の４

氏から、研究成果の発表があった。続いて田村義也氏（本学TIEPh

研究員）の司会によって、荒俣氏と発表者 4 氏とのパネルディ

スカッションに移り、南方熊楠のもった環境意識や熊楠研究の

可能性を論じた。4 氏の発表はそれぞれ熊楠のもった哲学的意

識や身体観、あるいは説話研究をテーマとするもので、熊楠の

学術的意義を明らかにするものであったが、安田氏の発表は、熊楠と田辺に焦点をあてた風土史的

研究であった。これらを素材として、パネルが構成され、興味ある展開となった。 

 シンポジウム終了後、懇親会が開かれ、学長、田辺市長をはじめ、荒俣氏や発表者、あるいは顕

彰館スタッフ、田辺市観光協会など多数の関係者が集った。会場には田辺市の名産品が出され、参

加者の歓談が盛り上がった。また、当日朝から田辺市観光協会の女子職員が、平安時代の女性の旅

装をして学内をめぐり、熊野古道の PR につとめた。 

 今回のシンポジウムは、本学と田辺市の初のコラボ

レーションであり、田辺市長と学長の挨拶では、今後

もこうした催しを通して、協力していきたい旨の発言

があった。本学としても、田辺市に拠点を設けること

で、研究や成果公開などの際に、大きな利点となるも

のと思われる。周知のように、和歌山県には、熊野か

ら大台ケ原に至る手つかずの自然が残されており、エ

コ･フィロソフィあるいはエコ・デザインにとっては、

貴重な調査研究の対象となる。今後の相互協力が期待

されるところである。 

（2013 年 10 月 12 日開催） 

 東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ（TIEPh）は、自然観探究ユニット、価値観・行動ユニット、環境

デザインユニットから構成され、さまざまな研究活動、シンポジウム、研究会を企画・運営しています。 

Newsletter  No.17  2013. 11 
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カリフォルニア視察 

環境デザインユニット：河本 英夫 

海外のスマート・エネルギー都市を視察する試みは、海外事情の複雑さのために、インドと中国は断念し、

今年度はアメリカ西海岸を選択した。8 月 26 日にサンフランシスコに到着し、主要ターゲットは北に 150

㎞ほど登った広大な地熱発電所の訪問である。サンフランシスコじたいは、海洋の冷たさのせいで夏でも

20 度前後だが、都市近郊を出ると、亜熱帯性のカリフォルニアの気候が覆っている。11 月まで雨がほとん

ど降らないのである。サンフランシスコ市街の電車は、ハイブリッド電車だと表示されている。坂道が多い

ので、時々はディゼルエンジンを使っているのかもしれない。郊外に出ると、枯れ芝生のような雑草地が延々

と続く。この広大さと人口密度から見て、二酸化炭素削減がほとんど生活実感に結びつかないことがよく分

かる。 

巨大な前壁で名高いヨセミテ国立公園も訪れた。岩登りでも有名な景勝地である。一部に山火事があり、

道路が封鎖されていた。テレビのニュースでも流れるほどの火事である。ところが自然発火による火事であ

れば、急いで消火しようとはしない。山火事が一定の確率的頻度で出現するのであれば、自然鎮火を待つの

である。ヨセミテの休息所では、リスが人間に近づいてくる。このリスにエサをあたえると罰金(200 ドル)

が科せられる。アメリカの環境政策は、「人為を控える」ことがベースである。 

 地熱発電所 CALPINE は広大な敷地をもつ。100 年ほど前にハンターが発見した間欠泉地帯であり、地熱

発電を開始して半世紀以上になる。家庭用の電気だけであれば、サンフランシスコの全家庭の需要を賄うこ

とができるほどの電力を発電している。東京電力管内には、地熱発電を主要電源としているところがある。

八丈島である。島民 8000 人の必要電力は、2 本の生産井で賄われている。地熱は、相当大きなエネルギー

源である。ところが 1997 年に施行された「新エネ法」で環境エネルギー対策項目から外されてしまい、地

熱エネルギーの研究者、技術者は、職を代えるかアジア諸国に出てしまった。エネルギー源は、本来マトリ

ックスとして確保されるべきものである。 

ヨセミテ国立公園 地熱発電所 CALPINE 

（2013 年 8 月 26 日‐29 日） 

第 23 回世界哲学会議報告 

環境デザインユニット：稲垣 諭 

 2013 年 8 月 3 日より 9 日まで、ギリシアのアテネで開

催された第 23 回世界哲学会議（XXIII World Congress of 

Philosophy）に参加し、Round Table にて研究発表を行って

きた。この学会は、五年に一度行われている哲学のオリン

ピックのようなものであり、世界各国から研究者が集まり、

互いに発表の成果をぶつけ合う学会である。そのため参加

人数も千人を超え、ほぼ一週間の学会期間中、何百人もの

研究者が報告を行っている。今学会のテーマは、「問いとし

ての哲学と生命の道（Philosophy as Inquiry and Way of Life）」

であったため、古典哲学の解釈をめぐるワークグループか
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ら、生命倫理や環境倫理といった現代的課題に取り組むワークグループまで多様な分野からの発表が組織さ

れていた。ハーバーマスやエーコといった著名な哲学者も参加し、特別公演が組まれていたため、会自体は

とても盛会であった。国家財政の粉飾問題が起きて以降、ギリシア経済は低迷を続けているが、そうした経

済の復興に貢献することも意図されていたのかと思われるほど、街の至る所で学会の広告が掲載されていた。

産業がほとんどなく、観光による収入に頼っているギリシア財政のやむを得なさを見た気もした。 

 8 月 6 日に私が参加する RT「Phenomenology of place and environmental ethics」が行われ、その中で私は

「人間の健康を拡張する環境デザインをめぐる現象学的アプローチ」について発表した。その他の発表は、

Jeff Malpas（Australia）が「トポロジーと解釈学」、B. Bruce Janz（USA）が、「現象学とエスノフィジオグ

ラフィー」、河野哲也（日本）が「環境の現象学的倫理学に向けて」というタイトルで行われた。Malpas と

Janz は比較文化、文化人類学的視点から、固有化され、位相化される場所の重要性を説き、河野は生態心

理学的な意味での場所についての重要性を説いた。それに対して私は、高齢者や障害者にとっての環境とい

う、より現実に沿った経験から場所の現象学を剔抉するよう試みた。そのため、ディスカッションでは形式

的な理論構想の話と実践的な具体化のはざまをどうするのかが問題となったが、国際的にも哲学研究の水準

はいまだ形式的、抽象的、認識論的傾向が強いことが明らかになった。環境と人間の力動的なプロセスの場

を設定するには固有のフィールドが必要になる。それはいまだ普遍化できるようなものではないし、かとい

って個別的事実でもない。その場所の設定こそが、環境の現象学にとっての枢要な問題になることが確認さ

れてセッションは終了した。全体的に見ても、充実したセッションであり、活発な質疑応答も見られた。 

（2013 年 8 月 3 日‐9 日） 

第 1 ユニット研究会報告 
研究助手：岩崎 大 

本年度より新たに TIEPh に参加する研究員のうち、第一ユニッ

トの 3 名による研究発表会が行われた。唐澤太輔客員研究員は、

エコロジー運動の先駆けとして南方熊楠が行った神社合祀反対

運動の根底にある自然観を、西洋哲学の生命論を踏まえつつ掘り

下げる意欲的な発表を行った。信岡朝子研究員は、環境問題を伝

えるために用いられる環境表象としての写真や図表が、伝える側

や伝えられる側によって独自に物語化されて認識されるという

事態を、東日本大震災の報道写真等を事例にしつつ考察し、物語

化によって隠蔽、抑圧される現実に目を向けることの意義を示し

た。山本亮介研究員は、現代日本文学におけるエコロジーについ

て、村上春樹等の小説を基に考察し、とりわけ、古川日出男の近

作に現れる人間と動物の関係についての先進的な感覚に、環境意識に対する新たな可能性を見出した。 

3 名の新研究員による発表は、近現代日本の自然観をそれぞれの角度で探求するものであり、昨年度来第

1 ユニットの主なテーマである南方熊楠研究のさらなる充実、メディア論を含めた環境問題の伝達に伴う現

実への考察、現代小説家による特異な感性から導出される新たなエコロジーの可能性の提示といったように、

これまで TIEPh が行ってきた自然観探求を深化、拡張させる実りあるものであった。今後の継続した研究に

よって、エコ・フィロソフィの学際的な探求と実践を導くことがおおいに期待される。 

（2013 年 7 月 30 日開催） 

全学総合講義「エコ・フィロソフィ入門」開講 

研究助手：岩崎 大 

秋学期より東洋大学全学総合科目として、白山キャンパス、朝霞キャンパス、川越キャンパス、板倉キャ

ンパスをカメラで繋いで行う学部講義「エコ･フィロソフィ入門」が開講された。毎週異なる専門家による

オムニバス形式で、エコ・フィロソフィの取り組みとその意義を学ぶこの講義は、TIEPh 研究員のみならず、

連携する研究者を招いて、幅広い視点で展開される。これまでにも既に、哲学、自然学、生態学、社会心理

学、国際間会議や宇宙開発など、学際性に富む講義が行われている。 
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 エコ・フィロソフィにおいて重要なことは、知識の蓄積では

なく、自ら考え、行動する実行力にある。受講した学生は、毎

週講義後に、1．講義内容の要点のまとめ、2．講義内容に対

する疑問点や自身の意見、3．講義に関する感想および自由記

述、という 3 点を記述し、ミニレポートとして提出すること

が義務付けられている。この作業は、学生が講義内容を正しく

理解した上で、それを自分自身の問題として消化する力を養う

ためのものである。全 15 回の講義で、環境に対する学生の意

識と行動の変容を目指し、「エコ･フィロソフィ」の基盤を形成

していく。 

（2013 年 9 月 26 日～2014 年 1 月 16 日） 

TIEPh 事務局から 

1．今後の活動予定 

TIEPh では積極的に研究成果の社会への還元に取り組んでおり、2013 年度も次のセミナーやシンポジウ

ムの実施を予定しています。内容の詳細や参加申込は TIEPh ウェブサイトをご参照ください。 

2013 年 12 月 15 日（日）12 時～17 時 

公開セミナー第五回人間再生研究会 

「認知神経リハビリテーションは何になりうるのか？―システムと経験の再生」 

共催：神経現象学リハビリテーション総合研究センター 

：NPO 神経現象学リハビリテーション開発機構 

※要事前申込 

2014 年 1 月 11 日（土）13 時～17 時 

シンポジウム「いのちの尊さを考える」 

主催：東洋大学学術研究推進センター 

2014 年 2 月 22 日（土）13 時～ 

公開セミナー「自然といのちの尊さについて考える」 

共催：茨城大学地球変動適応科学研究機関(ICAS) 

 その他、2014 年 3 月にもさまざまなセミナーやシンポジウムを企画しています。詳しくは、TIEPh のホ

ームページ、または、次回のニュースレター（2014 年 1 月発行予定）でご確認ください。 

2．研究員の新規加入 

10 月より、新たに客員研究員として、吉田公平研究員、田村義也研究員、王媛研究員の三名をお迎えし

ました。新たな研究員をお迎えして、TIEPh の活動の厚みがいっそう増すことになりました。今後とも TIEPh

の活動にご注目ください。 

ニューズレター17号  平成 25年 11月発行 

編集 東洋大学「エコ･フィロソフィ」学際研究イニシアティブ（TIEPh） 

住所：東京都文京区白山 5丁目 28－20 6号館 4F 60458室   Tel&Fax：03-3945-7534 

E-mail：ml.tieph-office@toyo.jp  Website : http://www.toyo.ac.jp/site/tieph/ 
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シンポジウム「いのちの尊さを考える」 

環境デザインユニット：河本 英夫 

シンポジウム「いのちの尊さを考える」が、1 月 11 日（土）に

125 周年記念ホールにおいて開催された。このイヴェントは、学術

研究推進センターとの協力のもとに、TIEPh が企画実行したもので

ある。生命論関連の実験系の研究者を中心に、一つの講演と、4 名

のパネリストからなる研究発表を組み合わせたものである。 

講演の冒頭は、村上和雄先生による DNA 解析にかかわる日本のバ

イオ・サイエンスの展開についての話題であった。話もとてもうま

く、聴講者がリラックスして聞くことのできるものであった。ある

家庭の青年が、親しさの感じられる女性を見初め、父親にあの女性

と結婚したいと相談すると、父親はそれはやめておけと回答する。

どうしてかとさらに聞くと、父親は「お母さんには言ってはいけな

いが、あの女性は別の女に生ませた自分の子供だ」という。しょう

がないので、母親に同じ女性について「お父さんはそとに作った女

性とは結婚できないと言っている」と相談すると、母親は「結婚す

ればよいのよ、お父さんには内緒だけど、お前は実はお父さんのこ

どもじゃないんだよ」これが DNA 解析の前振り話である。講演の本題は、村上和雄先生の自伝的な話であ

る。DNA の解析で多くのことが明らかになると思われていた時期の貴重な証言と記録でもある。現在では、

DNA とタンパク系の機能とは一対一対応はせず、また DNA と形態のようなマクロ指標はほとんど対応しな

いことが明らかになっており、より詳細な研究局面に入っていることが述べられた。 

この後、シンポジウムまでの合間に、自民党衆議員議員小池百合子氏の訪問、挨拶もあった。数分間の滞

在であったが、さすがの存在感である。 

シンポジウムは、第一に生命科学部の金子(大谷)律子先生の性転換の現象についての自分自身の実験例を

もとにした話であった。性転換するさいには、起動する遺伝子に違いが出るらしくそれを突き止めた実験で

あった。ベラのような魚類は、比較的容易に性転換する。集団の中央のオスを人為的に取り除くと、周囲に

いた最も身体の大きいメスが性転換を起こすが、そのとき卵巣を精巣に組み替えていく。第二に理工学部の

寺田信幸先生による生体バランス制御の話があった。自律神経系とホルモンが関与する制御システムである。

血管壁がはがれやすくなり、分解されない血管板が心臓につまると心筋梗塞、その塊が脳に入ると脳梗塞と

なる。第三にライフデザイン学部の精神科医でもある白石弘己先生による、臨床での生活支援の話が、症例

を中心にして行われた。引きこもりの症例が多

かったが、本人による必死の自己治癒の試みの

成果が病態であるので、臨床的な支援も容易で

はない。第四に文学部の河本が、複雑系科学か

らの生命論を行った。カオス理論からの臨床例

と伸長‐圧縮変換だけで、どの程度の変化がで

るかというような話があった。 

シンポジウムの後、フロアーを含めて総合討

論が行われ、活発な議論がなされた。 

（2014 年 1 月 11 日開催） 

 東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ（TIEPh）は、自然観探究ユニット、価値観・行動ユニット、環境

デザインユニットから構成され、さまざまな研究活動、シンポジウム、研究会を企画・運営しています。 

Newsletter  No.18  2014. 4 
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「縦軸は評定値の平均値（範囲は-3 から+3）。 

どちらも平均と同じ（＝0）との差は統計的に有意であった（p<.05）。」 

環境配慮行動の実行可能性認知について（調査報告） 

価値観・行動ユニット研究支援者：大久保 暢俊 

TIEPh 第二ユニットでは、心理学を専門とする研究者が中心となり、調

査や実験といった方法を用いて環境にかかわるテーマに取り組んでいま

す。今回報告するのは、その中のプロジェクトのひとつである、環境配慮

行動の実行可能性認知の調査結果です。 

これまで、環境に対する価値観の国際比較をはじめ、TIEPh 第二ユニッ

トでは精力的に実証研究が行われています（大島, 2007, 2008, 2009, 

2012：エコ・フィロソフィ研究）。「実行可能性認知」プロジェクトでは、

環境配慮行動を促進する「行動の実行しやすさ」の要因に着目しています。

行動の実行しやすさ（実行可能性）の認知は、環境を大事にしたいと思う

態度を、それと一貫する行動に結びつける重要な心理要因です。今回は、

自己評価（自分がどれほど当該の行動を実行できると思うか）という他者

を想定しない評価と、平均他者評価（平均的に人はどれほど実行できると

思うか）、相対自己評価（平均的な人と比べて自分がどれほど実行できる

と思うか）という他者を想定した評価を同時に測定することで、実行可能性の認知に、私たちの「平均的な

他者像（≒世間の感覚）」がどの程度の強さで影響しているのかを検討しました。 

心理学的な調査は、なんらかの心理要因を含むモデルを想定します。そこで、この評価間の影響関係を検

討するための心理メカニズムとして、私たちは「平均以上効果」という心理現象の認知メカニズムを適用し

ました。平均以上効果とは、自分は少なくとも平均よりも上であると考える心理傾向のことです。この現象

の面白いところは、そのような個人が集まった社会（マクロ）レベルの状態を説明できることにあります。

もし、私たちが平均以上効果のような心理を持っていなければ、個々人の評定値の平均は理論的な中央値に

近くなるはずです（誤差を考慮したうえでも）。しかし、もし、多くの人が「自分は少なくとも平均よりは

上（マシだ）」と考えており、そのような人が大多数を占めているのであれば、平均値は理論的な中央値よ

りも大きくなります。実行可能性の認知がこの心理的性質を備えているのであれば、環境に配慮した行動を

行おうとする際、ある種の心理的バイアス（歪み）がかかることになります。このバイアスは時に厄介な存

在となることがあります。たとえば、このバイアスゆえに社会全体として「価値観は共有していても実行が

できない」という状態になってしまうなどです。本調査は、このバイアスにかかわる一連の心理・行動プロ

セスを検証することで、バイアスの所在を正確に突き止めることを大きな目的としています。 

調査は、東洋大学で開講されている「エコ・フィロソフィ入門」の受講生を対象に行いました。206 名の

学部生さんに、環境に配慮した 10 種類の行動について、どれほど実行できそうかを答えていただきました。

10 種類の行動は大きく 2 つに分類でき、ひとつは他者が行っているのをよく見かける環境配慮行動（たと

えば「部屋から出るときはエアコンや暖房を消す」など）と、他者が行っているのを見かけない環境配慮行

動（たとえば、「誰かがエコロジカルでない行動をしていたら指摘する」など）がありました（堀毛, 2012：

エコ・フィロソフィ研究）。他者が行っているのを見かける行動は、多くの人がとっている行動であり、本

来は自分だけでなく他者も「実行できる」と推測できる行動です。それに対して、他者が行っているのを見

かけない行動は、実行それ自体が難しく、自分

だけでなく他者も行うのが難しい行動です。も

し、私たちが合理的であれば、どちらの行動で

あれ平均以上効果は確認されず、理論的な中央

値と同じになるはずです。 

データ分析の結果、他者が行っているのをよ

く見かける環境配慮行動では、自分は平均より

もできると考えている人が多いということが

明らかになりました。すなわち、平均以上効果

が確認されました。さらに、その心理メカニズ

ムとして、平均情報を無視して自己情報に注目

する心理過程も明らかになりました。それに対

して、他者が行っているのを見かけない環境配

慮行動では、平均以上効果とは逆の平均以下効

果（多くの人が自分を平均以下であると考える
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心理傾向）が確認されました。そして、この心理過程には、自分が実行する際の困難度の認知が大きくかか

わっていることが明らかとなりました。 

今回は主要な結果を報告しましたが、より詳しい分析や追加の情報は TIEPh ホームページ、および研究年

報にて報告されています。興味、ご関心のある方は是非ともご覧ください。 

国際セミナー「自然といのちの尊さについて考える」 

研究助手：岩崎 大 

 東洋大学 TIEPh は、2006 年度より茨城大学地球変動適応科

学研究機関（ICAS）との共同研究を続けており、今年度も国

際セミナーを共同開催した。昨年度に開催されたセミナーで、

サステイナビリティ学にとって「自然といのち」の関係を考

えることの必要性が確認されたことをうけて、今年度は引き

続き同テーマを、より学際的な視点で掘り下げることを目的

としている。基調講演では菅沼憲治先生（聖徳大学）が「ア

ルバート・エリス博士から学ぶ－寛容について考える－」と

題し、臨床心理士として自身が用いている REBT(Rational 

Emotive Behavior Therapy)理論を基にした治療の事例を紹介

し、人間の根源的関心を引き出し、それに応じていくための方法を提示した。 

研究報告は 5 名の若手研究者で構成され、関陽子先生（東洋大学国際哲学研究センター）「獣害対策にお

ける「いのち」の課題－ニホンザルと人との関係から－」、秋山知宏先生（東京大学）「自然といのちを尊ぶ

開発について」、増田敬祐先生（東京農工大学）「人間の共同に関する環境倫理的問い－いのちの回復と自然

の取り戻し－」、上柿祟英先生（大阪府立大学）「環境哲学から見る「自然」と「いのち」―持続可能性と人

間存在の倫理―」、岩崎大（TIEPh）「自然観と死生観をつなぐ－終末期患者の視線から－」という、幅広い

視点からの研究成果が報告された。 

これらの報告を踏まえた全体討論では、司会の中川光弘先生（茨城大学）、コメンテーターの岡野守也先

生（サングラハ教育・心理研究所）およびジェフリー・クラーク先生（本郷高校）から、全ての報告に通ず

る問題提起を、「ポストモダンのコスモロジー」としてとらえ、それについてのコメントがあった。活発な

議論の末に、共同体を含めた他者関係に基づく自然といのちの尊さの自覚、という環境形成の必要性が確認

され、今後の継続的な研究連携による実践が期待される、意義深い会となった。 

（2014 年 2 月 22 日開催） 

「第五回 人間再生研究会」 

研究助手：岩崎 大 

TIEPh 環境デザインユニットは、障害者再生のための環境構築を目的とする人間再生研究会を毎年開催し

ている。2013 年 12 月 15 日に自治医科大学で開催された本研究会では、聴衆を含め、脳神経系のリハビリ

テーション治療に関わる様々な分野の専門家が集った。今年度のテーマは「認知神経リハビリテーションは

何になりうるのか？－システムと経験の再生」であり、TIEPh が進めている神経現象学リハビリテーション

研究についての報告も行った。 

講演は、精神科医の加藤敏先生（自治医科大学）が「作業

療法の吟味―回顧と展望」、神経内科医の加藤宏之先生（国際

医療福祉大学病院）「脳卒中後の脳運動ネットワークの再構築

と脳機能画像診断」と題して講演を行った。さらにシンポジ

ストとして河本英夫先生(TIEPh)、池田由美先生(首都大学東京

健康福祉学部)、大越友博先生（芳賀赤十字病院）、稲垣諭先生

(TIEPh)がそれぞれの最新の研究、事例を紹介した。能力の再

生、治療行為の目的、治療プロセスにおける経験の拡張等と

いった事象を、哲学的な環境デザインの視点から捉えなおす

ことの必要性、そして、そこに見出されるリハビリテーションの展開可能性を、個々の臨床家が実践するた

めの方法について、会場を含んでの活発な議論が取り交わされた。 

（2013 年 12 月 15 日開催） 

1645



研究年報「エコ･フィロソフィ」研究第 8 号 

昨年度末に「エコ･フィロソフィ」研究第 8 号を発行いたしました。以下の論文は TIEPh ホームページで

もご覧いただけます。 

「柳田國男の農業文化環境論１」（河本英夫）

「「語り手」という動物―小説の言語行為をめぐる試論―」（山本亮介）

「南方熊楠と曖昧な「エコロジー」：序説」（田村義也）

「今、神道を見直す―Something Great への感嘆と崇敬の念―」（唐澤太輔） 
「散楽から舞楽へ―芸能伝承の視点から―」（王媛）

「社会的ジレンマにおける「監視ボランティア」の可能性と有効性」（大島尚）

「環境配慮行動の実行可能性認知と困難度の関係」（大久保暢俊・東垣絵里香）

「ウエスト・コースティング」（河本英夫）

「エコ・スペクトラム１――「環境金融論」」（河本英夫）

「死生観と自然観をつなぐ環境デザイン－ホスピスにおける風景の意義－」（岩崎大）

「プロセスとしての臨床（1）ナラティブという経験は何を示唆するのか」（稲垣諭） 
「プロセスとしての臨床（2）臨床-内-存在の現象学」（稲垣諭） 
「セルフ・セットアップ 記憶への旅立ちの日々に」（河本英夫）

2013 年度の活動報告

５月  

和歌山県 南方熊楠顕彰館視察 

７月  

ニューズレターNo.16 発行 

研究活動報告会（自然観探求ユニット） 

場所：東洋大学白山キャンパス 

８月  

アメリカ合衆国カリフォルニア州 地熱発電所 

および自然環境視察（環境デザインユニット） 

９月  

東洋大学の「全学総合授業」として 

「エコ・フィロソフィ入門」を開講 

2013 年度 全学総合 IB『エコ・フィロソフィ入門』 

１０月 

TIEPh 主催 シンポジウム（自然観探究ユニット） 

「南方熊楠：神と人と自然」 

場所：東洋大学井上円了ホール 

１１月 

ニューズレターNo.17 発行 

１２月  

TIEPh 主催 研究会（環境デザインユニット） 

「第五回人間再生研究会」 

場所：自治医科大学地域医療情報研究センター 

１月 

TIEPh 共催 シンポジウム（環境デザインユニット） 

「いのちの尊さを考える」 

場所：東洋大学 125 周年記念ホール 

２月 

TIEPh 共催 国際セミナー（自然観探究ユニット） 

「自然といのちの尊さについて考える」 

場所：東洋大学白山キャンパス 

３月 

「エコ・フィロソフィ」研究第８号、第８号別冊発行 

TIEPh 共催 研究会（環境デザインユニット） 

「方法論研究会」 

場所：東洋大学 6 号館 第三会議室 

TIEPh 主催 特別セミナー（価値観・行動ユニット） 

「コンサベーション心理学の可能性 

―自然を思いやる心を育てるには―」 

場所：東洋大学白山キャンパス 5 号館 5310 教室 

活動報告会（評価委員会）

3 月開催のイベントについては次号のニューズレターにて報告いたします。その他、2014 年度もさまざ

まなセミナーやシンポジウムを企画しています。詳しくは、TIEPh のホームページでご確認ください。 

ニューズレター18号  平成 26年 4月発行 
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フィロソフィとしての自然 

センター長：山田 利明 

中国の古典詩を評して、唐詩は情緒、宋詩は理知といわれる。確かに唐詩には風情にうったえて、

情緒纏綿たる情景を眼前に現出させるものが多い。李白や白居易の自然描写は、例えば「秋色、梧

桐に老ゆ」といっただけで深まる秋を肌に感じさせるものがある。それに対して、「少年老い易く

学成り難し」（朱熹）とくれば、もう既に始めからお説教である。もっとも、おそらくこの詩は最

初からお説教のつもりで作られたのであろうが、お説教を詩にすること自体、唐人には考えられな

かったことであろう。 

ところが、宋代の絵画には見事写実的自然描写、情感あふれる描法をもったものが少なくない。

特に北宋の画院にその傾向が強い。徽宗帝は、画家に詩句を示してその詩意を描かせた、といわれ

るが、一方では「画論」が書かれるようになるのもこの頃からである。それは、描かれる対象のも

つ「気」の表現、あるいは描き手の「気」をどのように表現するのかという議論にも発展した。こ

れは宋学のもつ気論の反映であるが、一体に初めに理念を構築し、その理念に向かって芸術を作り

あげるという姿勢が、いかにも近代的思惟に通じる。 

文学と環境というと、今日的には珍しくもないが、一千年前の自然意識を考えるといえば、違っ

た側面を見い出すことが出来よう。そんな思惑から、来年度には日本宋代文学学会と日本道教学会

という二つの学会との共催行事を予定している。いずれも中国文学、中国宗教に関わる専門学会で

あるが、フィロソフィとしての自然を考えるには、かなり興味ある展開が期待される。 

コンサベーション心理学の可能性 

価値観・行動ユニット：大島 尚 

 2014 年 3 月 15 日（土）15 時より、ウースター大学（アメ

リカ・オハイオ州）のスーザン・クレイトン教授を招いて、特

別セミナー「コンサベーション心理学の可能性―自然を思いや

る心を育てるには―」を開催した。自然保護の観点から人間と

自然環境との関わりを研究対象とするコンサベーション心理

学は、環境問題を扱う人間科学として近年注目されており、応

用的な研究も含めて急速に発展している分野である。クレイト

ン氏は、その第一人者と目される研究者であることから、はじ

めに氏の講演を聞いたのち、価値観・行動ユニットの堀毛一也

教授による指定討論と、参加者を交えた全体討論という流れで

セミナーが進められた。 

クレイトン教授の講演は、「自然の中での自己発見：人間と

自然界とのつながり」と題するもので、まず自然環境との心理

的なつながりに基づく個人のアイデンティティ（環境アイデンティティ：EID）の概念による問題

提起から始められた。 

 東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ（TIEPh）は、自然観探究ユニット、価値観・行動ユニット、環境

デザインユニットから構成され、さまざまな研究活動、シンポジウム、研究会を企画・運営しています。 

Newsletter No.19  2014. 8 
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そして、EID が人々のウェルビーイングや気候変動に対する危機感、環境保護の行動に影響するこ

とを示し、EID を形成する要因として個人の自然体験、文化や国、および社会的体験が重要である

と指摘した。特に、社会的体験の例として動物園や水族館の意義が強調され、人間と動物との比較

や自然の価値に対する社会的規範、さらには動物に対する感情的なレベルでの共感を通して EID が

高められ、その結果として環境問題への関心が強まると主張した。いずれの話題も調査や観察によ

る実証データに基づいて述べられ、非常に興味深く、かつ説得力のある内容であった。最後に、現

在中国で進めている研究プロジェクトの一端が報告され、これまでの知見を反映した環境教育の実

践による効果を調べる計画であることが紹介された。 

堀毛教授は、自身がポジティブ心理学の立場から行ってきたサステイナブル心性や主観的ウェル

ビーイングに関する研究を紹介しながら、EID 尺度と心性尺度の関連性、文化差の問題、コミュニ

ティを単位とする研究の必要性などについて質問

をした。クレイトン教授は、いずれも今後の問題

として重要であり、協力的に研究を進めていくべ

きテーマであるとの見解を述べられた。 

その後、参加者からの質問やコメントが多数出

され、活発に議論が行われたが、特に文化差にか

かわる問題が多く取り上げられ、今後は日本やア

ジア諸国などで同様の研究を進めるべきであるこ

とが合意された。コンサベーション心理学の立場

からの研究は、日本ではまだほとんど行われてい

ないことから、まずは日本人を対象とした実証研

究を積み重ねていくべきであることが、価値観・

行動ユニットのメンバー間で強く意識された。 

（2014 年 3 月 15 日開催） 

ARAKAWA+GINS という経験 －22 世紀身体論を目指して－の参加報告 

環境デザインユニット：稲垣 諭 

2014 年 5 月 24 日に東京都三鷹市にある天命反転住宅内にて上記のトークイベントが催された。

TIEPh の第三ユニットに所属する稲垣が、話題提供者として「未来の環境デザイン」についての発

表を行ってきた。その他の講師として、関西大学文学部教授の三村尚彦先生、高千穂大学人間科学

部準教授の染谷昌義先生、コメンテーターとしてシステムアーティストの安斎利洋先生が、それぞ

れの発表および発表へのコメントを行った。 
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荒川修作および彼の作品とのかかわりは、TIEPh の創成期に遡る。哲学的環境デザインを彫琢す

るための筆頭モデルとして取り上げられたのが彼の作品群だったからである。本イベントでは、荒

川が先を見据えていたはずの 22 世紀の身体論をテーマとして議論が行われた。今からおよそ 100

年後に生きる人間はどのような身体をもち、どのような環境で暮らしているのか。結論が出るはず

のない問いを共有することで何が見えてくるのかがテーマの核心である。参照点として現在から

100 年前の身体を振り返ってみると、世界人口が 20 億人、日本の人口が 4000 万人、日本人の平

均寿命は 40 代半ばの時代である。それは、感染症との闘い、数々の戦争の勃発、高度成長の息吹

がようやっと感じ取れるような時代であった。おそらく 100 年前の人間で、現代の私たちの生活

を予測できたものは誰もいなかった。だとすれば、100 年後の身体を考えるには、どの程度の可能

性を見積もっておけばよいのか。 

発表者の三村は、心理療法家のジェンドリンの研究をきっかけに荒川修作にたどり着き、そこか

ら「有機体―人間」という世界を人間化する概念の検討を行った。染谷は、心身問題の軛から身体

を解放し、精神が制御する身体ではなく、環境という意図に埋め込まれた身体への転回を説いた。

稲垣は、荒川の基本タームである「ランディング・サイト」、「クリービング」、「ブランク」を手が

かりに、どのようにすればそれぞれのタームに含まれる経験のネットワークを再編できるかを検討

した。 

ランディング・サイトの集合体が環境内で再編されると、有機体―人間は新たなものになってし

まう。たとえば知覚のランディング・サイトが、イメージのランディング・サイトに圧倒されてし

まうと統合失調症の病態に近づき、知覚とイメージのランディングの範囲が正確に重なるようにな

ると、自閉的な字義通り性が出現する。だとすれば、これまで着地したことがないところへのラン

ディングを身体能力の拡張とともに行うことが、22 世紀の人間の可能性につながることになる。

そのさいの環境の設定はどのようなものであるべきか、最終的には結論には至らないにしても、多

くの可能性を吟味したトークイベントであった。 

（2014 年 5 月 24 日開催） 

方法論研究会「方法としてのオートポイエーシス」 

環境デザインユニット：武藤 伸司 

本センターの河本英夫研究員が、2014 年 3 月 1 日に東洋大学

国際哲学研究センター（IRCP）の主催する方法論研究会で、「方

法としてのオートポイエーシス」という講演を行った。河本研究

員の提唱する「オートポイエーシス」の理論は、TIEPh 第三ユニ

ットの研究目標である環境デザインの探究と実践における骨子

であるだけではなく、現代哲学を牽引する重要なものである。講

演では、オートポイエーシス研究の歴史的な変遷と基礎的な解説

が中心となった。 

オートポイエーシスという理論は、自然科学ないし経験科学の

成果を用い、それらから哲学的な原理として昇華したものである。

それは、ある何らかのシステムにおける自己組織化という事態そ

のものを指摘したものであり、その指摘は、単に外的な観測によ

って説明されるのではなく、システムそれ自体の発生におけるそ

のプロセスを内側から記述するものである。このオートポイエーシスという概念は、もともと諸科

学の研究成果より発生したものであるという来歴からすれば、学際的な性格を持つのは当然である

が、しかしこの点こそが重要であり、オートポイエーシス概念の内実は、科学、芸術、医療などに

寄り添う中で、つまり、その現場で生じている実践的、活動的な事態に寄り添う中で、把捉される

のである。河本研究員による今回の講演は、主催の IRCP の方法論研究だけでなく、TIEPh の研究指

針を確認する上でも、重要なものであった。 

（2014 年 3 月 1 日開催） 
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2014 TIEPh 活動組織 （2014.4 現在） 

Toshiaki YAMADA 
Professor, Environment Design Unit  

Project Representative 

山田 利明  代表（センター長） 

環境デザインユニット 

Takashi OHSHIMA Professor, Values and Behavior Unit   大島  尚  価値観・行動ユニット 

Hideo KAWAMOTO Professor, Environment Design Unit 河本 英夫  環境デザインユニット 

Makio TAKEMURA Professor, Nature Unit 竹村 牧男   自然観探究ユニット 

Shin NAGAI Professor, Nature Unit 永井  晋  自然観探究ユニット 

Tsutomu SAGARA Professor, Nature Unit 相楽  勉  自然観探求ユニット 

Tahoko SAKAI Associate Professor, Nature Unit 坂井 多穂子 自然観探究ユニット 

Ryosuke YAMAMOTO Associate Professor, Nature Unit 山本 亮介  自然観探究ユニット 

Asako NOBUOKA Lecturer,  Nature Unit 信岡 朝子  自然観探究ユニット 

Kiyoshi ANDO Professor, Values and Behavior Unit 安藤 清志    価値観・行動ユニット 

Kazuya HORIKE Professor, Values and Behavior Unit 堀毛 一也    価値観・行動ユニット 

Kazunari YAMADA Professor, Values and Behavior Unit 山田 一成   価値観・行動ユニット 

Ryo NISHIMURA Research Fellow 西村  玲  客員研究員 

Satoshi INAGAKI Research Fellow 稲垣  諭  客員研究員 

Yoshiya TAMURA Research Fellow 田村 義也  客員研究員 

Taisuke KARASAWA Research Fellow 唐澤 太輔  客員研究員 

Yoshie HAYAKAWA Research Fellow 早川 芳枝  客員研究員 

WANG Yuan Research Fellow 王 媛 客員研究員 

Shinji MUTO Research Fellow 武藤 伸司  客員研究員 

Dai IWASAKI Research Associate 岩崎  大  研究助手 

Hideto NOMURA Research Supporter 野村 英登    研究支援者 

Hayato MASUDA Project Research Assistant（PRA） 
増田 隼人 プロジェクトリサーチ 

アシスタント 
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イースト・コースティング(2014 年 20 日-24 日) 

環境デザインユニット：河本 英夫 

アメリカ東海岸で感じられるのは、巨大な再生力である。突発的な事件によって、多くの死者が

出ても、再生に向けたデザインのなかに組み込んでいくだけの構想力もすごい。「グラウンド・ゼ

ロ」は、まるで現にそこに存在する映画のワンシーンのようでもある。場所の喚起力を最大限活用

するように作られている。死を悼む記念碑が、構想を拡大するための祈念となり、贅肉を削ぎ落と

した建築物が無数の選択を広げるように設定されている。圧倒的な力強さとソフィストケートされ

た奥行きを兼ね備えた建造物である。 

ハイライン・パークは、かつて 2 階を走っ

ていた貨物鉄道網を、そのまま公園として作

り変えたものである。2 階を歩道として活用

するだけで都市の景観は一変する。たとえば

大学の校舎間の移動は、すべて建物の間の 2

階の歩道になっていれば、風景は変わってし

まう。筑波大学と仙台の東北福祉大で一部実

現されているが、景観が 2 階とそこでの歩

行という位置から構成されてくる。地面は

一般に静止のための場所である。ところが

2 階は、移動のための場所である。もちろん

移動の途中に休む場所も設定されているが、基本的には移動という動作によって、また移動という

動作をつうじて成立するように設定されている。この作り変えの構想力は、都市建設に別の選択肢

を提示している。静止とは異なる機能性で成立する建築物である。2 階は、鳥瞰的な視点や眺望を

提供するところではない。見通しが良いわけでもない。なにか宙吊りの感覚に近い。そうした移動

の視点を、公園として設計したのである。 

サイエンス・バージェ（平底船）は、多くの教訓をあたえる

ものとなった。ある意味で、エコと称する企てが、何故貧相に

なり、多くの者たちを感動させるところまで行かないのかの

理由を示す教材でもある。海上での生活が可能になれば、人工

の島でのタイム・スパンの異なる生活圏を形成することがで

きる。しかしそれは、もっと大きな構想力で作り出されなけれ

ばならないものである。エコの多くの企画は、どこかミニチュ

ア(玩具)のようになってしまう。それは現在の生活感覚を拡張

するのではなく、すでにあるものの一部を切り取りまるで教

材のように設置しているからである。 

最大の眼目であるアラカワの仕事場と、イーストハンプト

ンに残された「バイオスクリーヴ・ハウス」を見学した。アラ

カワの仕事場には晩年の作品が、とても多く残されていて、彼

が晩年に何を構想していたかが部分的には良くわかった。ク

レーやキリコたちが構想した多重性（ポリフォニー）を空

東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ（TIEPh）は、自然観探究ユニット、価値観・行動ユニット、環境デ

ザインユニットから構成され、さまざまな研究活動、シンポジウム、研究会を企画・運営しています。 
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間そのものの多重性にまで拡張しようとしていたことがわかる。だが遺産相続が決着しないために、

こうした遺作をいまだ公開できる手順が整わないのである。 

4 日目にはボストンに移動して、MIT の研究塔を見学した。ボストンは、アメリカで最も古くか

らある都市のひとつで、大学と教会を中心にして作られたヨーロッパ風の都市である。人口も 60

万人強であり、市街には日本で言う路面電車が走っている。MIT からは、数十名のノーベル賞科学

者が出ている。人材を集めるだけの魅力があるに違いない。一般に建物から創意・工夫まで誘導す

ることは困難である。とすると人材を集めて形成した人的環境が大きく作用していると考えるより

ない。 

八丈島地熱発電の記
センター長：山田 利明 

東京から東南にほぼ 300km、黒潮の本

流の中央に八丈島はある。東西にひょう

たん形をした島は、西側に八丈富士（西

山）と東側に三原山（東山）という二つ

の山からなり、八丈富士の南の沖１km ほ

どの海中より屹立する急峻な岩山のよう

な八丈小島という島をもつ。 

八丈島は火山活動によってできた島で

ある。およそ十数万年前、八丈島は現在

の三原山と八丈小島の二島からなる一群

の島であった。十万年程前に三原山が噴

火して活発な火山活動を続けたが、数千年前に活動を休止した。今日では、かつて用いられた死火

山・休火山・活火山という区分がなくなり、長期間活動していない火山も活火山とみなされるから、

八丈島は立派な活火山島ということができる。実際、八丈富士（標高八五四 m）の頂上は、カルデ

ラを形成し、直径約四〇〇m・深さ六〇m の陥没地となっている。ここから流れ出した熔岩が山を

下って海に落ち込み、それがむき出しのまま残されたのが、千畳岩海岸である。ところが地熱の熱

源は、新しい八丈富士よりも古い三原山に偏っていて、温泉も三原山側にあり、地熱発電所も三原

山の麓にある。もっとも、これは三原山が古い火山で侵食や崩壊も進み、雨水を多く貯えているか

らとも考えられる。いずれにしても、八丈島に地熱発電所が設けられて、全島需要のほぼ１/4 を

まかなっている事実は、この島の生成に深く関わる。 

地熱発電は、マグマによって熱せられた地下水（水蒸気）を用いてタービンを回して発電する方

法である。日本の多くの蒸気井は熱水卓越型と称される蒸気と熱水が同時に噴出する井戸であるた

め、これを蒸気と熱水に分離して蒸気だけを取り出さなければタービンは回せない。そこで気水分

離器に通して、蒸気と熱水とを分けて用い

る方法を採用している。 

発電後の温水の利用法は多岐にわたる

が、八丈島では温室の熱源が主要な利用法

となる。これは八丈島の集落の形成に問題

があり、民家が全島にまばらに散開（八丈富

士の西側には民家なし）しており、パイプを

通すのにきわめて都合が悪い。したがって

発電所の附近に建てた温室の維持、それも

冬期のみの利用となる。それでも一年中マ

ンゴーやパパイアなどのトロピカルフルー

ツが実るのは、東京都としては珍しい。欲をいえば、これを産業として起す方法を考えるべきで、

東京印、あるいは東電印のバナナやマンゴーなど、それなりのブランド化が図れると思うが……。

実際、民家の軒先に吊るして熟成させていた土産のバナナを食べると、外国産のそれよりも甘味が
1652



強く、香りもよかった。そこの主婦がい

うには、ガスを使わずに自然に一週間ほ

ど蒸らすとこういう味になる、というこ

とであった。 

島の西側から北西にかけては、未開の

原生林である。温泉は多いが名湯ではな

い。名だたる名旅館も格調あるホテルも

ない。太平洋のまっただ中にあるのに、

白い砂浜もなければ、リーフもない。第

一、砂浜そのものが申し訳程度の広さに

熔岩の黒っぽい砂でしかない。つまり流

行の観光地にはならない。だからこそ全島にこれだけの自然と風物が残ったといえる。ただ道路だ

けは立派な国道・都道が走っている。これを除けば、四〇〇年前にこの島に流された浮田秀家の見

た景色とさほど変るまい。これが八丈島の基本的資産である。東京の宝といってよい。 

2014 年度 TIEPh 第 1 ユニット研究会 

自然観探究ユニット：野村 英登 

2014 年 7 月 30 日に東洋大学白山校舎において上記の研究会が実施された。第 1 ユニットでは、

ここ数年、東西の伝統的な自然観に関する研究の蓄積を基礎として、その成果を現代社会との結び

つきを明らかにすべく、探究をさらに広げて近代日本における自然観の問題を大きなテーマとして

扱うようになってきている。それを踏まえて今回は、野村英登（TIEPh 研究支援者）「霊気説からみ

る自然と身体−佐藤信淵から玉利喜造へ−」、早川芳枝（TIEPh 客員研究員）「中上健次の自然描写と

異人（まれびと）の表象」、相楽勉（TIEPh 研究員）「初期日本哲学における「自然」の問題」の三

つの報告が行われた。 

野村報告では、明治から昭和前期の農学者であった玉利を取り上げ、国学、中国思想、南蛮天文

学が混淆した江戸後期の佐藤の霊気説を受容しながら、さらに近代の生物学的な知見を取り込み、

霊気説を人間の身体内部の機構まで通底させ、明治大正期の治病と修養を兼ね備えた精神療法的実

践の理論的基盤を提供したことが論じられた。 

早川報告では、「差別が日本的自然の生みだすものであるなら、日本における小説の構造、文化

の構造は同時に差別の構造でもあろう」という、「物語と名づけるよりしょうがない」ものとして

自然を捉える中上の思考について、『枯木灘』や『地の果て至上の時』といった作品においてどの

ように展開されているかが論じられた。 

相楽報告では、西洋の「哲学」なるものに日本で最初に向き合った人々の思索において、nature

としての自然とのかかわりがどのように考えられたかが、西周、井上円了、井上哲次郎、西田幾多

郎を事例として、客観的自然「物」の科学的考察と人間の「心」の哲学的探究の関係を軸に論じら

れた。 
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いずれの報告も東洋と西洋、伝統と近代といった二項対立に囚われることなく、エコ・フィロソ

フィの多元的な様相をテクストにもとづいて堅実に論じようとしている。なお全ての報告は年報で

の論文化を予定しているが、すでにインターネットで動画公開しており、参考資料と合わせて誰で

も視聴が可能である（http://www.toyo.ac.jp/site/tieph/56587.html）。視聴者の批正を待ちたい。 

熊野古道視察報告 

研究助手：岩崎 大 

2014 年 9 月 19 日から 21 日にかけて、TIEPh 第一ユニット（自然観探究ユニット）と第三ユ

ニット（環境デザインユニット）合同で、紀伊半島にある熊野古道を視察した。古道を歩きなが

ら、熊野三山の熊野那智大社、熊野速玉神社、熊野本宮や、「ゴトビキ岩」と呼ばれる巨大な霊岩

のある神倉神社などを参拝した。加えて、和歌山県田辺市にある南方熊楠顕彰館で、「南方熊楠と

熊野古道」という特別企画展セミナーに参加した。 

日本書紀にも記される自然崇拝の地である熊野古道は、2004 年に「紀伊山地の霊場と参詣道」

として世界遺産登録を受けているが、神仏習合や神社合祀運動、自然開発など、その歴史は平坦

なものではない。熊楠が居住し、研究し、守ろうとした生物多様性に満ちた自然環境は、古道の

中に息づいているが、熊楠が求めたのは単なる自然保護ではなく、共生であり、そこには、一歩

ごと、一呼吸ごとに感じられる、自然に対する体験的な意識が伴う。熊野には、自然と人間を結

びつける体験を、文化として醸成させる環境デザインのヒントが隠れている。田辺市のサステイ

ナブル・ツーリズムの試みなど、自然観の気づきを誘発するような活動を今後も期待したい。 

事務局からのお知らせ 

１．プロジェクトリサーチアシスタント新規加入 

2014 年 11 月より、プロジェクトリサーチアシスタントとして竹中久留美氏を事務局にお迎えいたしました。 

２．TIEPh ホームページがさらに充実しました 

アウトリーチ活動の一環として、研究会の動画と資料を公開いたしました。是非ご参照ください。 

ニューズレター20号  平成 26年 12月発行 

編集 東洋大学「エコ･フィロソフィ」学際研究イニシアティブ（TIEPh） 

住所：東京都文京区白山 5丁目 28－20 6号館 4F 60458室   Tel&Fax：03-3945-7534 

E-mail：ml.tieph-office@toyo.jp   Website : http://www.toyo.ac.jp/site/tieph/ 
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新年度への期待 

センター長：山田 利明 

 1 月から 3 月にかけて、TIEPh では、3 回にわたってシンポジウムを

開催した。本号ではその概要を報告しているので、詳しくは該当の記事

をお読み頂ければ幸いである。 

平成 23 年度より交付を受けた私立大学戦略的研究基盤形成事業とし

ての活動は、本年度が最終年度となる。そのために、今年度は成果報告

を兼ねたシンポジウム等を多く予定しており、エコ・フィロソフィの研

究活動と教育実践の具体例を提示し得ることと思う。ただし、TIEPh の

活動はこれで終了するのではなく、来年度以降も外部資金を得て研究を

続けていくことになる。サスティナビリティ学構築の一端を担って以来、

10 年が経過した。この間、TIEPh が公表してきた独自の成果と研究姿勢は、大きく評価されてきた。

こうした資産を継承し活用するためにもさらなる展開を必要とする。 

 この 5 年間についていえば、サスティナビリティ・サイエンス・コンソーシアム(S.S.C.）の設立

に参加し、和歌山県田辺市の南方熊楠顕彰館との相互協力、あるいは荒川修作事務所との共同作業

など、全国規模の活動実績を残してきた。今年度も更なる大きな連携を作りあげていきたい。 

 かつての哲学は、紙とペンとによって生み出されてきた。ところが例えばレヴィ＝ストロースの

ように、未開社会を体験することで、ひとつの理論を完成させた研究者が出た。それは例えばいま

私たちが直面している気候の大変動の中から、いくつかの理論が生まれてきつつあることと軌を一

にする。考える力、変革する力を示したい。 

『自然といのちの尊さを考える 

―エコ・フィロソフィとサステイナビリティ学の展開』刊行 

自然観探究ユニット：竹村 牧男 

 本書『自然といのちの尊さを考える―エコ・フィロソフィとサステイ

ナビリティ学の展開』（ノンブル社）は、この前後 10 年ほどにわたる

ICAS（茨城大学地球変動適応科学研究機関）と TIEPh との共催による国

際セミナーを中心とした共同研究活動の成果をまとめたものである。

地球社会の環境問題やサステイナビリティの問題に対処するに、近年

は技術的な方面では多大の成果を上げてきているが、やはり根本的に

は社会組織のあり 

方や人間のライフスタイルを変革していく上で哲学・思想の確立が欠

かせないことであろう。特に現代社会を主導してきた近代合理主義が

基づく divide and rule（分けて支配する）の立場を見直す新たな文明原

理の確立が、緊要の課題である。その人々への浸透は必ずしも容易で

はないものの、私たちは地球の未来を拓く方向性を真摯に探究し、発

信していく営みは欠かせないと考えている。本書はそのささやかな成

Newsletter No.21  2015. 5 
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果である。関心を同じくする方々にはご一読いただき、種々ご指導賜ることができれば幸甚である。 

 TIEPh の私立大学戦略的研究基盤形成支援事業としての活動は、2015 年度でひとまず終了する。

しかし関係者のご理解・ご協力を得て、これまで積み重ねてきたエコ・フィロソフィ追究の活動は、

ICAS とも協力し合い、さらに続けていきたいものと思っている。特に若い気鋭の研究者が、この

重要な課題を引き続き取り組んで行ってほしいと思う。そのための環境が整うことを、ひとえに祈

念するものである。（本書序文より抜粋） 

「大地の思想―風水・聖地・里山」シンポジウム 

センター長：山田 利明 

3月17日13時30分より、白山キャンパス6号館で、

風水・聖地・里山を主題にして、この３つを結びつけ

る思想的探求を試みるシンポジウムを開いた。発表者

は大形徹・大阪府立大教授（「中国の風水思想と洞天福

地」）、宮本久義・東洋大教授（「思想としてのガンジス」）、

田村義也・TIEPh 研究員（「南方熊楠と紀南の神社林」）、

河本英夫・東洋大教授／TIEPh 研究員（「課題としての

里山」）であった。大形氏は景観のもつ力、特に従来の

風水説で説かれた気による択地ではなく、むしろ水流

に重点を置いた地力を論じ、宮本氏もガンジス河のも

つ宗教的な浄化作用を説く。また田村氏は、明治末年

に起こった紀南における神社林の伐採に関わる南方の

反対運動から、神社林のもった作用を明らかにし、河本氏は里山の機能を論じて水の流れに及ぶ。

四者それぞれの立場から、いずれも水流・水の作用に及んだ。 

 確かに生き生きとした大地あるいはものを生み出す大地とは、潤いのある土地、緑濃い景観をも

つ。風水やガンジス河、また神社林や里山をこのようにして重ねてみると、同じコンセプトの上に

異なった思想や宗教が構築されたとみることも可能で

ある。そうなるとガンジスの沐浴と神社の禊祓、風水の

水流と里山の水機能は基盤を等しくする。 

 照葉樹林文化帯という概念がある。北部インドからイ

ンドシナ半島、中国江南から琉球、九州に至る米作文化

圏を指し、ここには餅、麹による発酵食品、味噌など共

通する食品や歌垣、漆など共通する文化がみられる。そ

うなるとガンジスの沐浴と江南の禊祓、神社の禊川は一

連の文化的基盤を語ることができる。水と文明の関わり

を如実に示したシンポジウムであった。 

（2015 年 3 月 17 日開催） 

国際シンポジウム「ドイツ文化とエコロジー」

環境デザインユニット：河本 英夫 

ウイーン大学・哲学・教育学部の正教授 G.シュテンガー氏をお招きして、国際シンポを行った。

シュテンガーさんは、間文化哲学をテーマとして掲げたヨーロッパの研究機関でも数少ない研究者

であり、もちろん現在のドイツ語圏での最も優秀な哲学者の一人である。文化の現象学という観点

での議論で、技術をどう考えていくかというところに焦点があった。ハイデガーの技術論、ハーバ
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マスの技術処理を基本とする技術論等々を手掛かりにしな

がら議論が進められた。日本の職人の技術は、技芸とでも呼

ぶべきもので、ヨーロッパとの違いは、美観や美意識との融

合や手仕事の細かさにあると思われる。しかもどこかに手元

仕事(ブリコラージュ)が含まれている。 

 河本英夫の議論は、農のありかたにかかわっていた。農は

自然の滋力を最大限に発揮させる試みであり、この一部が経

済的ネットワークと成り、農業と呼ばれている。農は緑地と

自然環境の維持にとって最大の推進力である。日本の農業の

展開を考えると、アメリカやオーストラリアではモデルには

ならず、むしろドイツをモデルケースとして複眼的に構想を立てていくのがよいと思われる。こう

した議論を基調としている。 

ヨーロッパ先進国の農業は、いずれも補助金によって支えられており、農業の維持はいつも難し

い問題である。つまりモデルケースを作りながら、それを拡張するようにしてしか進んでいくこと

ができない営みになっている。その意味でドイツと日本は、適合的なモデルを提供し合えるのであ

る。バイエルン州で見られるエネルギー生産(メタンガスの生産)と農業を組み合わせた兼業農家の

事例があり、成功事例として取り上げた。 

 山口一郎は、原発事故にかかわる議論を批判的に検討するスタイルの議論であった。日本の原発

事故については、多くの検討と議論が展開されてきたが、そのなかの一つを取り上げて詳細に検討

するというものであった。原発事故のような規模の大

きい事象を扱う論理的な仕組みの不備をしていく議論

である。ここでは科学的データの扱いをどう考えるの

かという難しい問題を避けて通ることができない。と

いうのも原発事故のような問題は、事象の性格の上で、

実験－検証を行うことができないからである。 

 3 名のパネラーの発表の後、総合討論を行った。ヨー

ロッパと東アジアでの原発の扱いには大きな落差があ

る。原発は未成熟な技術だと考えて縮小していくヨー

ロッパと東シナ海沿岸にさらに原発が建設され続けて

いる東アジアでは、どうしても議論に隔たりが出る。

エネルギー政策としては、再生エネルギー比率を増やしていくことにはまったく問題がないが、再

生エネルギーは小さな装置を多くの場面で作り上げていく、多発的なネットワークにならざるをえ

ない。そこにネットワーク(システム)の組み立てとして多くの工夫が必要となる。 
(2015 年 3 月 10 日開催) 

福島視察報告 

環境デザインユニット：武藤 伸司 

2015 年 3 月 12 日から 13 日にかけて、震

災と原発過酷事故から 4 年経った福島の現

状を知るべく、福島県の浜通り地方への視察

を行った。視察ルートは、12 日に福島市か

ら相馬市へと東進し、今年 3 月 1 日から全

線開通となった国道 6 号線を南下し、いわ

き市で 1 泊、そして、１３日にいわき市の

復興状況を視察し、郡山に戻って富岡町の仮

設住宅を訪問するというものである。 
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国道６号線を南下する途中、南相馬市にあるソー

ラー・アグリパーク（一般社団法人福島復興ソー

ラー・アグリ体験交流の会）という、企業セミナーや、

小中学校の生徒に対する体験学習を行う施設に立ち

寄って、南相馬のエネルギー、農業復興の取り組みに

ついて聴講し、その後、この法人の代表理事と様々な

議論をすることができた。特にこの施設において特徴

的なことは、復興アピールの単なるパビリオンではな

く、子どもたちに向けての長期的な復興、発展への職

業的動機付け、そして、企業に対する新たな農業モデ

ルのビジネススキームを具体的に提示し、実行してい

る点である。土地柄において、また今後の経済活動の見通しについて、農業というのは欠かせない

キーワードであるが、しかし農作物の栽培、流通には、多くの法的規制があり、実行が難しい。そ

こで、この施設を運営している法人は、農業用地ではなく、工業用地を活用し、土地に関する規制

を回避し、また栽培した作物は、企業の一括買い上げという方法で、流通に関しても独自に行う方

法を採っている。こうしたビジネスによる収益を、ビジネスモデルの開発と子どもたちへの教育活

動と並行して行い、将来の投資としてのシ

ステムの継続性を生み出そうとしていた。 

いわき市内の復興状況を視察する中で、

特に小名浜港は、震災前の活気を取り戻し

ていたことが印象的であった。そこでは、

津波対策と復興事業を兼ねた、新たな堤防

兼漁業施設の建設が行われていた。その後、

郡山市へと西進し、富岡町の仮設住宅群を

視察した。町役場の職員から、富岡町とい

うコミュニティの再生が、時間の経過とと

もに困難になっている現状を聞くことが

できた。コミュニティは一定の形を維持す

るには、単に人々が行政単位としての町に

所属意識を持っているだけでは限界があり、現実にどこか場所（土地）を必要とする。しかし富岡

町には既に土地がない。散逸していく町民の現状に、根本的な困難があると考えられ得る。 

（2015 年 3 月 12 日～13 日） 

即興ダンス・ワークショップ 

環境デザインユニット：河本 英夫 

即興ダンスセラピーを世界各地で展開し続けている岩下徹さんというダンサーがいる。山海塾

（天児牛大座長）のメンバーである。舞台での新作を作成中ということで、忙しい合間を活用して、

即興ダンスのワークショップをやってもらった。このときが岩下さんとは初対面である。身体は思

考と異なり、感じ取るしかない。それ

は知るという働きとは随分と異なる。

そのためさまざまなダンサーが、それ

ぞれに身体の活用法をもっている。 

岩下さんのワークショップは、まず

全身から力を抜くことから始めた。力

を抜くことは容易ではない。手を回転

状にぶらぶらさせるところから始め

るが、上半身に回転を与えるのだから
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足はきっちりと踏ん張っていなければならない。その状態から床に寝そべってみる。そして立ち上

がる。このとき自分の足、上体各所に力を籠めるが、さらに床の面から押されていることを感じ取

るようにという指示が、岩下さんから出された。これはかなり難しい課題である。 

通常歩行しているとき、地面に対して足を踏ん張るが、

そのとき踏ん張っている足を感じ取ることはできる。し

かし足を踏ん張ることができるのは、地面に押し戻され

ているからである。ニュートンの力学では、「反作用」

に相当する。手で机を押してみる。押す感覚は誰にでも

わかる。しかし机が動かないのであれば、机から同じだ

け手は押されていることになる。この押されているとい

う感覚は通常はもてないのである。それを回復するよう

にという岩下さんの指示である。それによって地面、床

という環境を身体とともに回復していくのである。 

寝転がったまま、アミーバーに成れというのが次の指

示である。アミーバーを見たことのある人はほとんどい

ないと思うが、それでも誰であれアミーバーのイメージ

はもっている。ともかくもアミーバー状の動きをそれぞれがやってみる。そんなに簡単に身体は動

いてはくれない。 

こうしていろいろな動きから自分の身体を可能性を含めて感じ取ることを試みる訓練であった。

学生・教員も 20 名を限定して参加した。その後その日のまとめのようにいくつか要点について対

談を行った。岩下さんの身体表現はとても洗練されたものである。しかしそのとき身体が本来もつ

野性味、粗暴さ等々はどのようになるのか。それじたいは大きな課題であり、次回のワークショッ

プに残しておきたい課題でもあった。 

（2015 年 2 月 16 日開催） 

「第六回 人間再生研究会」 
環境デザインユニット：稲垣 諭 

 2014 年 12 月 13 日（土）に、東洋大学にて恒例

になっている人間再生研究会が行われた。今回は、

テーマを「記憶」として設定し、東京大学の野崎大

地先生に講演をしていただいた。自然科学系の記憶

研究は、人間での実験が倫理上難しいことと、余計

な変数が多すぎることから、大半が動物実験にて行

われている。しかも、言語的報告が動物ではできな

いため、宣言的記憶ではなく、非宣言的記憶（手続

き記憶）の定量的変化を指標として実験は組み立て

られる。野崎先生の発表では、サルにレバーを押さ

せる課題を組み合わせることで、以前の運動記憶の

コンテクストが継続的に現在の動作遂行に影響を与

えたり、あるいは課題の組み合わせに応じて以前の

記憶をウォッシュアウトさせることができることが

示された。これは、運動記憶には可塑性があり、そ

れへの操作的介入が可能であることを意味している。

リハビリ臨床といった現場に対応可能にするにはい

まだ相応の時間が必要であるにしても、興味深い知

見であった。 
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その後、TIEPh からは河本英夫研究員が「遂行的

記憶」について、首都大学東京の池田由美先生が「認

知運動療法における記憶の活用」について、それぞ

れ講演していただき、最後に富士リハビリテーショ

ン専門学校の三田久載先生と市川市リハビリテー

ション病院の月成亮輔先生による症例研究発表が行

われた。 

記憶の問題は、どこを出発点にするのかに応じて、

異なる経験領域を巻き込んでしまう。知覚と記憶、注意と記憶、情動と記憶、運動と記憶、どれを

とっても記憶が関与しているように思えてしまう。記憶の輪郭を捉える試みは今なお大量の課題が

含まれており、今回の研究会はそれを再認するよい機会になった。 

（TIEPh ホームページにて「第六回人間再生研究会」の一部の動画、資料がご覧になれます） 

（2014 年 12 月 13 日開催） 

天命反転トーク 

環境デザインユニット：河本 英夫 

環境を考えるさいに、身体の環境から考えていくのが基本となる。植物は、ほとんどつねに大地

と地続きであり、大地の刻印を帯び、環境と一体になっている。環境条件が変われば、自分の身体

を作り変えて適応していく。動物の身体は可動性の身体であるため、環境の変化に対しては移動を

つうじて対応する。身体から考えていく環境論は、人間にとってかなり見えにくい領域でもある。

というのもたとえば魚が周囲の水をどのように感じ取っているのかは、簡単には分からないからで

ある。そうした場所から考察を進めていくために、身体表現をおこなっている人たちとの対話を試

み、環境への感度を再生させていくことから開始したいと願っていた。 

荒川修作＋マドリン・ギンズのデザインした建築物が、三鷹にあり、天命反転住宅-In Memory of 

Helen Keller-と命名されている。今回、ABRF, Inc. （荒川修作＋マドリン・ギンズ東京事務所）の

協力を得て、ここを会場としてダンサーの田中泯さんと

対談することになった。ABRF, Inc.代表の本間桃世さんに

は、司会役を勤めていただいた。当日は、哲学科の学生

を中心に、10 名強の参加者があり、その意味ではまたと

ない環境教育の会場ともなった。 

田中泯さんは、ダンサーのなかでは比較的饒舌なほう

だと感じられた。住まいと稽古場のある山梨で有機農業

を営んでいる。当日は、もっぱら私（河本）が聞き役と

なり、田中泯さんに存分に話していただくようにした。

田中泯さんは、ともかく話のなかで反応できる箇所を見
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つけ、それを拡大するようにして話してくれた。ことに植物や食物の話では盛り上がった。 

なぜ人間は踊るのかは、明確に語ろうとすると膨大な言葉が必要となるが、人間の踊るという本

性は長い歴史をもち、そのなかで「踊る身体」とでも呼ぶべき歴史を継承し、それを前に進めてい

くという田中泯さんの自分自身の配置は、とても興味深いものがあった。というのも歴史的に継承

されるものの代表は、科学的には遺伝情報と言語化された文化だが、実際には身体をつうじて、身

体の動きによって継承されるものが大半だと考えられるからである。そしてそこに人間に固有の環

境がある。   

（2015 年 1 月 17 日開催）
（写真提供：ABRF, Inc.） 

ワークショップ「自然といのちの尊さについて考える」 

研究助手：岩崎 大 

TIEPh 第一ユニット（自然観探究ユニット）が

2006 年度より継続して行っている、茨城大学地球

変動適応科学研究機関（ICAS）との共同研究は、一

昨年度より、「自然といのちの尊さについて考える」

という、環境問題においても、哲学においても根本

的なテーマを据えている。2014 年 11 月 15 日に開

催した共催ワークショップでは、これまでの研究成

果を書籍として刊行するために、執筆者を中心にし

た議論を行い、それぞれの内容を吟味するとともに、

改めて問題意識とその対応策を検討した。研究分野や世代を異にする研究者が集まってはいるが、

これまでの国際セミナーでも、現代社会という特殊な社会構造における「尊さ」の文脈の希薄化が

問題意識として共有されていた。今回のワークショップでは、自然科学的世界観では認識できない

価値意識を別様の世界観によって導く可能性や、若手研究者が自ら体験してきた、関係性の欠如を

引き起こす社会環境への危惧などが主な論点となった。自然といのちの尊さという自明なことがら

が揺らぎつつある現代において、この自明性を回復するための哲学的実践が、これまでにないかた

ちでの環境問題への実践へとつながっていくということが確信できるような会であった。そしてこ

の会の議論を踏まえて、3 月に『自然といのちの尊さを考える―エコ・フィロソフィとサステイナ

ビリティ学の展開』を刊行する運びとなった。 

（2014 年 11 月 15 日開催） 

ＤＶＤ作品「イノセント・メモリー－身体記憶の彼方へ」刊行 

環境デザインユニット：河本 英夫 

感情や情動の問題を映像化して作品とした。感情や情動に

とって最大の難題は、それらの記憶である。この記憶の場面を

有効に描けるような作品にしたいと考えていた。人間環境の

もっとも緊要な要素は、感情の記憶である。精神分析医の十川

幸司さんをメインの映像として、これまでの作品と同様に多彩

な映像を活用して、作成した。今回は、夏目漱石「夢十夜」、

レイモン＝ラディゲ、バタイユ、川端康成『眠れる美女』等々

の文章を活用した。映像作品は、私にとって 7 作目である。 
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 制作プロセスについて説明しておく。テーマを決めて、まず台本を書く。これが原作と成り、そ

れに必要な映像を実際に使うもの以上に多くのものを収集する。そこからコンピューターで作って

いくのである。映画のような映像に仕上がっていくこともあれば、技巧を組み込んだルポのような

出来となることもある。 

(2015 年 3 月刊行) 

2014 年度の活動報告

４月 

ニュースレターNo.18 発行 

５月 

TIEPh 共催 研究会（環境デザインユニット） 

「ARAKAWA+GINS という経験－22 世紀身体論を目指

して－」 場所：三鷹天命反転住宅 

７月 

TIEPh 主催 研究会（自然観探究ユニット） 

場所：東洋大学 6 号館第 3 会議室 

８月 

ニュースレターNo.19 発行 

八丈島地熱発電所および自然環境視察 

（自然観探究ユニット、環境デザインユニット） 

荒川修作関連施設およびニューヨーク・ボストン環境デ

ザイン関連施設視察（環境デザインユニット） 

９月 

南方熊楠顕彰館および熊野古道視察 

（自然観探究ユニット、環境デザインユニット） 

2014 年度東洋大学「全学総合科目」として 

全学総合 IB『エコ・フィロソフィ入門』開講（～1 月） 

１１月 

TIEPh 共催 ワークショップ（自然観探究ユニット） 

「自然といのちの尊さについて考える」 

場所：東洋大学 6 号館文学部会議室 

１２月 

ニュースレターNo.20 発行 

TIEPh 主催 研究会（環境デザインユニット） 

「第六回人間再生研究会」 

場所：東洋大学 6 号館 6B15 教室 

１月 

TIEPh 主催 研究会（環境デザインユニット） 

「天命反転トーク」 場所：三鷹天命反転住宅 

２月 

TIEPh 主催 即興ダンス・ワークショップ 

（環境デザインユニット） 

「身体の内発性」 

場所：東洋大学白山キャンパス井上円了記念ホール 

３月 

「エコ・フィロソフィ」研究第 9 号、別冊第 9 号発行 

ニュースレターNo.21 発行 

書籍『自然といのちの尊さについて考える－エコ･フィロ

ソフィとサステイナビリティ学の展開』茨城大学 ICAS

との共同刊行 

DVD 作品『イノセント・メモリー－身体記憶の彼方へ－』

発行 

TIEPh主催 国際シンポジウム（環境デザインユニット） 

「ドイツ文化とエコロジー」 

場所：東洋大学 6 号館 6404 教室 

福島被災地環境視察（環境デザインユニット） 

TIEPh 主催 シンポジウム（自然観探究ユニット） 

「大地の思想―風水・聖地・里山―」 

場所：東洋大学 6 号館 6209 教室 

活動報告会（評価委員）

事務局からのお知らせ 

・第一ユニット研究会（7 月）および第六回人間再生研究会（12 月）の模様は一部ホームページにて公開してお

ります。3 月開催のイベントについては、順次情報を公開していく予定です。 

・2015 年度には書籍『エコ･ファンタジー －環境への感度を拡張するために－』（仮）の刊行を予定しており

ます。環境問題そのものが抱える困難に処する新たなアプローチを、TIEPh 研究員やこれまで連携してきた研

究者が、一般の方々に向けて語りかけます。

ニューズレター21号  平成 27年 5月発行 

編集 東洋大学「エコ･フィロソフィ」学際研究イニシアティブ（TIEPh） 

住所：東京都文京区白山 5丁目 28－20 6号館 4F 60458室   Tel&Fax：03-3945-7534 

E-mail：ml.tieph-office@toyo.jpWebsite : http://www.toyo.ac.jp/site/tieph/ 
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『エコ･ファンタジー』刊行 

環境デザインユニット：河本 英夫 

ここ 5 年間の TIEPh の活動の総決算とでも呼ぶべき論集『エコ・ファンタジー』(山田利明、河

本英夫編、春風社)が公刊された。目次は以下のようになっている。 

はじめに 河本英夫 

I 環境への思い 

1 ファンタスティックな環境 岩崎大 

2 触覚性環境 河本英夫 

3 食料自給率 山田利明 

4 レジリエントな自然共生社会に向けた生態系の活用 武内和彦 

II 一歩後退二歩前進 

5 非合理の合理性 住明正 

6 ケンムン広場：生物多様性モデリング研究における保全生態学と 

情報学の協働 鷲谷いづみ・安川雅紀・喜連川優 

7 消費者が関与する海のサスティナビリティ: 

水産物エコラベルのポテンシャル 八木信行 

8 宇宙と環境とファンタジー 石崎恵子 

 9 マヌカン・レクチャーとフレッシュな生命 池上高志 

III 文化的環境 

10 初期日本哲学における「自然」 相楽勉 

11 南方熊楠・説話研究と生態学の夢想 田村義也 

12 大正詩人の自然観：根を張り枝を揺らす神経の木々 横打理奈 

13 城外に詠う詩人：中国の山水田園詩 坂井多穂子 

14 潜在的人類を探索するワークショップ 安斎利洋 

15 エクササイズとしての無為自然 野村英登 

IV 障碍者・高齢者・避難者の環境 

16 22 世紀身体論：哲学的身体論はどのような夢をみるのか 稲垣諭 

17 移動・移用についての小論 日野原圭 

18 カップリング(対化)をとおしての身体環境の生成 山口一郎 

19 高齢者・障碍者の能力を拡張する環境とは  月成亮輔 

20 障碍者の環境 池田由美 

 エコは人間の持続的な生存可能性にとって貴重な学問であるはずだが、その重要性を直接感じ

取ることは容易ではない。そこにはいくつもの理由がある。そうしたエコそのものの難しさに触

れながら、なお前に進むための構想を練ったのが本書である。環境に対してどのような認知能力

を活用し、どこで環境を見出していくかにかかわるような議論を組み込んである。科学的な環境

対応で見れば、たんに科学的なデータのみでは幾種類もの壁にあたってしまう。そうした壁がど

ういうかたちで生じて、それに対してどのような選択肢があるかを考察していくような試みと

なった。文化的環境については、いわば文化のなかで論じられる「環境」のさまざまな局面を切

り取ることになった。またここ数年手掛けている、障碍者、高齢者、避難所の環境という新たな

テーマ設定も行った。是非一読していただきたいテーマであり、全体としてあらたな問題提起を

行う論集となっている。 

（2015 年 9 月刊行） 

Newsletter No.22  2015. 10 

東洋大学「エコ・フィロソフィ」学際研究イニシアティブ（TIEPh）は、自然観探究ユニット、価値観・行動ユニット、環境

デザインユニットから構成され、さまざまな研究活動、シンポジウム、研究会を企画・運営しています。 
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国際シンポジウム「宋代の自然観」 

自然観探求ユニット：坂井 多穂子 

東洋大学で開催した「日本宋代文学学会 第二回

大会」において、TIEPh 主催のシンポジウム「宋代

の自然観」を執り行った。 

発表者と題目は、（１）谷口高志氏「記の文学にお

ける自然と人為――中唐期から北宋中期にかけて

――」、（２）東英寿氏「欧陽脩の書簡に見られる季

節の挨拶をめぐって」、（３）周裕鍇氏「自然・芸術・

宗教――略論≪石門文字禅≫中的景画詩禅之交融」

である。司会は浅見洋二氏（大阪大学）が担当した。 

谷口氏は、ある事物・事象についての記録文である「記」という文体には山水や自然に関する描

写が多いことに着目し、中唐の白居易や北宋の欧陽脩の「記」の代表作をとりあげた。谷口氏は、

自然を観賞するための人工物である「亭台」が「記」のなかに頻見することを指摘し、中唐期以降、

北宋中期にかけて増大した「記」の文学を自然と人為という観点から概観した。 

東氏は、書簡の冒頭に添えられる季節の挨拶語に着目し、北宋の欧陽脩の書簡の挨拶語を分析・

発表した。欧陽脩はその著作『洛陽牡丹記』において、牡丹の栽培方法を季節の移り変わりによっ

て記録するなど、自然の移り変わりや季節の変化を敏感に感じ取っていたことがうかがえる。だが、

みずから編纂した作品集『居士集』に収録された書簡には季節の挨拶語がなく、いっぽうでは、南

宋の周必大が編纂した欧陽脩集『居士外集』や『書簡』の書簡には季節の挨拶語が書かれるなど、

大きな違いがある。東氏はこの違いには、『居士集』『居士外集』『書簡』のそれぞれの編纂過程に

理由があると結論付けた。 

周氏は、北宋の詩僧（詩を作る僧侶）である惠洪の詩文集『石門文字禅』をとりあげ、そこに風

景・絵画・詩歌と仏教禅との融合が表現されていると指摘した。周氏は、その特徴として、（１）

仏教的世界観をもつまなざしで風景を見ることによって、

風景の様態を変化させ、宗教的色彩を帯びさせる、（２）風

景をそのまま絵画や詩歌であるかのように見なし、とくに

ある特定の仏教禅の境地と見なすことすらある、（３）いま

居る風景の中の自分を、絵画や詩歌の主役と見なし、いに

しえの徳にも匹敵する宗教的形象となって後世に伝わっ

た、という３点を挙げ、さらに、惠洪のこのような態度に

は、王安石や蘇軾、黄庭堅らの影響もみられると指摘した。 

発表のあとには発表者間の活発な議論にくわえ、会場か

らも質問が多数寄せられ、かなりの盛況をみせた。 

（2015 年 5 月 30 日開催） 

ワークショップ「身体と環境」 

環境デザインユニット：河本 英夫 

日本固有の身体表現である「暗黒舞踏」は、土方巽や大野一雄によって形成され、さらに田中泯

や天児牛大によって海外でも展開され国際化してきた。この舞踏は、身体の内在的活動の内発的発

現というかたちをとる。その系譜の表現は、ヨーロッパ的な幾何学や力学を基調としたダンスやバ

レーとは異なり、身体の本能、情動、情感のような内在的、潜在的な活動の発現がそのまま身体の
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可能性を拡大するような表現の回路を試行錯誤する企てであった。本鼎談では、ゲストとして和栗

由紀夫氏をお招きし、ウイーン大学のシュテンガー教授との討論というかたちをとった。 

和栗氏は、土方巽の資料を取り纏めた土方直系の弟子である。土方の残した文書は未だ謎だら

けであり、そのためひとたび土方の世界に魅入られてしまうと、一生その衝撃のもとに生きてし

まう人も少なからずいる。身体表現を行うことは、言語表現とは別の回路を探り当てようとする

試みであり、そもそも身体と言語は本性上折り合いが悪い。その折り合いの悪さを哲学の側から

埋めることは容易ではない。そのためには哲学の言語そのものも拡張していかなければならな

い。ともかくもそうした身体表現での「経験」を取り出すた

めのセッションとなった。土方巽の表現の中で、「舞踏譜」

という奇跡的な表現手法がある。楽譜の五線譜に、身体表現

のための手掛かりを書き込んだものであり、土方の才気と狂

気が縦横に現れている。多くの小さな発見の積み上げで少し

ずつピントを結んでいような議論となることは、むしろ必然

である。内容の充実したワークショップであった。 

（2015 年 5 月 21 日開催） 

TIEPh 定例研究会
環境デザインユニット：河本 英夫 

 今回は、三つの演題を設定して、議論が行われた。金子有

子氏は、長年琵琶湖周辺の環境維持にかかわってきた人で

あり、琵琶湖周辺での「生態学」の展開をテーマとした議論

であった。植物の生態多様性について、統計的手法による

一般的な分析的データが示され、また琵琶湖護岸工事がど

のような影響をもつのかの考察もあった。いくつかの問題

提起的なテーマを論じながら、生態学の現状を示すものに

なった。 

山田利明氏の発表は、年来の論点である「風水思想を環

境デザインに組み込み、生かしていくためのもの」である。

気の通りを重視する環境設定の在り方で、外形は中国のいくつかの都市と京都の御所に見られると

いう。地形的には、山と川の組み合わせであり、北に山があり南に川が流れる立地での都市デザイ

ンである。「気」は流体状の「何か」ではあるが、特定の本体ではない。生体と環境の狭間を自在

に行き来するような流体であり、身体と環境をつなぐ実質的要素で、イオン性のものか、あるいは

既存物質の未知の化合形態か不明だが、ともかく気を中心に構想されていて、理論的にはそれとし

て整合化されている。 

 相楽勉氏の発表は、ここ５年間のテーマである「日本哲学の誕生」にかかわる議論である。日本

の哲学は、ヨーロッパからの全面的な輸入によって成立する。受容し、こなし、固有のものを作り

上げていくプロセスは、言葉で言えば自明なことに見えるが、こうしたプロセスを経た事例は、ア

ジアでは日本しかない。日本の圧倒的な翻訳文化は、実は類例のないものであり、最先端の学術水

準を取り入れ、それを自国に有利なものだけを取り入れるのではなく、水準を切り下げて取り入れ

るのではなく、全面的、体系的に取り入れる翻訳文化である。これは江戸時代の蘭学医による『解

体新書』の場合にも見られる。 

今回の発表は、美学の受容であり、日本での世界で初めての「美学」講義の開設である。バウム

ガルテン、カント系譜で受容され、西周は「美妙学」と訳して導入した。美学はその後、大塚保治

によって全面的に導入され、日本の美学に仕上げられていくのである。 

（2015 年 7 月 29 日開催） 
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【テレルジの風景とゲル】 

「モンゴルの自然観および環境デザインの視察」 

環境デザインユニット：稲垣 諭 

8 月 24 日から 28 日にかけて、モンゴル、ウランバートル及び、その周辺の国立公園を視察し

てきた。モンゴルは、ロシアと中国に挟まれた広大な国土をもつが、人口は 300 万弱である。そ

れに対して家畜は 5000 万頭いるともいわれ、国土の大半はいまだ牧草地である。とはいえ首都

ウランバートルでは、海外投資を進める規制緩和のあおりを受けてか、近年、建築ラッシュとな

り、都市化が急激に進められている。その様子は、首都の渋滞状況や工事現場の多さを見てもよ

く分かる。 

 昔ながらの風習が維持されながらも近代化が急激

に推し進められることによる歪が生じる時期なのだ

とも思われ、今後の都市デザイン、自然デザインを

どのように進めるのかの分岐点でもある。とりわけ

そのことが顕著になるのが、ゲルという遊牧民の移

動式住居と、近代的なマンションが、ウランバート

ル市内においても、ごちゃ混ぜに点在し、密集して

いることである。ガイドの話では、人口の 6 割が今

でもゲルで暮らしているとのことだ。この伝統的な

遊牧民スタイルと、定住生活スタイルがどのように

共生していくのかも大きな課題である。 

8 月 24 日、チンギスハーン空港に降り立った後、ツーリスト用のゲルに宿泊するために、テレ

ルジ国立公園へと車で向かう。モンゴルの夏はもともと日が長く 20 時過ぎでも明るいが、到着し

たのはすでに 22 時を回っていたため、周囲の風景も分からないまま、ツーリスト用のゲルに宿泊

することになる。ゲルは非常に簡易な作りではあるが、ベッドも電燈もあり、朝方の寒さをしの

ぐための薪ストーブまで完備されているため、不便はそれほどない。到着前は雨がぱらついてい

たのだが、ゲルで眠る頃には雲もはれ、満天の星空が見える。天の川のかすみのために星の粒が

はっきりと捉えられないほど光に溢れた星空である。いくつもの流れ星もはっきりと見えた。 

翌朝目を覚ましてゲルを出てみると、広大なモンゴルの大自然の風景に再度圧倒される。巨石が

大地から生えたような景観がどこまでも広がっている。これまで済州島、八丈島等への視察でも

巨石は見てきたが、どれもここモンゴルに適うものはない。 

朝食は、軽めのパンとヤギか羊の暖かいミルク、目玉焼きが出た。その後、テレルジ国立公園

内の視察に向かう。 

 亀石という観光名所にもなっている巨石を見て、そこに登ったのちに、チベット仏教の寺院

であるアリヤバル寺院を訪れる。モンゴルの主な宗教はチベット仏教であるが、色彩がとても豊

かである。周囲の岩にも信仰を示すロックペイントが彩られていた。どうやら定住生活の最初の

選択肢としての寺院の建設は 16 世紀ごろから行われ始めたようである。

【アリヤバル寺院】 【亀石】 
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寺院を訪れた後、1937 年以降に行われたソビエト政府による大規模な弾圧である大粛清から免

れようとした僧侶たち 100 名ほどが隠れたとされる岩の洞穴を見る。この粛清では、モンゴル人

だけではなく、日本人もその被害にあっている。 

その後、１時間以上をかけて車でウランバートル市内へと向かう。モンゴルの道路で舗装され

ているのは幹線道路くらいで、そこから一本脇に入るとほぼ砂利と土の道であり、信号もほとん

どない。かりにあったとしても、対向車がいなければ、赤信号でも平気で進む。ウランバートル

では、スフバートル広場を通り、国立のドラマ劇場で行われた民族舞踊、音楽の鑑賞を行う。モ

ンゴルの歌謡技術の中には、１人の人間が低音の声を響かせながら、同時に高音でメロディを奏

でるホーミーという独特の歌唱法がある。ほとんど名人芸である。 

26 日は、ウランバートル市内にあるガンダン・テンツェリン寺で、

チベット仏教の僧たちが実際に行っている朝の修行を見る。立派な寺

院や巨大な仏像もあるが、そのほとんどは焼打ちに遭い、再建された

ものである。唯一以前の柱だけが一本残されている。 

その後、民俗博物館を回り、習俗や風習についての情報を仕入れた

後、北部にある旧日本軍兵士の慰霊碑へと向かう。ここでは敗戦後、

抑留されたままモンゴルで亡くなった旧日本兵含む日本人 800 人ほど

の慰霊が納められている。もともとモンゴル全土で埋葬されていた遺

骨を、その地の土とともにこのダンバダルジャー慰霊公園に集めたと

のことである。多くの政治家や一般の日本人も訪れている。 

 27 日は、ウランバートルから西へ 90 キロほど離れたホスタイ国立

公園へと向かう。途中、ミニゴビといわれる牧草地の中で砂漠化した丘陵に立ち寄る。牧草地の

砂漠化は急速に進んでおり、多様な生態系が絶滅の危機に瀕してもいる。ホスタイのベースキャ

ンプ に寄ったのち、そこからさらに内陸へと入り、遊牧民の家族を訪れる。遊牧民のゲルでは、

羊肉と、ヤギの生クリームのようなものを食し、その後、ゲルの組み立て方、水の汲みとり、羊

の群れ追いを経験する。 

この遊牧民の家族は 300 頭の家畜を飼ってお

り、夏と冬にゲルを移動させる生活を行ってい

る。家畜からは入手できない野菜等の食材や生

活必需品は、ウランバートルまで出て仕入れて

くる。太陽光から発電も行っており、それで

TV も見られるようである。完全な昔ながらの

生活とはいえないが、ここにはそれなりの自足

した生活がある。都会の生活に慣れたものから

見れば、圧倒的に足りないものばかりではある

が、この家族の子どもたちの笑顔を見ている

と、何が足りていないのかを指摘するのは容易なことではない。  

日本人であったとしても、たとえば夏休みのひと月の間だけでもこうした家族のもので暮らす

という選択肢を入れるだけで、生活や環境に対する感度そのものが切り替わってしまうことは容

易に予想される。 

またこのホスタイ国立公園では、ウマの野生化のプロジェクトも進められている。タヒという

野生化された馬は、繁殖し、今や 300 頭ほどの群れになっているとのことである。野生化されて

いるため、どこに現れるかが分からないタヒを探して、数百メートルはある岩山を登り、その姿

を見ることもできた。 

このようにモンゴルでは、いまだに今後の環境とのかかわりを考えるためのさまざまな選択肢

に溢れているといえる。とはいえ、帰国日の朝、参加メンバーのすべてが腹痛を訴え、夜中にト

イレに駆け込むことにもなる。幸い、大事には至らなかったが、感染症その他に注意する必要が

あることは言うまでもない。 

(2015 年 8 月 24～27 日) 

【放牧の風景】 

【ガンダン寺】 
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TIEPh 活動組織（2015.10 現在）

事務局からのお知らせ 

・平成 27 年 3 月 10 日に行われた国際シンポ「ドイツ文化とエコロジー」の模様は HP で公開されています。

Toshiaki YAMADA 
Professor, Environment Design Unit   

Project Representative 

山田 利明 代表（センター長） 

環境デザインユニット 

Takashi OHSHIMA Professor, Values and Behavior Unit 
大島  尚 

価値観・行動ユニット 

Hideo KAWAMOTO Professor, Environment Design Unit 
河本 英夫 

環境デザインユニット 

Makio TAKEMURA Professor, Nature Unit 
竹村 牧男 

自然観探究ユニット 

Shin NAGAI Professor, Nature Unit 
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ファイナルエコ・フィロソフィ 

環境デザインユニット：河本 英夫 

ここ 5 年間続いたエコ・フィロソフィ研究の最後を締めくくる、最終シンポウムとして「かおり

の生態学」を開催した。香りに注目し、生態系を考え直す試みである。最初に坂井多穂子さんによ

る漢詩のなかで歌われた臭いについて、講演が行われた。中国の文人たちがどのような臭いに敏感

に反応して漢詩に思いを込めたのかについて、いくつかの分析が示された。

その後、京都大学生態学研究センターの高林純示先生を招い

て、「香り」という環境要素についての基調講演を行っていただ

いた。臭いや香りは、人間の生態系の主要構成素にはなってい

ないのだから、見落としがちである。人間の生態系の主要要素

は、もっぱら視覚と言語由来の聴覚に由来している。これに対

してたとえば犬であれば、人間の 1000 万倍の嗅覚能力があると

言われており、警察犬としても活用されている。臭いは情報の

一種だが、この臭いがどのように活用されているかについて、

高林先生の講演が行われた。純粋に自然科学系の発表であった

が、興味深いものであった。臭いが生態系のネットワーク形成

に構成素として寄与しているというものである。たとえばキャ

ベツは、葉っぱを食べられると独特の臭いを発する。この臭い

が葉っぱを食べている昆虫の天敵を呼び寄せることになり、それを活用して害虫から身を守る仕組

みを作り上げている。この臭いは、複数の害虫がやって来た時には、複数のモードの臭いを出すた

めに、複雑な効果が出る。臭いのモードには害虫の唾液の要素も寄与しているとのことである。極

めて詳細な分析にも進むような展開可能性のある講演であった。

最後に河本英夫が、ここ 5 年間のプログラム展開の総括を行った。それはこのエコ・フィロソフィ

が展開可能性だけに依存した同心円型のプログラムになるという全体のイメージをあたえるもの

となった。

（2015 年 12 月 5 日開催） 

復興の自己組織化（国際シンポジウム「after our Fukushima」）

環境デザインユニット：河本 英夫 

復興期のフクシマには、多くの課題がある。そこにも日本固有の文化的資質が含まれている。シュ

テンガー教授(ウイーン大学、哲学教育学部)と山口一郎客員教授と河本英夫教授の三者と、シュテ

ンガー教授の弟子であるガーベルベルガー氏を交えて語り合うことになった。復興のプロセスは、

ある種の自己組織化であり、動きを作り出しては、それによって周辺の素材を動かし、新たに質料
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を用意し、可能な素材を資源として活用していく仕組みである。これは当初用意された部分を組み

合わせていくような仕組みとは異なる。このプロセスの特質は、質料をプロセスをつうじて資源化

していくこと、動きが次の動きを作り出していくように組み立てること、それによって遅々として

進まないように見えるプロセスが時として、大幅に変貌し、別の回路が立ち上がっていくこと等が

含まれている。

シュテンガー教授は、こうした仕組みは日本の

「Butoh」(暗黒系舞踏)に似通ったものだと語っ

ていた。ブトウは、身体の内奥に含まれる身体そ

のものの内発性をさらに引き出していくための

仕組みでもある。すでに力の入ってしまっている

定型身体から力を抜き、全身の可能性をリセット

する仕組みであることは確かである。

ところがこうした技法は、身体表現だけではな

く、各種スポーツ競技でも見られる。そのさい最も大きな指標となるのが、テクニックとスキルの

区別である。テクニックはうまさにかかわっており、特定の練習を積めば向上していく。しかしス

キルは、自分のもっている能力をその時々の状況下でどのようにして最大限発揮するかにかかわっ

ている。スキルは対応可能性の広さと言っても良いし、能力の発揮の仕方だと言っても良い。バイ

エルン・ミュンヘンのサッカーのスーパースターのミュラーにそうした典型例を見ることができる。 

（2015 年 10 月 13 日開催） 

身体のリセット
（即興ダンスワークショップ「環境―人間の組織化」） 

環境デザインユニット：河本 英夫

ダンサーの岩下徹さんにお願いしてワーク

ショップを行った。岩下さんは、即興ダンスセラ

ピーを手掛けており、ダンスでの障碍者(あるいは

健常者)とのコラボをつうじた人間の能力の再組

織化を行うものである。ただしワークショップは

初級者向けのものなので、身体の力をぬくところ

から開始する。

身体は重力に抗して立つ。この単純な事実のな

かに身体の圧倒的な謎が含まれている。どこまで

力を抜いてもなお立っていることができるのか。

寝そべった状態から立つということは、エネルギー最短の回路はあるのか。無駄なエネルギーを一

切使わず、立ち上がることはどのようにすることなのか。立つことができるためには、床から反作

用を受けなければならない。床からの反作用はどのようにすれば感じ取ることができるのか。通常

は隠されたままになっているこうした身体の感度を回復することがワークショップの課題である。 
身体は多変数関数に似ている。ある変数に無理がかかれば、他の変数を調整している。その場合、

全身から力を抜くためには、どの変数に働きかけるかは、圧倒的に個人差がある。どこから関与し

なければならないということではない。また動きのさなかでの身体の再組織化は、プロセスのなか

での感じ取りを必要とする。それは通常活用していない変数を改めて「変数化」することに近い。

そうした多くの事柄を体得していくためのワークショップである。

（2015 年 12 月 16 日開催） 
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第 7 回人間再生研究会 

環境デザインユニット：稲垣 諭

TIEPh の第 3 ユニットは、12 月 19 日に毎年恒例となっ

た第 7 回人間再生研究会を開催した。今年度のテーマは「抑

制システム」である。理化学研究所で活躍している村山正宜

先生には「皮膚感覚の知覚と記憶の脳内メカニズム」という

表題で講演いただいた。マウスの実験で分かったのは、触覚

的なテクスチャの認知の精度が、ボトムアップ的な感覚入力

によって決定されるのではなく、人間でいう運動前野ないし

補足運動野からのトップダウン的なサーキット回路を通じ

て高められているというものであった。リハビリテーション

の臨床の現実でいえば、麻痺等の回復には、刺激を与えるだ

けでは感覚の形成が行われず、認知的な自発性や意志の役割の重要性が指摘できる。

第 3 ユニットの河本先生の講演「システム的抑制」では、リハビリテーションの臨床における意

識、身体、動作の抑制のモードを取り出す試みが行われた。実際に身体に緊張が出ている場合、そ

れが抑制の働きによるものか、抑制が解除されたことによるのかを決定するのは難しい。その意味

では「抑制」という働きはそれ自体として理解することよりも、他の関係の中でそのつど見出して

いく必要があることが確認された。その他、月成亮輔先生と菊地豊先生による症例発表もあり、研

究会は盛況のうちに終了した。

（2015 年 12 月 19 日開催） 

日本道教学会共催特別講演「洞天福地と環境」

センター長：山田 利明

 発表者の土屋昌明氏（専修大学教授）は、数年前より科学研究費補助金を得て、道教思想の中に

ある洞天福地思想の解明に従事している。その研究は文献研究にとどまらず、中国各地に所在する

洞天あるいは福地を訪ねての現地調査を実施し、ユニークな研究を展開している。中国研究の分野

では、きわめてユニークな研究として注目されていて、その総合的な成果の公表が待たれるところ

である。

 洞天福地とは、簡単に説明しておくと、道教でいう神仙（不老不死の人）の住む地、あるいは神

仙になるための修行に適した土地をいう。洞天は洞窟の中に存在する別世界であり、そこでは時間

もこの世とは全く別の時の流れに従う。

住む人はいずれも不老不死、したがって

一日がこの世の数年・数十年に当たる。

福地も神仙の居所、あるいは神仙になる

ための修行の適地とされるが、こちらは

地上に現れた一種の異界といえよう。

 洞天も福地も神仙修行の者にとって

は、神との交歓を果たす聖地であり、そ

の景観は優れ、奇峰・奇岩があって清流
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が流れるというところが多い。また鍊金術に必要な鉱物や薬草にも恵まれた土地というのがその大

概の姿である。洞天には「十大洞天」あるいは「三十六洞天」があり信仰の対象となるが、その全

てが洞窟をもつわけではない。洞窟のない山も洞天として数えられる。それは修行をして高い徳を

身につけた者でなければ見えない入口をもつのが洞天であるからで、現実の地理的世界とは異なる

様相をもつ。

 本邦においても、例えば吉野・熊野の大台ヶ原のように、信仰と結びついた自然環境は太古から

の姿が保存されている場合が多い。同様に、中国においてもこうした名山信仰がその地の環境保全

を促している側面がある。それと同時に、やはり異界のもつ自然環境に触れることで、自然の神秘

を知る一助にもなろう。

 環境問題に関しては、負のイメージが大きい中国の現状に対して、太古からの自然遺産をどう承

け継ぐのかを考える機会と成れば幸いである。

（2015 年 11 月 14 日開催） 

2015 年度の活動報告

４月 

ニュースレターNo.21 発行 

５月 

TIEPh 主催 ワークショップ（環境デザインユニット） 

「身体と環境」 

場所：東洋大学 6 号館文学部会議室 

TIEPh 主催 シンポジウム（自然観探求ユニット） 

「宋代の自然観」 

場所：東洋大学 2 号館スカイホール 

７月 

TIEPh 主催 定例研究会 

（自然観探究ユニット、環境デザインユニット） 

場所：東洋大学 2 号館第 1 会議室 

８月 

モンゴル国ウランバートル市周辺の都市環境および遊牧

文化の自然観の調査 

（自然観探求ユニット、環境デザインユニット） 

９月 

書籍『エコ・ファンタジー―環境への感度を拡張するた

めに』（春風社）刊行 

2015 年度東洋大学「全学総合科目」として 

全学総合 IB『エコ・フィロソフィ入門』開講（～1 月） 

１０月 

ニュースレターNo.22 発行 

TIEPh主催 国際シンポジウム（環境デザインユニット） 

「after our Fukushima」 

場所：東洋大学 6 号館文学部会議室 

１１月 

TIEPh 主催 特別講演（自然観探究ユニット） 

「洞天思想と自然環境の問題」 

場所：東洋大学 2 号館スカイホール 

１２月 

TIEPh 主催 最終シンポジウム 

「かおりの生態学」 

場所 ：東洋大学 6 号館 6203 教室 

TIEPh 主催 即興ダンス・ワークショップ 

（環境デザインユニット） 

「環境――人間の組織化」 

場所：東洋大学 8 号館 125 記念ホール 

TIEPh 主催 研究会（環境デザインユニット） 

「第七回人間再生研究会」 

場所：東洋大学 6 号館 6B15 教室 

３月 

「エコ・フィロソフィ」研究第 10 号、別冊第 10 号発行 

ニューズレターNo.23 発行 

活動報告会（評価委員
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